
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「このままじゃまずいですよ。由ゆ美み子こさん、お母さん」

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、針のむしろで担任の言葉を聞いていた。

　教室の真ん中に学生机を四つくっつけて、担任と由ゆ美み子この母が向かい合って座っている。

　由ゆ美み子こは母の隣となりで、肩かたをすぼめていた。

　机の上に広げられた、模試の結果が原因である。

　現在、地じ獄ごくの三者面談中だ。

「由ゆ美み子こさんの第一志望の大学は、彼女の学力に見合っています。由ゆ美み子こさんが真面目に勉強していれば、まぁ落ちないだろう、というレベルだったんですが……」

　担任は、模試の結果に指を突つき付つける。

「このままでは、非常にまずいです」

　そうはっきりと告げてしまった。

　由ゆ美み子この母は困ったような顔でそれを聞いており、時折、由ゆ美み子こをちらりと見る。

　気まずくて目が合わせられない。

　なぜ、ここまで模試の結果が悪いのか。

　答えは簡単だ。

　勉強してなかったから。

　特にここ数ヶ月は、『ティアラ』のことで奔ほん走そうしていた。そちらに集中していた。

　それが終わってからは、オーディションのことで頭がいっぱい。

　そのせいで受験勉強は、いつからか疎おろそかになっていた。

　それを担任はしっかりと指し摘てきする。

「由ゆ美み子こさんがちゃんと勉強していれば、問題なく合格圏けん内ないだったんです。ですがここ最近、由ゆ美み子こさんの集中力は完全に欠けています。お母さんからも注意してあげてください。確かに由ゆ美み子こさんはお仕事があって大変でしょうけど、受験だって大切なんですから」

「はい……」

　母娘おやこともども、担任から怒おこられてしまう。

　勉強をサボってこの状じよう況きようでは、そうなるのも仕方がない。

　どう考えても由ゆ美み子こが悪いので、居たたまれない気持ちでいっぱいだ。

　最近気を抜ぬきすぎ。ちゃんと勉強しろ。じゃないと大学受からんぞ。

　今回の三者面談は、要約するとそういう話だった。







　教室を出てすぐに、隣となりの母に目を向ける。

　彼女はわざわざ、仕事の休みを調整して三者面談に来てくれた。

　だというのに、娘むすめのこの体ていたらく。

　なんで勉強してないの!?　というあまりに真っ当な理由で怒おこるだろうか。

　ビクビクしていると、母は口に指先を当ててこちらに顔を寄せてきた。

「受験が終わるまで、ママが家事やろっか……？」

　気き遣づかわれてしまった。

　ある意味、怒おこられるより辛つらいかもしれない。

　由ゆ美み子こは首を振ふって、正直な気持ちを明かす。

「いや、これはあたしの集中力の問題だから……、ごめん……」

　使える時間を増やしたところで、それを有効活用しなければ意味がない。

　もっと根本的な問題だ。

　母もそれはわかっているので、「ちゃんとしなね」と一言言うだけだった。

　その一言が、なにより重いのだけれど。

　反省しながら、とぼとぼと廊ろう下かを歩く。

　ほかのクラスでも三者面談を行っているため、廊ろう下かには何人も保護者の姿があった。

　その奥から、見覚えのある二人組が歩いてくる。

　由ゆ美み子この母が先に反応し、ぱたぱたとふたりに寄っていった。

「あら。あらあらあら、千ち佳かちゃんと千ち佳かちゃんママ。お久しぶりです～」

　母が声を掛かけたのは、渡わた辺なべ千ち佳かと──、その母親だった。

　千ち佳かがそのまま年ねん齢れいを重ねたような、スーツ姿の女性。

　その隣となりで、千ち佳かは子供らしく気まずそうにしている。

　彼女はブルークラウン所属、芸歴三年目の女性声優であり、佐さ藤とう由ゆ美み子このクラスメイトであり、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』のパーソナリティでもある。

　千ち佳かは普ふ段だんと変わらない制服姿だ。

　鋭するどい瞳ひとみが隠かくれるくらい長い前まえ髪がみに、服装検査で全く注意されない優等生然とした格好。

　しかし、ひとたび髪かみを整え、メイクをすれば美少女になることを由ゆ美み子こは知っている。

　親子で並んでいると、ふたりはそっくりだった。

　そんな仏ぶつ頂ちよう面づらの二人組に、由ゆ美み子この母は穏おだやかに微ほほ笑えみかけた。

　千ち佳かの母は険しい表情を見せることも多かったが、今は遠えん慮りよがちに挨あい拶さつを返している。

「あ……、佐さ藤とうさん、お久しぶりです。以前は、大変お世話になりました。あんなに長い期間、千ち佳かをお家うちに泊とめて頂いて……」

「いえいえ、千ち佳かちゃんならいつでも大だい歓かん迎げいですから～。千ち佳かちゃんママは──」

　うふふ、と嬉うれしそうに笑う由ゆ美み子この母に、ぎこちない笑えみを返す千ち佳かの母。

　なにやら井い戸ど端ばた会議を始めてしまったので、千ち佳かに手招きをする。

　どうしていいかわからない顔をしていた千ち佳かは、素す直なおにこちらに寄ってきた。

　彼女に耳打ちをする。

「あのさ……。渡わた辺なべって、ちゃんと勉強してる？　受験勉強って順調？」

　さっきの三者面談が尾おを引いている。

　千ち佳かは由ゆ美み子こよりも仕事が多いし、ティアラでもレッスンを熱心に行っていた。

　もしかしたら、自分と同じ状じよう況きようではないか、と考えたのだ。

　しかし、千ち佳かは小さく首を振ふる。

「問題ないわ。というか、問題があったら困るのよ。わたしは役者をするときに『成績を落としたらすぐにやめる』って母と約束させられたから」

　なるほど。

　いかにも千ち佳かの母が言いそうだ。

　声優業を快く思っていない彼女なら、成績が落ちた瞬しゆん間かんにすぐさまやめさせるだろう。

　千ち佳かは声優業をこなしながら、きちんと勉学にも励はげんでいるらしい。

　すごいな、と内心で感心していると、千ち佳かは顔を寄せてきた。

「そういうあなたは大だい丈じよう夫ぶなの？　成績が落ちた、ってラジオで言っていたけれど」

　全く大だい丈じよう夫ぶではない。

　実を言うと、問題は受験だけではなかった。

　それでも由ゆ美み子こは、「大だい丈じよう夫ぶ」と苦笑いすることしかできなかった。







　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、声優である。

　チョコブラウニー所属、四年目の女性声優。

　ここ一年くらいはそれなりに仕事が忙いそがしく、ありがたく奔ほん走そうしていたのだが。

「……まずいなあ」

　電車の騒そう音おんに紛まぎれるよう、小声で呟つぶやいた。

　電車に揺ゆられながら、佐さ藤とう由ゆ美み子こはスケジュール帳を眺ながめていた。

　知らず、ため息が漏もれる。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、ギャルでもある。

　半はん袖そでの制服を大きく着き崩くずし、ブラウスのボタンも開けている。スカートだってかなり短い。

　長い髪かみをゆるやかに巻き、派手なメイクとアクセサリーが輝かがやいていた。

　髪かみはイイ感じに決まって、メイクバッチリ、新しいネイルチップで気分はいいはずなのに。

　スケジュール帳を見ていると、気分はどんどん沈しずんでいく。

　何度見返そうが、スマホを確かく認にんしようが、スケジュール帳の空白は埋うまらない。

　由ゆ美み子この仕事用のスケジュール帳は、ほとんど真っ白だった。

　ラジオや単発のイベント、オーディションは記き載さいされているが、それだけ。

　アフレコの仕事が、ない。

　ここにきて歌うた種たねやすみは、アニメのレギュラーはおろか、アフレコの仕事がまるきりなくなっていた。

　その事実に、どうしようもないほどの不安を覚える。

「ん～……」

　せっかくセットした髪かみを、くしゃくしゃにしてやりたい気分になる。

　久しぶりだ、こんなにもチリチリと焦あせるような状じよう況きようは。

　ここまでは、順調に来られたのに。

　去年から今年にかけて『幻げん影えい機き兵へいファントム』で重要なキャラを任され、『魔ま女じよ見み習ならいのマショナさん』や『ティアラ☆スターズ』で大きな役をもらえて。

　特にティアラはライブがあったので、レッスンの分だけ忙いそがしかった。

　そこにアフレコ、ラジオ、そしてオーディション。その他もろもろのお仕事。

　今までになく、忙いそがしくさせてもらっていたのに。

「はあ……」

　大きな大きな、腹の底から出るようなため息を吐つく。

　今期のアニメの仕事は、ゼロ。

　それに焦あせるな、というほうが難しい。

「前までは……、こんな気持ちにならなかったけど……」

　去年まで、こんな状じよう況きようはザラだった。

　順調だったのはデビューしたての頃ころだけで、仕事がない月も大して珍めずらしくなかった。

　ただ、ようやくその状じよう況きようから脱だつしたと思っていたから。

　ここから仕事が増えるかも！　と期待していただけに、その落差に耐たえられない。

　一いつ生しよう懸けん命めいに走り回っていた日々が、遠くに見えた。

　それに未練がましく手を伸のばすように、つい過去の仕事をスマホで調べてしまう。

　たとえば、『魔ま女じよ見み習ならいのマショナさん』なんて、千ち佳かと後こう輩はいの高たか橋はし結ゆ衣いと三人で、力を合わせて壁かべを突つき破やぶったものだけれど……。

「うわ……、結ゆ衣いちゃん……。また主人公役もらえたんだ……」

　関連ワードで、高たか橋はし結ゆ衣いの記事が引ひっ掛かかる。

　結ゆ衣いがまた、主人公役に選ばれたというニュースだった。

　作品名の隣となりに、誇ほこらしく高たか橋はし結ゆ衣いの名が輝かがやいている。

「……いいなぁ～」

　主人公。

　由ゆ美み子こは今まで、そう呼ばれるキャラを演じたことがない。

　なのに結ゆ衣いは、二年目にもかかわらず『マショナさん』で初主演を務めたし、この作品を含ふくめてこれからも演じていくのだろう。

　──羨うらやましい。

　由ゆ美み子こだって声優だ。役者だ。

『作品の主演をしたい』『主人公を演じてみたい』と羨せん望ぼうするのも、無理からぬ話だった。

　けれど、現実はそんな段階ではない。

　主人公どころか、ほかのキャラにも歌うた種たねやすみの声は吹ふき込こまれなかった。

「うあー……、受験勉強もあんのになぁ～……」

　ただでさえ焦あせるのに、三者面談で言われたことも効いている。

　というか、受験勉強に集中できないのは明確にそれが関係していた。

　仕事がないから、オーディションに受かりたい。オーディションに集中してしまう。そちらにばかり時間と集中力を持っていかれる。

　結果、勉強ができない、と。

　言い訳でしかないし、だからといって許されるわけじゃないけど。

　ぐるぐる考え込んでいるうちに、電車は目的地に着いた。

　整理できていない頭を抱かかえ、電車から降りていく。

「………………………………」

　声優業を頑がん張ばりたい。それは絶対だ。

　しかし、勉強をこれ以上疎おろそかにできない。

　担任にも母親にも、シャンとするよう言われている。

　……いや大だい丈じよう夫ぶ。自分だって、千ち佳かのようにできるはず。両立できるはず。

　自分に言い聞かせながら街を歩き、由ゆ美み子こは指定されたカフェに入った。

　何とも雰ふん囲い気きのいい、オシャレで静かなお店だった。

　目的の人物は既すでに席に着いていて、コーヒーを楽しんでいるようだ。

　彼女はこちらに気付くと、軽く手を挙げる。

　そんなちょっとした仕草も、やけに様になっていた。

「悪いな、由ゆ美み子こ。こんなところまで呼び出して」

　マネージャーの加か賀が崎さきりんごだ。

　洒しや落れたジャケットを颯さつ爽そうと羽織り、脚の長さがよくわかるパンツスタイル。

　艶つややかな黒くろ髪かみを後ろで括くくっており、その辺の男より格好良い女性だ。

　だというのに、丁てい寧ねいに施ほどこされたメイクは彼女の色香をより強くしていた。

　由ゆ美み子こは加か賀が崎さきオススメのコーヒーを店員さんに注文して、息を吐はく。

　大だい丈じよう夫ぶ。両立できる。

　迷いを断たち切きってから、早さつ速そく本題に入った。

「加か賀が崎さきさん。次のオーディションって、決まってる？」

　決まっているなら早く資料が欲ほしい、どんな役かを教えてほしい。

　オーディションの準備をしたい。

　そう思っての言葉だったが、加か賀が崎さきの反応は鈍にぶかった。

　ゆっくりとコーヒーを口に運んでいる。

「今期、あたしは仕事がないわけじゃん。今のうちにオーディションを受けて、次に繫つなげなきゃダメだと思うんだ。もっと頑がん張ばらなきゃ……、加か賀が崎さきさん？　聞いてる？」

　切実な気持ちを伝えても、加か賀が崎さきは返事をしない。

　カップをテーブルに戻もどしてから、こちらに目を向けた。

　そして、衝しよう撃げき的てきな言葉を告げる。

「由ゆ美み子こ。しばらく、オーディションを受けるのはやめないか」

「えっ……、な、なんで？　なんでそんな話になんの？」

　啞あ然ぜんとする。

　今、オーディションを受けて合格しないと、仕事は増えないのに。

　仕事がなくて、由ゆ美み子こは焦あせっているのに。

　その理由を、加か賀が崎さきは非常に端たん的てきな言葉でまとめた。

「由ゆ美み子こ。お前、ちゃんと勉強してる？」

「……………………」

　してない……、です……。

　無言を肯こう定ていだと受け取ったのだろう、加か賀が崎さきはため息を吐つく。

「そんなことだろうと思った。去年からファントム、マショナさん、ティアラ、と重めの仕事が続いてただろ。特にティアラは、自主練も相当入れていたし。もし、受験勉強が順調だったらこの言葉は取り下げるつもりだったが……、図星だったみたいだな？」

「まぁ……、ちょっと……。成績は、落ちた、かも」

「ちょっと？」

「だいぶ……」

　消え入りそうな声で答えると、加か賀が崎さきは腕うでを組んでこちらを見た。

　その目がお説教モードになっている。

「受験生だぞ、お前は。仕事を頑がん張ばりたいと思うのは大事だが、勉強だって大切だろ。自分で大学に行くって決めたんだから。りんごちゃんは心配だよ、まーた視野が狭せまくなって。もう諦あきらめたけどな」

「うっす……」

　保護者らしい加か賀が崎さきの言葉に、こうべを垂れるしかない。

　母親の代わりに、しっかりと怒おこられてしまった。

　加か賀が崎さきの言うことはもっともだと思う。

　けれど由ゆ美み子こだって、はいそうですか、と引き下がれる状じよう況きようではなかった。

「でもでも、加か賀が崎さきさん。何も『オーディションを受けない』とまで言わなくてよくない？　今だって仕事なくて困ってるんだし……。減らす、くらいなら、わかるんだけど」

　オーディションに合格したとしても、すぐに仕事に取とり掛かかれるわけではない。

　今のうちに受けておかないと、後々の自分が困ってしまう。

　それに、短期間であってもこの世界から離り脱だつすることへの恐きよう怖ふがあった。

　声優業界は椅い子す取とりゲームだというのに、悠ゆう長ちようにしていていいのだろうか。

　あの桜さくら並なみ木き乙おと女めでさえ、活動休止には心から怯おびえていたのに。

　しかし、由ゆ美み子この訴うつたえに加か賀が崎さきは前かがみになった。

　まっすぐに由ゆ美み子この目を見て、はっきりと言う。

「由ゆ美み子こは大だい丈じよう夫ぶ。今期の仕事がないのは、たまたまだよ。由ゆ美み子こは着実に力を付けているし、今は多種多様な役も受けてる。そこまで不安になることはないから。もう少し待ちな」

　加か賀が崎さきは、力強くそう言った。

　それだけで、由ゆ美み子この不安は少しだけ軽くなる。

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶか」とまで楽観的にはなれないものの、どちらにせよ加か賀が崎さきの意見を覆くつがえすことはできない。

「……そう？」

　だから、由ゆ美み子こは引き下がる。

　受験勉強が心配なのも事実だった。

　由ゆ美み子こだけだったら、「受験が心配だから、オーディションはやめちゃおう！」なんて大だい胆たんな選せん択たく、とても実行できない。

　切きり替かえる、いい機会かもしれなかった。

　そこで、加か賀が崎さきはふっと息を吐はく。

　背もたれに身体からだを預け、やさしい声こわ色いろで尋たずねてきた。

「今さらだが、由ゆ美み子こは何のために大学に行きたいんだ？」

「何のために？」

　思わぬ質問に、由ゆ美み子こはたじろぐ。

　戸と惑まどいながらも、頭の中にある言葉を引っ張り出した。

「ええと……。大学生活が、いい経験になると思ったからだよ。それが、演技をするうえで役に立つと思ったから。それと、声優が上う手まくいかなくなったときの保険。加か賀が崎さきさんも、学歴はあって困るものじゃないって言ってたじゃん？」

　大学進学を決めた理由は、そのふたつが大きい。

　いろんな人に進路の相談をして決めたし、母も納なつ得とくしてくれた。

　加か賀が崎さきはゆっくりと頷うなずいてから、静かに話を続ける。

「いい考えだとは思う。ただ、ちょっと聞いてほしい。確かにあたしはそう言ったけど、この時代、大学に行っただけじゃ大きな保険にはならない。それはわかるだろ？　本気で保険として考えるなら、大学は最適解とは言えない」

　それにな、と付け足す。

「大学生活は絶対にいい経験になる。だが、由ゆ美み子こが求める〝経験〟自体は、大学にこだわる必要はないんだ。そのうえで聞くけど。本当に大学生活が、由ゆ美み子こが一番望んだもの？」

　その言葉に、由ゆ美み子こは困こん惑わくする。

　それではまるで、進学自体を否定しているようではないか。

　それが表情に出ていたのか、加か賀が崎さきは小さく首を振ふった。

「そうじゃなくてだな。由ゆ美み子こが勉強に身が入らないのは、大学に行く意味を見み出いだしてないから。そんなふうに思えるんだよ。受験勉強は大変だからな、入りたい！　って思いは必要だと思う。だから、なぜ大学に行きたいのか、その理由を見定めるのも大事なんじゃないか」

「う、うん……」

　思わぬ指し摘てきに戸と惑まどったものの、加か賀が崎さきの話は至し極ごく真っ当だった。

　由ゆ美み子こが大学進学を決めたのは、由ゆ美み子こ自身の選せん択たくだ。

　母は、「自分でよく考えて、出した答えに胸を張ってほしい」と選せん択たくを委ねてくれた。

　言ってしまえば、進学しようがしまいが、由ゆ美み子この自由。

　どの道を選んでも、母はサポートする！　と宣言してくれている。

　それならば、自分が何のために大学に行くのか。

　改めて、それを考えるべきなんだろうか。

　由ゆ美み子こが考え込むのがわかったのか、加か賀が崎さきはやわらかく微ほほ笑えんだ。

「今期は、確かに仕事がない。けど、これをチャンスだと思えばいいよ。しっかり勉強をするための充じゆう電でん期間。大学に行く意味を探す期間。この際、一いつ旦たん声優業と距きよ離りを取るのはいいことだとあたしは思う。仕事がない、って焦あせってばかりじゃ辛つらいだろ。あ、もちろん今入ってる仕事はやってもらうがな。とにかく、勉強に集中しなさい。まずはそれからだな」

「わかった。加か賀が崎さきさんがそう言うなら、そうする」

「いい子だ」

　由ゆ美み子こが頷うなずくと、加か賀が崎さきはニッと笑う。

　この数ヶ月間は声優業に掛かかりきりで、視野が狭せまくなっていた。

　加か賀が崎さきの「焦あせってばかりじゃ辛つらいだろ」という言葉も、そのとおりだ。

　加か賀が崎さきを信じて、勉強に集中して立て直す時期なのかもしれない。

　……どうやら。

『歌うた種たねやすみ』はしばらくお休みになりそうだ。







　あのあと、加か賀が崎さきとは楽しくおしゃべりしてから、帰宅した。

　ご飯を作り、それをのんびり食べ、家のことをやってからお風ふ呂ろに入る。

　お風ふ呂ろ上あがりに化け粧しよう水すいをぺたぺたと顔に染しみ込こませながら、時計を見た。

　普ふ段だんだったら、この時間辺りからオーディションの資料を読み込んでいる。

　ふと顔を上げたら時計の針がびっくりするほど進んでいて、慌あわてて寝ねる準備をする──、というのも珍めずらしくなかった。

　それがなくなると、就しゆう寝しん時間まで随ずい分ぶんと時間が空いている。

「まだこんな時間なら、勉強しよ……」

　丁てい寧ねいにスキンケアをしたあと、早さつ速そく勉強に勤いそしむ。

　しばらく黙もく々もくと勉強していると、スマホが着信を知らせた。

　親友の川かわ岸ぎし若わか菜なだ。

　スピーカーにすると、明るく元気な声がスマホから飛び出してくる。

『由ゆ美み子こ、おっすー。今なにしてんの～？』

「勉強～。三者面談で成績戻もどせって怒おこられちゃった」

『ありゃりゃ。でもちゃんと勉強やってて偉えらい。そういうことなら、いっしょに勉強しようよ。お互たがい監かん視しし合おうぜ』

「天才じゃん？　楽しいプチ勉強会が始まっちゃうな」

　言いつつ、ビデオ通話に切きり替かえる。

　画面の中に見慣れた若わか菜なの顔が現れ、手を振ふった。

　由ゆ美み子こと若わか菜なは、だれかといっしょのほうが勉強が捗はかどるタイプだ。

　時たま、思い出したように雑談を挟はさむことはあるものの、それ以外はふたりで黙もく々もくと勉強を進めていく。

　そして、ちょうどいい時間に「そろそろ寝ねるね～」と若わか菜なが言い出し、通話を切った。

　今からでも十分に眠ねむれる、健康的な時間帯だ。

　それなのにしっかり勉強をした功績は、机き上じように残っている。

「やけに捗はかどっちゃったな……」

　頭を搔かきながら、時計と勉強の跡あとを眺ながめる。

　なんというか、気も楽だった。

　最近は勉強していても、頭のどこかに仕事のことがずっとちらついていた。

　集中は明らかに欠けていただろう。

「加か賀が崎さきさんの言うとおりだなぁ……」

　そうしみじみ感じながら、由ゆ美み子こは布ふ団とんに入った。

　程ほどよい疲ひ労ろう感かんと充じゆう実じつ感かんに、はあ～……、と深い息が漏もれ出でる。

　あっという間に、穏おだやかな眠ねむりへ落ちていった。
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『夕ゆう陽ひセンパイ結ゆ衣いこうはい』の第一回収録が終しゆう了りようし、千ち佳かはイヤホンを外す。

　すると、向かいに座っていた結ゆ衣い後こう輩はい──、高たか橋はし結ゆ衣いが満面の笑えみで口を開いた。

「お疲つかれ様さまでした、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！」

「はい、お疲つかれ様さま」

　ニコニコと笑う彼女は、人ひと懐なつっこい犬のようだ。

　活発的な印象を与あたえるショートボブに、健康的な小麦色の肌はだ。くりくりっとした瞳ひとみは可か愛わいらしく、あどけない顔をしている。小さな身体からだなのにパワフルで、趣しゆ味みが水泳なだけあって体力がある子だ。そのせいか、彼女の腕うでや脚あしは引ひき締しまっていた。

　今日は白のセーラー服を着ていて、裾すそからちらちらと白い肌はだが見みえ隠かくれしている。寒くなってきたら、きっと彼女はお気に入りの猫ねこのスカジャンを着てくるのだろう。

　ブルークラウン所属、高たか橋はし結ゆ衣い。

　年ねん齢れいは千ち佳かよりふたつ下、声優の芸歴としてはひとつ下の後こう輩はいである。

　彼女はコロコロ変わる表情を疲ひ労ろうに変えて、大きく息を吐はいた。

「はぁ～……、でも緊きん張ちようしました。自分の番組なんて初めてなので。高たか橋はし、ちょっと空回ってましたよね？」

「……まぁ、確かに。高たか橋はしさん、少し掛かかりすぎだったかもしれないわね」

　収録中、肩かたに力が入っていた気はする。

　別のラジオ番組で彼女と収録をしたことがあるが、そのときより落ち着きはなかった。

　演技やダンスでは無二の才能を発揮する彼女でも、苦手なものはあるらしい。

　それを自覚しているのか、結ゆ衣いはガクッと肩かたを落とした。

「ですよね～……。でも夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいは、落ち着いていて、どっしりしていて、さすがでした。頼たよりになるなあって思ってましたっ」

　にへらっ、と笑いながら、瞳ひとみに信しん頼らいを滲にじませている。

　高たか橋はし結ゆ衣いは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを持ち上げすぎるきらいがある。

　なので、適当に流そうと思っていたが、そこに第三者の声が飛んできた。

「そうだね。夕ゆう陽ひちゃん、随ずい分ぶんと落ち着いてた。安心して見られたよ」

　放送作家、朝あさ加か美み玲れいだ。

　いつものスウェット姿で、おでこには冷えピタが貼はってある。

　化け粧しようっ気のない顔に、雑に括くくった前まえ髪がみも定番だ。目の下のクマも。

　どうやら彼女はまた番組を押し付けられたらしく、こうして作家として参加している。

　声優ラジオも入いれ替かわりが激しいので、担当番組が増え続けるわけではないと思うが。

「………………」

　朝あさ加かもパーソナリティのケアを欠かさないタイプなので、あまり言葉どおりに受け取るのは危険だ。

　ただ、思い直してみると、落ち着いてはいたかもしれない。

　ほかでもちょくちょくラジオに出演しているが、なにより『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』の経験が大きい。

　一年と半年近く番組を続け、今は七十回を超こえている。

　番組当初こそキャラを作って毒にも薬にもならない話をしていたが、今はそうではない。

　積み重ねがきちんと成果を出しているらしい。

　なんとなく誇ほこらしい気持ちで彼女の顔を思い出していると、結ゆ衣いがそこに触ふれた。

「でも高たか橋はし、この番組、頑がん張ばりたいんですよ～。生意気なのは百も承知なんですけど、目標はやすやす先せん輩ぱいですからっ」

　結ゆ衣いは両手をぐっと持ち上げていた。

　若手のラジオ声優なら、弊へい社しやには柚ゆ日び咲さきめくると夜よ祭まつり花はな火びというツートップがいる。

　それなのに、なぜ歌うた種たねやすみの名前が出てくるのか。

　千ち佳かが訝いぶかしげにしていると、結ゆ衣いは力強く答えた。

「だって、ラジオの相方としても、やすやす先せん輩ぱいって夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいと相あい性しようバッチリですもん！　悔くやしいです！　高たか橋はしだって、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいの相方って言われたい……！」

　ぐうう、と本気で羨うらやましそうにしている結ゆ衣い。

　それに、朝あさ加かは苦く笑しようしながら答えた。

「まぁ、ふたりは安定してるしねえ。結ゆ衣いちゃんがやすみちゃんみたいになってくれたら、作家としては嬉うれしいかも」

　さらりと言われてしまう。

　千ち佳かは由ゆ美み子このことが嫌きらいだし、ラジオでもプライベートでも喧けん嘩かばかりだ。

　それなのに他人から相方だの相あい性しようだの言われても、困ってしまう。

　微び妙みような顔をしている千ち佳かに、朝あさ加かは小さく笑えみを浮うかべた。

「胸を張っていいと思うよ？　夕ゆう陽ひちゃんもやすみちゃんも、後こう輩はいからラジオの目標やお手本にされるようになったんだから。ふたりの努力の結果だよ」

　さらにむず痒がゆいことを言われてしまう。

　確かに千ち佳か自身も感じたことではあった。

　現状で。

　あくまで現状で、だが。

　結ゆ衣いよりも由ゆ美み子このほうがパーソナリティとして優すぐれているだろうし、息も合う。

　やりやすさは段だん違ちがいだ。

　それは、手応えだって同じ。

　わざわざ言うことではないし、番組が盛り上がるように千ち佳かも全力を尽つくすけれど。

　しかし、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに聡さとい結ゆ衣いは、それを敏びん感かんに察知したらしい。

　途と端たんに目からは光が失われ、真っ黒な瞳ひとみでこちらをじっと見てくる。

「……夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい。高たか橋はしは、やすやす先せん輩ぱいにはとても敵かなわない、って。今思いましたね？」

「……思ってないわ」

「噓うそです」

　短く答えた結ゆ衣いは、ズズズ……、とこちらに顔を近付けてくる。

　こわ。

　言ってはいないんだから、別にいいじゃない……。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいはぁ……、本当にやすやす先せん輩ぱいのことが好きですよねぇ……」

　好きじゃないんだけど……。

　なんなの、この後こう輩はい……。

「結ゆ衣いちゃん。さっき撮とった番組用のツーショット、いる？」

「えっ。欲しいです欲しいです、ありがとうございます朝あさ加かさん！」

　困っていると、朝あさ加かが助けてくれた。さすがだ。

　途と端たんに結ゆ衣いから黒いオーラが消えていき、ご機き嫌げんにスマホを取り出す。

　そうする中で、話題は別のものに変わっていった。

「そういえば高たか橋はし、この間、やすやす先せん輩ぱいとご飯に行ったんですけど」

　結ゆ衣いがさらりと言うが、千ち佳かは内心で呆あきれていた。
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　相変わらず由ゆ美み子こは、だれかといっしょにいることが多いようだ。

　しかし、続いた言葉はあまり穏おだやかなものではなかった。

「やすやす先せん輩ぱい、ちょっと元気なかったです。受験勉強が大変だから、ってことみたいですけど。心配になっちゃいました」

「………………」

　千ち佳かはそれに何も答えない。

　元気がないのは、多分──、彼女の今の状じよう況きようが原因だろう。

　直接聞いたわけではない。

　けれど、由ゆ美み子こが朝あさ加かや加か賀が崎さき、若わか菜なと話す中で、どうしても耳に入る情報はある。

『歌うた種たねやすみは受験勉強に集中するため、しばらくオーディションを受けない』。

　それが、由ゆ美み子こと加か賀が崎さきが出した結論らしい。

　由ゆ美み子こは受験勉強が上う手まくいってないようだし、英断だと思う。

　しかし、オーディションを受けなければ仕事は増えない。

　焦あせりは出るだろうし、元気いっぱいというわけにもいかないだろう。

　かといって、後こう輩はいの結ゆ衣いにはさすがに事情を話せなかったようだ。

　状じよう況きようを把は握あくしている朝あさ加かは、静かに答える。

「わたしもやすみちゃんとお茶したときに、話を聞いたけど……。まぁそんなに心配することないよ。受験が落ち着いたら、バリバリ仕事も始めるだろうし。大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　千ち佳かも同意見だ。

　どうせ、放っておいてもすぐに帰ってくる。

　今までだって、そうだった。

　ボロボロになるくせに、結局それをバネにして大きく前進してしまう。

　そして最後には、震ふるえるような演技を見せつけてくる。

　それが、声優・歌うた種たねやすみだ。

　ぼうっとそんなことを考えていると、結ゆ衣いがこちらをじっと見ていた。

「……夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、別の女のことを考えてる！」

「そりゃそうでしょう……、やすのことよ……」

　ていうか、なんでそんなことをいちいち言われなきゃいけないの？

　早くも、コーコーセーラジオが恋こいしくなっていた。




　　　　　　　　　　　　♥




「いただきます～……」

「はい、どうぞ」

　由ゆ美み子こは、テーブルの向かいに座る彼女に目を向ける。

　彼女は気まずそうに手を合わせたあと、箸はしを持った。

　おそるおそる肉じゃがに箸はしを伸のばす。

　ほくほくのジャガイモを口に含ふくむと、表情がようやく和やわらいだ。

　ゆっくりゆっくりと味わい、ため息が出そうな顔で飲み込む。

　う、うまぁ～……。

　そんな声が聞こえてきそうだ。

　ここまで、しみじみ、という表現が似合う人はいないかもしれない。

　ひねくれ者の彼女が表情だけ素す直なおになる様を見て、由ゆ美み子こも頰ほおを緩ゆるめる。

　すると、それに気付いた彼女が嫌いやそうにこちらを見た。

「あんまり人が食べてるところを見ないでほしいんですけどぉ。やすみちゃんのえっち～」

「はいはい、ごめんよ飾かざ莉りちゃん」

　御お花はな飾かざ莉り。

　ティーカップ所属、一年目の新人声優でありながら、由ゆ美み子こより年上の十九歳。

　ウェーブの掛かかった髪かみに、眠ねむたげな瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな女の子だ。

　今日は大きめのベージュのシャツを着て、下にはブラウンのロングスカートを穿はいている。

　なぜ、彼女が佐さ藤とう家で由ゆ美み子こお手製のご飯を食べているのか。

　理由は簡単、久しぶりに泣きつかれたからだ。

『やすみちゃ～ん……、ご飯食べさせてもらっていい～……？』

　そんなふうに連れん絡らくがきた。

　飾かざ莉りは生活がカツカツらしく、食事事情があまりよろしくない。

　だから、「うちにご飯食べに来なよ」と由ゆ美み子こが初めて誘さそったのが、数ヶ月前の話。

　それから本当にごく稀まれにだが、飾かざ莉りは佐さ藤とう家にご飯を食べに来ていた。

　いつでも来てもらっていいのだが、あまり飾かざ莉りは佐さ藤とう家に寄りつこうとしない。

　遠えん慮りよしなくていいのに、と伝えても、「そうじゃなくてぇ～……」と気まずそうにしていた。

　その話を先せん輩ぱいの柚ゆ日び咲さきめくるにすると、

『大方、あんたになびくのが怖こわいんでしょ。嫌きらってるスタンスを取ってるだけに、そう簡単に陥かん落らくできない。そんなふうに意地張ってんじゃないの』と皮肉げに笑っていた。

　自じ己こ紹しよう介かいかな？　と由ゆ美み子こは思ったけれど、黙だまっておいた。

　とにかく、飾かざ莉りが佐さ藤とう家に来るのは結構レアなのだ。

「おかわり、いる？」

「うん……、ありがと……」

　空になった茶ちや碗わんを指差すと、飾かざ莉りはおずおずと差し出してきた。

　ご飯をよそっていると、飾かざ莉りが豚とん汁じるを口に含ふくみ、また「うまいぃ～……」といった顔でしみじみしていた。その姿を盗ぬすみ見みて、由ゆ美み子こは含ふくみ笑わらいをする。

　千ち佳かは「おいしい、おいしい」と嬉うれしそうに、わかりやすい表現をしてくれる。

　あれを見ているのも飽あきないし、由ゆ美み子こは好きだ。

　そして、飾かざ莉りは飾かざ莉りでいいリアクションをしてくれる。

　ふたりとも食べさせ甲が斐いがあるなあ、と由ゆ美み子こは笑えみを浮うかべていた。

「ねぇ、やすみちゃん～」

　ふたりでのんびり食べ進めていると、飾かざ莉りがこんなことを言い出した。

「声優ってさ～、急にオーディションとか入るでしょ？　あれって変わらないのかなぁ。ずっとあんな感じなの？」

　なんとも新人声優らしい質問だ。

　焼きサバの骨を抜ぬき取とりながら、由ゆ美み子こは答える。

「どうだろ。もっと上の人は違ちがうのかもしれないけど、少なくともあたしはまだそんな感じだよ。来週行ける？　とか、明日行ける？　とか。もちろん、スケジュールＮＧにしておけば、その日は空けてもらえるけど」

「やっぱそうなんだ……、難なん儀ぎな仕事だなあ。バイトのシフトがね、そうなってくるとキツくてさ～……」

　げんなりと肩かたを落として、飾かざ莉りはお茶に手を伸のばす。

　ここまで素す直なおに、弱音を吐はく飾かざ莉りも珍めずらしい。

　もしかしたら、突とつ然ぜんの欠勤やシフトの件でトラブルがあったのかもしれない。

　実際、新人声優とアルバイトの嚙かみ合あわせは非常に悪く、その手の悩なやみは尽つきない。

　飾かざ莉りは、ちらりとこちらを窺うかがった。

「やすみちゃんも、予定組めないのって大変だったんじゃないの～？　せっかくの高校生なのに、友達とも予定組みづらいだろうしぃ」

「まぁねえ。でももう慣れちゃったな。今はあたしが声優やってることをみんな知ってるし、そんな困ってないけど」

「うへぇ。異常だよ、それぇ～」

　異常と言えばそうかもしれない。

　入るかどうかわからない仕事のために、できるだけ予定を組まないようにする。

　予定が入っていても、仕事を優先するなら土ど壇たん場ばでもキャンセルする。

　けれど、そんな生活を丸三年やって、今は四年目。

　おかしな生活にも慣れるというものだ。

　飾かざ莉りはため息を吐ついて、再び肩かたを落とす。

「予定は組めない、家でやる仕事は多い、新人だともらえるお金も雀すずめの涙なみだ……。外から見ると夢のある仕事だけど、なってみると夢のない仕事だなあ～……」

「嫌いやになった？」

　イジワルな質問をしてみた。

　案の定、飾かざ莉りは嫌いやそうに唇くちびるを突つき出だす。

「なってませ～ん。ちょっと愚ぐ痴ちっただけですぅ。そうやって、すぐに新人を挫ざ折せつさせようとするのやめてくれます？　嫌いやな先せん輩ぱいだなあ」

　いつもの皮肉たっぷりな言葉を投げ返してくる。

　ご飯を食べて、少しは調子を取とり戻もどしてきたらしい。

　そこで、彼女はふっと表情を戻もどした。

　目を逸そらしながら、独り言のように口にする。

「楽しいよ。充じゆう実じつしてる。大変だとは思うけどね」

　そうだよねぇ、と由ゆ美み子こは笑えみを返した。

　そんなことをぽつぽつ話しているうちに、どんどん皿が空になっていく。

「はぁ～……、ご馳ち走そう様さまでした」

　飾かざ莉りは両手を合わせて、満足そうに息を吐はく。

　多かったかな？　と思うくらいだったが、飾かざ莉りはぺろりと平らげてしまった。

　ここまで綺き麗れいに食べてもらえると気持ちがいい。

　食後のお茶を淹いれていると、飾かざ莉りがなんとはなしに口を開いた。

「そういえば、やすみちゃん。夕ゆう暮ぐれさんと高たか橋はしさんがラジオを始めたんだって～？」

「あ～、そう聞いてるけど」

　放送はもう少し先だが、ふたりのラジオ番組が始まる。その告知は見た。

　結ゆ衣いからも話を聞いている。

　心底嬉うれしそうに、「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいとラジオをやれるなんて夢のようです！」と身体からだを振ふっていた。

　その場にはいないのに、千ち佳かの嫌いやそうな顔が見えたくらいだ。

　それがどうかしたの？　と尋たずねると、飾かざ莉りはいやらしい笑えみを浮うかべた。

「や～、やすみちゃんとしては複雑なんじゃないかって。ラジオの相方が、別の人とラジオを始めちゃうわけでしょ？　人気出てほしくないなぁ、とか思っちゃったりする？」

　満腹になって元気が出てきたのか、イジワルなことを言ってくる。

　先ほどからかったのを根に持っているのかもしれない。

　由ゆ美み子こだって千ち佳かに負けず劣おとらず意地っ張りな自覚はあるし、関係をつつかれたら感情的に言い返すことだってある。

　しかし、そう訊きかれれば。

「まぁ思うでしょ、普ふ通つう」

「え、そうなの？」

　飾かざ莉りは意外そうに目を丸くする。

　誤解のないよう、由ゆ美み子こは補足を加えた。

「まぁ人気出てほしくない、は言いすぎかもしんないけど。負けたくないなあ、とは思っちゃうじゃん？　こっちのほうが長くやってるんだし。人気出たら悔くやしい、と思っちゃうのは、そんなに変じゃないと思うよ」

「ふぅん。そっかぁ」

　飾かざ莉りはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。

『はぁ？　そんなわけないでしょ。勝手にやってくれって感じだし、どうでもいいけど？』みたいな反応を期待したのかもしれない。

　残念ながら、これは由ゆ美み子この本心だ。

　それなりに長くやっているだけあって、由ゆ美み子こにとってコーコーセーラジオは大切な番組になっている。

　もっと人気が出てほしいし、続いてほしいとも思う。

　なのに別の番組が始まって、すべてを搔かっ攫さらってしまったら、きっとがっかりする。

　それは隠かくすことのない、由ゆ美み子この本音。

　ただ。

「…………………………」

　千ち佳かが結ゆ衣いとラジオを始めた、という事実には、思うところがあった。

　別に由ゆ美み子こは、コーコーセーラジオまで休んでいるわけじゃないのに。

　千ち佳かがどこでラジオをやろうが、影えい響きようなんてないはずなのに。

　千ち佳かが結ゆ衣いに連れられて、どこか遠くにいってしまうような感覚に陥おちいった。

　そこまで考えて、はっと笑う。

　相方がラジオを始めるくらいで、なにをまぁ、感傷的になっているのだろうか。







　由ゆ美み子こは飾かざ莉りに、声優のスケジュールってどうなの？　と訊きかれ、今までのことを答えた。

　ただ、飾かざ莉りに話さなかったこともある。

　今の状じよう況きようだ。

　由ゆ美み子こはこの四年間、飾かざ莉りに伝えたような生活をしてきた。

　入るかどうかわからない仕事を待ち、友人に予定を聞かれてもはぐらかしてしまう。

　しかし、今の由ゆ美み子こは違ちがう。

　この四年間で、唯ゆい一いつと言っていい状じよう況きようになっていた。

「ねぇ、由ゆ美み子こ。しばらく仕事入らないんでしょ？　今週の土日、勉強会しない？」

　朝、登校して教室に入ると、若わか菜なが楽しそうに声を掛かけてきた。

　しばらく仕事がない、という話は伝えてある。

　すると若わか菜なは、こうして由ゆ美み子この予定を嬉うれしそうに聞いてくるのだ。

　今まで由ゆ美み子こは、こちらの都合で若わか菜なにかなり気を遣つかわせてきた。

「お、いいよ。うち来る？　いっそうちに泊とまって、夜通し勉強会やる？」

　だから、こうして何も考えずに答えられるのが嬉うれしかった。

　これが思った以上に快適で、快感だった。

　いつもなら一度思案して、スケジュール帳を頭の中で開いたり、仕事の状じよう況きようを確かく認にんしてから返事をする。

　けれど今考えるべき予定は、せいぜいラジオの仕事くらい。

　真っ白なスケジュール帳は、いくら埋うめても困らなかった。

「その言葉を待ってた！　やろやろ、お泊とまり勉強会！　楽しみ～。あ、それと今日もどっか寄り道してこ？　ファミレスか何かで勉強しようよ」

「おっけおっけ。どこにしよっか」

　すぐに返事をすることで、若わか菜なが笑え顔がおになるのがまた嬉うれしかった。

　そんな話をしていると、クラスの女子たちが興味深そうに近付いてくる。

「由ゆ美み子こたち、今日どっかで勉強してくの？」

「わたしたちもそうしようと思ってるんだけど、合流しない？」

　やろうやろう！　じゃあこの面めん子つで行くか～。あ、じゃあ英語教えてほしい。あたし数学。国語が壊かい滅めつ的てきなんだが？　と盛り上がっていく。

　ファミレスかファストフード店で、みんなで勉強会をすることが決まる。

　学生らしい、放課後の過ごし方だった。

　勉強が目的とはいえ、集まって、笑って、はしゃいで、友達といられて。

　普ふ通つうの高校生にはごく当たり前の時間かもしれないけれど、由ゆ美み子こにはその普ふ通つうがとても貴重だった。

　だから、すごく嬉うれしい。

　──しかし、そこで。

　ふと、由ゆ美み子こは千ち佳かを見た。

　別に、「千ち佳かもいっしょに行くかな？」と思ったわけではない。彼女が行くわけがない。

　ただ、気になってしまった。

「…………………………」

　千ち佳かは、席に着いて何かを書き記していた。

　スマホを眺ながめながら、せっせと手を動かしている。

　あの真しん剣けんな横顔から察するに、きっと仕事に関することだ。

　以前も同じようなことがあった。

　千ち佳かが隙すき間ま時間に仕事をしているにもかかわらず、自分は友人と勉強会の話をしている。

　それにモヤっとした思いを抱いだき、焦あせりが芽生えそうになった。

　慌あわてて、そんな思いは頭を振ふって霧む散さんさせる。

　今、考えるべきことではない。

「？　どしたん、由ゆ美み子こ」

「いんや。で、今日はどこ行く？」

　加か賀が崎さきから、しばらく学業に専念しろ、と言われている。

　彼女を信じて、目の前のことをやるべきだ。

　由ゆ美み子こはそっと、千ち佳かから目を逸そらした。

　そこで、女子のひとりが「あっ」と声を上げる。

　時間割表に目を向けていた。

「もしかしたら、今日無理になるかも……。ほら、今日の一時間目ってホームルームでしょ」

　その言葉に、由ゆ美み子こたちは首を傾かしげる。

「ホームルームって……、関係あんの？」

「だってほら。今日のホームルームはさ──」







「今日は、文化祭の出し物について話し合いたいと思いまーす」

　一時間目、ホームルーム。

　教きよう壇だんの前に立った学級委員長は、開口一番そう言った。

　担任は隅すみで見守っているので、進行は彼女がするようだ。

　委員長は三つ編みに眼鏡を掛かけていて、制服の着方もそれなりに真面目。けれど、性格は見た目ほど固くない、冗じよう談だんのわかる女子だ。由ゆ美み子ことも何度も遊んだことがある。

　以前、由ゆ美み子こが真面目っ子の変装をした際、密ひそかに参考にした子だった。

　二年生から同じクラスだが、その頃ころから委員長でもないのに『委員長』と呼ばれていた。

　そして、三年生で満を持して本物の学級委員長になっている。

　委員長は白いチョークで黒板に、『三年一組の出し物』と書き記していった。

「わたしたちのクラスの出し物はどうしますかー。意見がある人は挙手してくださーい」

　委員長の声に、何人かがすぐに手を挙げた。

　しかし、委員長が当てる前に担任が「ちょっといい？」と口を挟はさむ。

　ゆるゆると手が下げられるのを見ながら、担任は緩ゆるやかに言葉を並べた。

「えー、確かに文化祭が近付いてるけども。三年のみんなは、気張らなくていいからね。みんなは受験生だから。そこは先生たちもわかってます。適当に使い回しの展示にして、受験勉強に励はげんでもらっても全然オッケーです」

　いやむしろそうすべき、とでも言いたげな担任。

　けれど、すぐに生徒から反論の声が上がった。

「え～！　せっかく最後の文化祭だし、ちゃんとやりたいです！　高校生活最後ですよ！」

「そうだそうだー、展示なんてつまんないです！」

「むしろ受験勉強でストレス溜たまってるんだから、ここで息いき抜ぬきしたーい！」

　生徒たちの反発を、担任は面めん倒どうくさそうに見ている。

　由ゆ美み子こがなんとなく千ち佳かを見ると、彼女も同じような顔をしていた。

　だろうな、と笑いを嚙かみ殺ころす。

「はいはい、わかりました。でも、ほどほどにすること。繰くり返かえし言うけど、あなたたちは受験生なんだから。これで成績下がったら張はり倒たおすからね。それと、質たちの悪い風か邪ぜも流は行やってるから、活動するにしても気を付けること！」

　そう言い残し、担任は委員長に手を向ける。

　促うながされた委員長は、それでは、と改めて声を掛かけた。

　クラスの出し物の案を募つのり始める。

　生徒たちの意見は、あっという間に積み重なっていった。

「やっぱやるなら模も擬ぎ店がいい」「俺、去年ホットドッグ屋やったけど、すげえ楽しかったよ」「さんせーい。食べ物屋さんがいい～」「模も擬ぎ店いいじゃん」「教室にお客さん入れられるよね？　机並べればテーブルにできるし」「あ、模も擬ぎ店っぽい。いいね」「なに作るかが問題だね」「簡単に作れるやつにしたほうがいいよな」「ら、ラジオ配信とかどうかな？」「木き村むら、なんで？」

　由ゆ美み子こも、クラスメイトの波に乗って意見を挙げていった。

　せっかくやるなら、楽しくやりたい。

　話はどんどん進んでいき、クラスの意向が『模も擬ぎ店』に固まっていく。

　しかしそこで、黒板にチョークを走らせていた委員長がくるりと振ふり返かえった。

「待って待って。結構本格的な話になってきてるけど。模も擬ぎ店って、みんな準備できるの？　負担が大きいのは無理でしょ？　先生に張はり倒たおされちゃう」

　担任の目が光っているだけに、委員長の心配も当然だ。

　だが、何人かが力強く手を挙げた。

「模も擬ぎ店やるなら、準備やるよ」と言い出し、わたしも俺も、と声が重なったのだ。

　毎回は手伝えないけどできるだけ手伝う、当日のシフトは任せて、といった意見も出てきた。揃そろって前向きで、人手は十分に足りそうだ。

　由ゆ美み子こも手伝う気満々だった。

　これだけみんなのやる気があるのなら、模も擬ぎ店だって問題なくできそう。

　そうやって盛り上がる中、ひとりの女の子がゆるっと手を挙げる。

　委員長といつもいっしょにいる女子で、みよっちと呼ばれている子だ。

「いいんちょー。演劇やりたいって、言わなくていいの？」

　彼女の言葉を受けて、委員長は途と端たんに気まずそうな顔になった。

　恥はずかしそうに、「余計なことは言わんでよろしい」と眉まゆを顰ひそめる。

「なに、なんで演劇？」

　由ゆ美み子こがみよっちに問いかけると、彼女は明るい調子で委員長を両手で指差した。

「いいんちょ、演劇同好会。実はあたしも。で、委員長は演劇やってみたい、って言ってた」

　その言葉で、教室が少しだけざわめく。

「委員長、演劇部だったの？　みよっちも？」「知らなかった」「うちに演劇部ってあったんだ」「見たことないな」「文化祭にも出たことないよね」「部ではできないから、クラスで演劇やりたい感じ？」「委員長、どうなの～？」

　いくつか質問が飛んできて、委員長はますます気まずそう。

　頭を振ふって、そっけなく答えた。

「部じゃなくて、同好会だし。みんながやりたいなら演劇もありだと思うけど、やりたいのは模も擬ぎ店でしょ？　わたしも演劇は好きだけど、別にやりたいってわけじゃないから」

　明らかに照てれ隠かくしが混ざっているが、彼女の言うことももっともだ。

　今の流れは、ほぼ満まん場じよう一いつ致ちで模も擬ぎ店。

　演劇に興味がある人もいるかもしれないので、強く主張したら変わるかもしれないが。

　そこで由ゆ美み子こは、やっぱり千ち佳かを見てしまう。

　劇団出身の千ち佳かなら、演劇ではその演技力を存分に見せつけてくれるだろう。

　ピカピカのステージの上で、観客を魅み了りようするかもしれない。

　……それはちょっと、観みてみたい。

　肝かん心じんの千ち佳かはさして興味がなさそうに、ぼんやりと前を向いていた。

『はい。演劇をやるなら、わたしは賛成だわ。わたしも出演したい』

　ピン、と手を伸ばし、そんなふうに言う姿はありえなさそうだ。

　由ゆ美み子こがおかしな想像をしていると、若わか菜ながこちらに顔を向けた。

「由ゆ美み子こは？　演劇やるなら、由ゆ美み子こは興味あるんじゃない？　あ、でもプロだからこういうのって出ちゃダメなのかな」

「いや、そういうのはないと思うけど。でも、プロって言ってもあたし声優だしさ。演劇なんて、全くやったことないよ。自信ないかなぁ」

　興味があるかないかで言えば、あるけれど。

　とてもクラスを巻き込んでまで、やる勇気はない。

　それは委員長も同じなのかもしれない。

　そこで視線を前に戻もどすと、委員長がなぜか由ゆ美み子こをじっと見ていた。

「……？」

　しかし、彼女はそこで目を逸そらし、パンパンと手を叩たたく。

「はいはい。話戻もどすよ～。やるのは、模も擬ぎ店でしょ。で？　なに作るの？」

　そうして、『演劇』の話はなかったことになった。

　出し物は模も擬ぎ店。

　様々な意見が出たが、最終的に焼きそばを作ることになった。

　さらにそこから詳しよう細さいを決めていくが──、ふと、男子のひとりがこんなことを言い出す。

「待って、うちのクラスって佐さ藤とうさんと渡わた辺なべさんがいるじゃん。ふたりにフロアに立ってもらったら、めちゃくちゃお客さん入るんじゃないの？　有名人なんだし」

　そんな不用意な発言で、由ゆ美み子こと千ち佳かに注目が集まる。

　案の定、千ち佳かは死ぬほど嫌いやそうな顔をして、その男子を睨にらんだ。

　おお、こわ。

　相変わらず、目つきが悪い。

　睨にらまれた男子は見るからに怯ひるんだ様子で、視線をきょろきょろさせ始める。

　千ち佳かの眼光は本当に鋭するどいし、慣れてないと受け止められないだろう。

　仕方なく、由ゆ美み子こが口を開く。

「別にいいけどさ。声優としてあたしら使ったら、事務所から請せい求きゆう飛んでくると思うよ」

　男子がさらに怯ひるんだような顔になる。

　それに加えて、周りから「そういうのやめなよ」「今のはよくない」と批判が集まった。

　まぁ、彼をこのまま悪者にするのも忍しのびない。

　由ゆ美み子こは、バンっと机を叩たたいた。

「というか、焼きそば作るんだったら、あたしがキッチンやるっつーの」

　由ゆ美み子この発言に、若わか菜なたちクラスの女子は強く同調した。

「それは確かに」「由ゆ美み子こに料理させないのはありえんな」「料理、一番上う手まいだろうし」「慣れてる人がいるのはマジで心強い」「ぶっちゃけ、うちのママより上う手まいからな」と声が重なり、男子が「そうなの？」と顔を見合わせていた。

　ちょっとしたトラブルはあったものの、話し合い自体は順調だ。

　むしろ、とんとん拍びよう子しに話が進んだせいで、決めるべき事こと柄がらが増えていく。

　ホームルームの時間だけでは、まとめられなかったくらいだ。

「それならもう、今日の放課後から準備を進めちゃおうか」

　ホームルーム終しゆう了りよう間ま際ぎわに委員長がそう言い出し、放課後に残れる人を募つのった。

　由ゆ美み子こは若わか菜なたちと顔を見合わせ、「どうする？」と無言で問いかける。

　全員、「やりたい！」と顔に書いてあった。

　どうやら、今日の勉強会はお流れになりそうだ。







　その日から文化祭の準備が始まり、毎日だれかしらが放課後に残るようになった。

　文化祭は十一月、しかし今はまだ九月。

　早い時期から始めて、受験に支障が出ない程度にやっていこう、という話になったのだ。

　担任が言ったように、あくまでほどほど、ゆっくりゆっくりだ。

　放課後になると、委員長が号令をかけるのが恒こう例れいになっていた。

「今日も文化祭の準備をしまーす！　残れる人は残ってくださーい。無理のない範はん囲いで！」

　言葉を付け足したにもかかわらず、はーい、と手を挙げる人の多いこと。

　そして、その中に由ゆ美み子こもいた。

「由ゆ美み子こ、今日も残っていくんだ？」

　若わか菜なが隣となりにやってきて、肩かたに顎あごを載のせてきた。

　そう言う彼女も参加組だ。

「ん。勉強はちゃんとやってるし、拘こう束そく時間も長くないしね。あと、こういうのに参加できるのが楽しくてさ」

　つい、気の抜ぬけた笑えみを浮うかべてしまう。

　今までは、あまり学校行事には関わらないようにしていた。

　声優の仕事が最優先だったから。

　こんなふうに学校に残ったり、みんなで準備するなんてこと、今までなかった。

　元々みんなといると楽しくなる性格だけに、今は充じゆう実じつ感かんでいっぱいだ。

「そっかそっか。最近由ゆ美み子こ、すごく楽しそうだしね。よかったよ」

　若わか菜なは、やわらかい笑えみをこぼす。

　思わず、由ゆ美み子こは自分の頰ほおに手をやった。

　そんなに違ちがうだろうか？

　だが、その疑問はすぐに吹ふき飛とんでしまう。

　なんと、文化祭の準備に千ち佳かが参加していたからだ。

「ありゃ。渡わた辺なべちゃんも残っていくんだ。珍めずらしいね」

　若わか菜なはそう言うや否いなや、千ち佳かの元に寄っていく。由ゆ美み子こもあとを追った。

　千ち佳かは教室の隅すみで、ぼうっとほかの生徒を眺ながめている。

「やっほー、渡わた辺なべちゃん。渡わた辺なべちゃんも残っていくんだ？」

　その問いかけに、千ち佳かは「えぇ」と短く答えた。

　彼女は協調性がある人間ではない。

　強制参加ならともかく、任意ならこういった集まりは避さけるタイプだ。

　由ゆ美み子こは、疑問といっしょにいつもの憎にくまれ口ぐちを投なげ掛かけた。

「どういう風の吹ふき回まわし？　あんた、こういうの毛け嫌ぎらいしてるくせに。宗しゆう旨し替がえでもしたの？　陰いん気きな自分に嫌いや気けが差した？　新しい懺ざん悔げの形？」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。わたしが参加してもしなくても、無意味にやかましいわね。人の行動にいちいちはしゃぐのやめてくれない？」

　舌打ちとともに、千ち佳かは睨にらみつけてくる。

　すっかり慣れている若わか菜なは、まぁまぁ、と穏おだやかに仲ちゆう裁さいしながら、千ち佳かに尋たずねた。

「悪い意味じゃなくて、単純に気になったんだよ。みんなは好きで残ってるから、渡わた辺なべちゃんが後ろめたくて～、とか無理してたらやだなって」

「渡わた辺なべはそんな繊せん細さいじゃないでしょ」

「由ゆ美み子こ～？」

　由ゆ美み子こが茶化すと、若わか菜なに怒おこられてしまう。

　しかし、素す直なおな若わか菜なの言葉に、千ち佳かも毒気を抜ぬかれたようだ。

　軽く首を振ふって、「そういうわけじゃないわ」と続けた。

「今やってる作品に、文化祭のシーンが出てくるの。そしたら監かん督とくに、『あなたは学生だから、この辺りの感情は共感できるよね？』と言われて……、全く答えられなかったのよ……」

　千ち佳かは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　だから、今日はわざわざ残ったらしい。

「そういうことね。負まけず嫌ぎらいのあんたらしいわ。……ん」

　由ゆ美み子こが納なつ得とくしていると、なぜだかそこで胸がちくりと痛んだ。

　胸の中で、ぼやぁっと小さな火が起こる。

　由ゆ美み子こが疑問に思いながら胸を擦さすっていると、若わか菜なは「へぇ～」と感心の声を上げた。

「声優さんって、大変だなあ。ま、そういうことならいっしょに準備しようよ。楽しいよ」

　朗ほがらかに笑う若わか菜なに、千ち佳かの表情も緩ゆるむ。

「そうね。わたしは初めてだから、いろいろと教えてもらえるかしら」

　そんなふうに、やわらかい言葉も出てくる始末。

　なんか、若わか菜な相手には随ずい分ぶんとやさしいな？

　態度が違ちがいすぎて、由ゆ美み子こはつい千ち佳かをつついてしまう。

「なに。渡わた辺なべ、やけに若わか菜なには素す直なおじゃん。そういう態度ができるなら、普ふ段だんからそうしたらいいのに。出だし惜おしみしてんの？　素す直なおさのデフレを気にしてるなら杞き憂ゆうだよ」

「わたしの態度が悪くなるのは、佐さ藤とうが突つっかかるからでしょう？　わたしだって、誰だれ彼かれ構わず嚙かみつくわけじゃないわ。あなたのようなお猿さるさんといっしょにしないで。あぁ、今まさに嚙かまれているけれど。わぁ痛い痛い」

「こいつ……。あんたこそすぐ人に嚙かみつくでしょ。この前、クラスの男子にめちゃくちゃ睨にらみ利きかせてたじゃん。すーぐ睨にらむ。それで嚙かみついてないってのは、無理ありませんか～」

「は？」

「あ？」

　いつもの口くち喧げん嘩かを、まぁまぁまぁ、と若わか菜ながなだめる。

　ふん、と顔を逸そらす千ち佳かに、由ゆ美み子こはさらに言葉を投なげ掛かけようとして。

　若わか菜なが由ゆ美み子この背中をぽんぽんと叩たたいた。

　顔を近付けて、小声で囁ささやいてくる。

「由ゆ美み子こも、はしゃぎすぎだよ。渡わた辺なべちゃんが残ってくれて嬉うれしいのはわかるけど、イジワルしすぎると嫌きらわれちゃうよ？」

「……待って、若わか菜な。なに。え、なにそれ。人を小学生男子みたいに言わないでくんない？」

　おかしな誤解に慌あわてて若わか菜なを呼び止めるが、彼女は聞く耳を持たない。

　若わか菜なは千ち佳かの肩かたに手を置き、そのまま連れて行ってしまった。

「ささ、渡わた辺なべちゃん。わたしたちは飾かざりつけの準備をしよう。スーパーからもらってきた段ボールに絵を描かくんだよ。焼きそばの絵～。渡わた辺なべちゃんって、絵は描かける？」

「え、えぇ……。描かけるけれど。佐さ藤とうはこっちに参加しないの？」

「由ゆ美み子こはあれで結構絵が下手だから」

「あぁ、それは知ってる。ラジオでもよく微び妙みような絵を描かいてるわ」

「…………………………」

　好き勝手に盛り上がる千ち佳かたちだったが、実際由ゆ美み子こには絵心がない。

　若じやつ干かん悔くやしい思いをしながら、別の準備に参加することにした。

　途と中ちゆうで、「お、渡わた辺なべちゃん、絵ぇ上う手まい！」という声が聞こえて、さらに悔くやしい思いをしたが、どうにか無視する。

　そうしてみんなで作業しているうちに、日は暮れていった。

　外は徐じよ々じよに暗くなり、照明が教室の中を明るく照らす。

　ずっと聞こえていた運動部の声も、すっかりなくなった頃ころ。

「お～い。その辺にしときなよ～」

　様子を見に来た担任が、そう言い放った。

　その一言で、そそくさと片付けの準備が始まる。

「あ、ごめん。由ゆ美み子こに渡わた辺なべさん。手が空いてるなら、これ片付けてもらっていい？」

　段ボールをまとめていた委員長に、声を掛かけられる。

　飾かざりつけの段ボールは、量も多いので教室に置いておくわけにはいかない。

　なので、毎回空き教室まで運んでいた。

　由ゆ美み子こと千ち佳かが指名されたことに、深い意味はないだろう。

　断る理由もなく、ふたりで段ボールを小こ脇わきに抱かかえた。

　廊ろう下かに出ると、外の暗さがよくわかる。

　既すでに陽ひが沈しずみかけていて、夕焼けの色が少しずつ消え入るところだった。

　ふたり並んで、無言で廊ろう下かを歩いていく。

　すると、千ち佳かがこんなことを言い出した。

「こういう時間は、きっと貴重なんでしょうね。なんとなく、青春ってこういうものかしら、って思ったわ」

「あんたが青春を語るとはね」

　混ぜっ返してしまったが、その気持ちは由ゆ美み子こにもわかった。

　クラスメイトと遅おそくまで教室に残り、文化祭の準備をする。

　制服姿のまま、笑い声を上げながら準備に奔ほん走そうする。

　静かな昂こう揚よう感かん。

　日常の延長にある、非日常感。

　これが青春なんだろうな、と思うのもわからないでもない。

「あんたも、少しは理解できたんじゃない？　文化祭の準備をする人たちの気持ち。よかったじゃん。演技に活いかすわけだし、あたしらに感謝したら？」

「ん……、そうね……。確かに理解はできたかもしれないわ……」

「………………」

　憎にくまれ口ぐちを返されると腹が立つのに、流されるのはそれはそれで寂さびしい。

　なんとも勝手だが。

　千ち佳かが考え込んでいるうちに、空き教室に辿たどり着つく。

　由ゆ美み子こが元あった場所に段ボールをまとめていると、千ち佳かは窓の外に目を向けていた。

　この非日常的な空気が、きっと彼女を感傷的にさせたのだろう。

　暗い空を眺ながめながら、千ち佳かはぽつりと呟つぶやいた。

「わたしはきっと、普ふ通つうの人が思おもい描えがくような青春は送ってこなかった。だから気持ちがわからなかったけど。でも、わたしの青春は別の場所にあるから」

　あぁ、とため息が漏もれてしまう。

　それはこの学校で唯ゆい一いつ、由ゆ美み子こだけが共感できる感情だった。

　ピリピリした空気を感じながら、マイクとモニターを前に挑いどむアフレコ。

　放送作家といっしょに組み立て、しゃべりを積み重ねていくラジオ。

　たくさんのサイリウムが揺ゆれる、ライブ会場。

　汗あせだくになったレッスンルーム。

　少しでもいい演技にするため、台本と睨にらめっこし続けたあの時間だって。

　彼女の青春は、きっとそこにある。

「それはきっと、あなたもでしょうけど」

　千ち佳かがこちらに顔を向けて、由ゆ美み子こは黙だまり込こむ。

　みんなとワイワイ文化祭の準備をするのは、間ま違ちがいなく青春の一ページだ。

　けれど、ふとしたときに。

　身を削けずられるような、あの張はり詰つめた空間を思い出す。

　あの険しい道を歩くのが、自分たちの青春だ、と千ち佳かは主張している。

「……………………」

　少し前なら。

　由ゆ美み子こはそれに疑いもなく、頷うなずいた。

　そうね、と一言言って、それだけで気持ちが通じ合うのが伝わって。

　ただ、それだけでよかった。

　だけど。

　だけど、今は。

「お姉ちゃんはさ……」

　由ゆ美み子こは言いかけて、やめる。

　千ち佳かは怪け訝げんそうな顔をして、こちらを覗のぞき込こんできた。

　自分でも何を言いたかったのかわからず、「なんでもない」と手を振ふる。

　先ほど千ち佳かがしたように、由ゆ美み子こも窓の外に目を向けた。

　そこには暗い空と、わずかに残った夕焼けの色がある。

　由ゆ美み子こはただ黙だまって、それを見つめた。

　そんな静かな時間を、空き教室で過ごしたあと。

　教室に戻もどると、ほかの生徒も片付けを終えていた。帰かえり支じ度たくも済んだようだ。

　若わか菜なたちがぶんぶん手を振ふってくる。

「由ゆ美み子こ～！　今からスーパーに寄って行こうって話になったの！　焼きそばの材料が安く買える店があるかもって！　ついでに買い食いしてこ！」

　若わか菜なの周りには女子生徒が集まっていて、「お腹なかすいた～」やら「甘いもの食べた～い」と笑っていた。

　どうやら、楽しい時間はまだまだ終わらないようだ。

　当然、由ゆ美み子こは「行く行く」とふたつ返事する。

「あ、渡わた辺なべちゃん。渡わた辺なべちゃんも行かない？」

　若わか菜なが千ち佳かにふんふん、と嬉うれしそうに寄っていって、誘さそいをかける。

　もしかしたら、若わか菜なの誘さそいなら千ち佳かも応じるかもしれない。

　由ゆ美み子こはわずかにそう感じたが、千ち佳かはあっさり断っていた。

「いえ。わたしはやめておくわ」

「そ？　じゃ、また明日ね～」

　若わか菜なはさして残念そうでもなく、別れの挨あい拶さつを返していた。

　千ち佳かは鞄かばんを持つと、そのまま無言で教室を出て行く。

　廊ろう下かに冷たい足音が響ひびき、少しずつ遠ざかっていった。

　何かあるわけでもないのに、由ゆ美み子こはその足音をずっと聞いていた。

「よぉし、まずどこから寄ってく？」

　だれかがそう言い出し、ガヤガヤと騒さわがしいままに大人数で廊ろう下かに出た。

　全員で制服のスカートを揺ゆらしながら、校舎内を歩いていく。

　夜の学校はどこか特別感があり、昂こう揚よう感かんが共有されていた。

「こういうのって、やっぱり楽しいねぇ。ねぇ由ゆ美み子こ」

　だれかの冗じよう談だんでおかしそうに笑ったあと、若わか菜なは満面の笑えみで由ゆ美み子こを見る。

　気付かぬうちに、由ゆ美み子こも大口を開けて笑っていた。

　くだらないことで腹を抱かかえて、くるし～！　と隣となりの子の肩かたを叩たたく。

　賑にぎやかに、穏おだやかに、普ふ通つうの高校生の放課後は回っていく。

「そうねえ。こういうのもいいよね」

　肩かたの力は完全に抜ぬけていて、心から笑い、身体からだは綿のように軽かった。

　受験勉強は大変だけど、やればやるだけ前に進めた。

　大急ぎで取り返しているうちに、受験への不安は徐じよ々じよに小さくなっている。

　暗くら闇やみの中を、やみくもに歩く感覚はもうない。

　広がるのは充じゆう実じつ感かんのある生活。

　だからこそ、由ゆ美み子こはこう思っていた。

　青春してるなあ。
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　第三回の『夕ゆう陽ひセンパイ結ゆ衣いこうはい』の収録が終わり、千ち佳かはイヤホンを外す。

　その瞬しゆん間かん、結ゆ衣いは机に顎あごを載のせた。

　残念そうに、「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいの高校、行ってみたかったですぅ～……」と暗い声で呟つぶやいている。

「……高校の文化祭よ？　あなたが思っているより、よっぽど地味だと思うけれど」

　千ち佳かが怪け訝げんそうに答えると、結ゆ衣いはガバッと身体からだを起こした。

　無念そうに理由を語る。

「そうじゃなくてぇ。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、来年には高校卒業しちゃうじゃないですか。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいが高校にいるところなんて、もう見られないんですよ。一度でいいから、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいがいる高校に行ってみたかったんですよ～」

　むう、と結ゆ衣いは唇くちびるを尖とがらせている。

　わかっていたことだが、彼女は本当に夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが好きらしい。

　一いつ般ぱん的てきに彼女は、『かわいい後こう輩はい』に該がい当とうするのだろうけど。

　人付き合いが得意でない千ち佳かは、そこまで深い好意を見せられると怯ひるんでしまう。

「………………」

　それに、少し思うところもあった。

　高校の文化祭。青春。思い出。

　それらは千ち佳かには、あまり縁えんのないものだ。

　しかし、それでいいと思っている。

　由ゆ美み子こに伝えたように、自分の青春は別の場所にあるからだ。

　それは、由ゆ美み子こも同じ。

　……そう、思っていたのだけれど。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、違ちがうのだろうか。

　彼女は今の場所で、だれよりも明るく、楽しそうに、周りを照らすように笑っている。

　学校行事となれば特別感は増し、その輝かがやきはさらに強くなった。

　そんな彼女の背中を見ていると、落ち着かない気持ちになる。

　由ゆ美み子こは、千ち佳かの「あなたもでしょうけど」という言葉に頷うなずかなかったから。

　千ち佳かが物思いに耽ふけっていると、朝あさ加かがフォローするように口を開いた。

「夕ゆう陽ひちゃんって、来年は大学生でしょ？　それなら結ゆ衣いちゃん、大学の文化祭に行ったら？　一いつ般ぱん公開する大学は多いし、大体は高校より大規模だよ。部外者も入りやすいし」

　その言葉に、結ゆ衣いはぱあっと表情を明るくさせた。

　パンッと両手を合わせ、「いいですねっ」と喜んでいる。

　嬉うれしそうに千ち佳かに顔を寄せてきた。

「じゃあじゃあ、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　大学生になったら、高たか橋はしを文化祭に呼んでくださいねっ」

　無む警けい戒かいな子こ猫ねこのように、結ゆ衣いは笑え顔がおを向けてくる。

　千ち佳かは肩かたの力を抜ぬきながら、彼女に答えた。

「わかったわ。大学の学祭って、声優のトークショーも結構あるものね。高たか橋はしさんを呼べるように動いてみるわ」

「それ仕事じゃないですかぁっ」

　結ゆ衣いの悲鳴のような声が、ブース内に響ひびいた。




　　　　　　　　　　　　♥




　由ゆ美み子こたち三年一組は放課後、毎日のように文化祭の準備を行っていた。

　準備は順調だった。

　いや、順調すぎた。

「……はい。えー、しばらく文化祭の準備でやることはありません」

　ある日の放課後。

　委員長がみんなの前でそう宣言した。

　今日もいつもどおり、放課後にみんなで作業をしていたのだが。

　豊富な人手で準備を進めていた結果、本日でやることが綺き麗れいに片付いてしまった。

「いやあ……。みんな張り切ったよねえ」

　由ゆ美み子こが教室を見み渡わたすと、すっかり模も擬ぎ店の準備が仕上がっている。

　教室や廊ろう下かの飾かざりつけ、看板など、必要なものは大体作り終えてしまった。

　これらを組み立てるのも、焼きそばの準備をするのも、前日までお預けだ。

　すなわち、現状でできることはほとんどない。

「うへえ。じゃあ、これからはしばらく勉強漬づけかぁ～」

　若わか菜ながげんなりしていると、周りのクラスメイトが「いい気分転てん換かんになったな～」「楽しかったよねー」と口にする。

　みんな、受験勉強のストレスの捌はけ口ぐちにしていたらしい。

　ただ、由ゆ美み子こには気になることがあった。

「いいんちょー。準備はもういいにしても、調理班は一回くらいゲネ……、テストで焼きそば作っておきたくない？」

　三年一組は教室の中でホットプレートを使い、焼きそばを作ってお客さんに提供する。

　さすがにそれを、ぶっつけ本番でやるのはいかがなものか。

　その不安は調理班みんなが抱かかえていたようで、「やりたいやりたい」「由ゆ美み子こ、作り方教えてよ」「一回、試ためしに作ってみよー」と声を揃そろえた。

　委員長は三つ編みを揺ゆらしながら、こくんと頷うなずく。

「そうね。じゃあ一度、教室で作ってみましょ。先生には許可取っておくから」

　そんな頼たのもしい委員長の言葉により、文化祭のリハーサルが始まった。

　担任からは「早すぎない？」と渋しぶられたそうだが、そこは委員長が粘ねばってくれたらしい。面めん倒どうくさそうに許可を出してくれた。

　そして、別の日の放課後。

　調理班数人が教室に残り、せっせとホットプレートの用意をしていた。

　もちろん、その中に由ゆ美み子こもいる。

「教室にホットプレートがあるのって、なんか変な感じだな」

「ね。机の上に置いてるし」

　由ゆ美み子この意見に同調して、委員長が笑う。

　普ふ段だん、自分たちが使っている教室に、突とつ如じよ現れた異物・ホットプレート。

　文化祭のように非日常的なタイミングならまだしも、今日は普ふ通つうの平日だ。

　校庭では、運動部が元気よく声を張り上げている。

　そんな中、ホットプレートが教室に居い座すわっているのは違い和わ感かんがすごかった。

　でも、なんだかわくわくしてくる。

「若わか菜なたち、いつ帰ってくるんだろ？」

「買い出し班、結構時間掛かかってるね」

　買い出し班の若わか菜なたちは、近くのスーパーに材料を買いに行ってくれている。

　それが、やけに時間が掛かかっていた。

　彼女らが帰ってこないと、次の段階に進めないのに。

「材料、どこにあるかで迷ってるのかなあ」

　やはり、いっしょに行くべきだったか。

　由ゆ美み子こが後こう悔かいし始めたところで、買い出し班三人が帰ってきた。

　なぜか、自信満々の表情で。

「見て見て！　掘ほり出だし物もの見つけた！」

　嬉き々きとしながら、若わか菜なたちはスーパーの袋ふくろを机の上に置いた。

　その袋ふくろがやけに膨ふくらんでいる。

　そのまま、中身を卓たく上じようにぶわあっとぶちまけた。

「焼きそばの麵めんがめっちゃ安かったの！　今日の予算だけで、いっぱい買えちゃった！」

　その言葉どおり、机の上に焼きそば麵めんがたくさん転がる。

　スーパーでよく見み掛かける三人前一パックが、ひぃふぅみぃ……、とにかく、いっぱい。

　積み上がるように載のせられていた。

　ほかの子が「え、めっちゃ買えたじゃん！」「若わか菜なたち、やるじゃ～ん」と褒ほめている中、由ゆ美み子こと委員長は渋しぶい顔になる。

　由ゆ美み子こはその中のひとつを持ち上げ、得意そうな若わか菜なたちに尋たずねた。

「……あのさ。こんだけ麵めんあっても、使い切れないと思うんだけど」

「え？　そんなの、冷蔵庫に入れておけばいいじゃん。今日使い切らなくてもいいって。安かったから、文化祭で使う分まで買ってきたんだよ」

　ふすー、と鼻息荒あらくしている若わか菜なは、さも当然のように答えた。

　委員長が目を覆おおう。

　由ゆ美み子こも頭を振ふりながら、質問を重ねた。

「あーっと……、焼きそば麵めんってさ……、どんぐらい賞味期限持つか、知ってる？」

　その言葉で、若わか菜なたちはようやく状じよう況きようを悟さとったらしい。

　急にテンションが落ち着き、「……麵めんだから、結構、持つんじゃないの……？」とこわごわ尋たずねてきた。

　やっぱり自分が付つき添そうべきだったな、と後こう悔かいしながら、由ゆ美み子こは賞味期限を指で示す。

「乾かん麵めんだったらそうなんだけど……、生なま麵めんって、そうでもないんだよ。ほら、全部今週中に賞味期限切れるでしょ。安かったのも、賞味期限が迫せまってたからじゃない？」

「え、えぇ!?　そうだったの!?　うわ、どうしよう!?」

　料理をする由ゆ美み子こからすれば常識だが、調理班でも普ふ段だん料理をしない子は多い。

　千ち佳かのことをバカにしていたけれど、案外あれも普ふ通つうなのかもしれない。

　……いや、さすがに目玉焼きですら失敗する千ち佳かといっしょにするのは酷こくか。

　由ゆ美み子こは苦く笑しようしながら、ほかの食材を確かく認にんした。

　具材はしっかり買ってくれているし、麵めんが異様に多いだけで問題はなさそうだ。

「予算内で買ってくれたんだし、別にいいんじゃない？　ねぇ委員長」

「そうね。ただ、これだけの麵めんをどうするか、だけど……。欲しい人がいれば、持って帰ってもらうとか？」

　委員長は調理班を見回す。

　しかし、元々あまり料理をしない彼女らは、「いる？」「わかんない」と首を傾かしげている。

　まぁ使い道も限られるし。

　由ゆ美み子こも今は別に必要なかった。

　もしここに飾かざ莉りがいれば、喜んでもらっていくだろうけど。

「……どうしましょうね」

　委員長は、積み上がった焼きそば麵めんを見て嘆たん息そくする。

　それならば、やることはひとつだろう。

「よっしゃ。じゃあ全部、焼きそばにしちゃうか。みんなで食べれば何とかなるでしょ。部活やってる子にも連れん絡らくしよ。部活終わりの男子がいれば、まぁ食べ切れるでしょ」

　委員長は「そうね」と返事してから、教室を見み渡わたした。

「今残ってる人、食べるの手伝ってくれない？　いっぱい焼きそばできそうだからー」

　いいよ～、やったー、と返事がくる。

　調理班だけで小規模に作る予定だったが、どうやら焼きそば祭りになりそうだ。

　それはそれで、きっと楽しいに違ちがいない。

　そこで思い出す。

　確か、彼女は掃そう除じ当番だったはず。

　スマホを取り出して電話を掛かけると、何度目かのコール音で彼女は出た。

「もしもし、千ち佳かちゃん？」

『なに』

「今どこにいんの？　もう電車乗った？」

『いえ、駅に向かう途と中ちゆうだけど。なに？』

「今からいっぱい焼きそば作るから、食べにおいで。今日の晩ご飯にしなよ」

『……はあ？』







　と、いうわけで。

　急きゆう遽きよ、焼きそば祭りが開かい催さいされた。

　場所は家庭科室。

　ちゃんと事前に使用許可を取り、ここにいる生徒は全員三さん角かく巾きんとエプロンを装着済みだ。

　若わか菜なたちが買ってきてくれた材料を前に、気合を入れる。

　由ゆ美み子こは調理の準備を進めながら、てきぱきと指示をした。

「とりあえず、みんなで具材切ってこうか。麵めんは多いけど、具材はそんなにないから時間掛かかんないと思う。こんだけ人数いるしね」

　ひとりだったらこれだけの量を捌さばくのは手間だが、調理班は複数人いる。

　料理慣れした人が少ないのは心配だが、まぁ作るのは焼きそばだし。

　とにかく、数人に分かれて肉や野菜を切っていった。

　すると。

「うわ、由ゆ美み子こ。めちゃくちゃ手て際ぎわいいじゃん。切り方も綺き麗れいだし。シェフ？」

「そ？」

　キャベツをザクザクザク……、と切っていると、クラスメイトにまじまじ見られる。

　毎日やっていることなので、ほかの子より上う手まいのは当然だ。

　でも、こうして褒ほめられると悪い気はしない。

「ふふん。そうなの。うちの由ゆ美み子こは料理が得意だからね。味もいいんだよ」

　なぜ若わか菜なが鼻高々にしているのかはわからんが。

　そのあと、家庭科室のざるも借りる。（大きいのがまた嬉うれしい）

　そこに大量の焼きそば麵めんをぶちこみ、ササッと水洗いした。

　すると、若わか菜なが慌あわててこちらに肩かたをくっつけてくる。

「え、由ゆ美み子こどしたん。麵めんを洗うなんて。汚きたないもん入ってた？」

「いや、そうじゃなくて。麵めんって油ついてるから、一回洗ったほうがいいんだよ。こうすると、ソースが絡からみやすくなんの。ほぐれるし、臭においも取れるし」

「へぇー……、よく知ってるね。そんなこと」

「佐さ藤とう家の料理係なんで」

　笑いながら、調理を進めていく。

　ほかの子も肉や野菜を切り終わったので、材料を教室に運んでいった。

「ほら、どいたどいたー」

　エプロン姿の生徒たちが、大量の具材を持ってどたどた廊ろう下かを走っていく。

　校内に残っていた生徒は、「なんだ？」という顔で見てくるが、文化祭が近いだけにすぐ納なつ得とくしたようだ。「いいなー」「なに作るんだろ」という声も聞こえてくる。

　勢いもそのままに、自分たちの教室に飛び込んだ。

「佐さ藤とう」

　ちょうど戻もどってきたらしく、千ち佳かに声を掛かけられた。

　鞄かばんを肩かたにかけた彼女は、訝いぶかしげにこちらを見ている。

　なんなの？　と教室の中とエプロン集団を見比べていた。

「お、千ち佳かちゃん来たね。今から焼きそば作るから、待ってな」

「はあ……、なに。どういう状じよう況きようなの？」

　困こん惑わくしている千ち佳かに、若わか菜ながボウルを持ったまま泣きつく。

「渡わた辺なべちゃあん～。わたしたちが、間ま違ちがえて麵めんを大量に買ってきちゃったんだよぉ。よかったら食べるの手伝って？　使い切らなきゃいけないから」

「保存しておけばいいじゃない。麵めんなんて賞味期限ないんじゃないの？」

　あるよ。

　期待を裏切らない千ち佳かの言葉を聞きながら、由ゆ美み子こはホットプレートの前に立つ。

　まずは具材を先に焼いて……。

　早さつ速そく、調理を始めようとした由ゆ美み子こだったが、別の子に慌あわてて止められた。

「ちょ～、ちょちょちょ、由ゆ美み子こ。あたしらも作っていかなきゃだから、作り方教えてよ」

「え？　あぁそっか。でも、そんな難しいことないよ。一回説明しながら焼くから、自信ない子は二回目三回目で実際に焼いてみればいいよ。麵めんはいっぱいあるんだし」

　何せ、今日はリハーサルなのでホットプレートは一台しかない。

　一度に作れる量に限りがある。

　どうも麵めんの量を考えるに、何度か焼く必要がありそうだった。

「ちょうどいいんじゃない？　練習する機会が多いのは、リハーサルとして正しいんだし」

　委員長が腰こしに手を当てて、大量の麵めんを見下ろした。

　若わか菜なたちが、委員長～……、とフォローに喜んでいる間に、具材は焼けていく。

「贅ぜい沢たく言うと、最初に麵めんを軽く焼いておきたいんだけど……。まぁ量が多いからしょうがないか。ええとね、まず具材を……」

　具材に火を通したあと、麵めんをほぐしながら焼いていき、いいところでソースを投入。

　ホットプレート全体を使って大量の麵めんを焼くのは大変だが、難しくはない。

　あっという間に、教室中に香こうばしい匂においが漂ただよい始める。

　じゅうじゅうと音を立て、いかにも食欲をそそった。

　食たべ盛ざかりの高校生たちが、ホットプレートの周りに集まり始める。

　その中のひとりに、千ち佳かがいた。

　彼女はさっきまでそっけない態度だったのに、食い入るように焼きそばを見つめている。

　その目は期待に輝かがやき、おいしそう……、と顔に書いてあった。

　……本当、こういうところは可か愛わいげがあるんだけどなぁ。

　由ゆ美み子こは笑えみを堪こらえながらも、手は止めない。

　十分に火を通してから、青のりとかつお節をたっぷりかけた。

　紙皿に焼きそばを盛り付けていくと、湯気とともにソースの香りが広がっていく。
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「はいはーい。どんどん受け取って～」

　さっさっさ、と紙皿を手て渡わたしていく。

　教室にいた全員に行いき渡わたってから、みんなで「いただきます」と手を合わせた。

　一いつ斉せいに焼きそばを口に運ぶ。

　その瞬しゆん間かん、クラスメイトたちの顔がぱっと明るくなり、「おいしい！」「いい感じじゃ～ん」「いやー、さすが由ゆ美み子こ」と上々の反応が返ってきた。

　由ゆ美み子こも、熱々の焼きそばを頂く。

　ソースの濃こい香りがガツンと来て、もちもち麵めんの食感が心ここ地ちよかった。

　んまい。いい感じ。

「んー……、やっぱ大量に作ると独特の旨うま味みが出るな……」

　家で作る味とはまた違ちがっていて、不思議だなあ、と焼きそばを見下ろす。

　ただ、気になることもあった。

　笑いながら、クラスメイトはそれを指し摘てきする。

「でも、具が少ないなあ！」「いや、全然肉がねえ」「どこまでいっても麵めん、麵めん、麵めんね」

　そうなのだ。麵めんと具材の比率が明らかにおかしい。

　だからせめて、青のりとかつお節は目め一いつ杯ぱい使っているけれど。

　とはいえ、これも笑いながらつい言ってしまうようなことであって、不満ではない。

　みんな満足そうに食べているし、自分の中でも合格点を出せた。

　そうなってくると気になるのは、千ち佳かの反応である。

「………………」

　千ち佳かは湯気の上った焼きそばをキラキラした瞳ひとみで見て、ゆっくりと箸はしを入れた。

　はむっ、と口に入れる。

　途と端たんに彼女は目を見開き、んー！　とでも言いたげな表情で焼きそばを見つめた。

　こくこく、と頷うなずき、早さつ速そく次の一口に箸はしを伸のばす。

　嬉うれしそうに、おいしそうに焼きそばを堪たん能のうしていた。

「おいしいねえ、渡わた辺なべちゃん」

「えぇ。おいしいわ、とても。戻もどってきてよかった。おいしい……」

　ニコニコと若わか菜なに話はなし掛かけられても、素す直なおにそう返している。

　そのあとも食欲旺おう盛せいに、一いつ生しよう懸けん命めい食べ進めていた。

　……なんというか。

　やっぱり、千ち佳かは食べさせ甲が斐いがある。

　満足。

「んん？」

　若わか菜なが何かに気付いたようで、千ち佳かの皿に顔を近付ける。

「渡わた辺なべちゃんの焼きそば、なんか具材多くない……？」

「？　そうかしら」

「いや、まぁ。大おお袈げ裟さに言うことでもないんだけど……」

　若わか菜なが、何か言いたげな目でこちらをちらっと見る。

　……なんだなんだ。

　適当に盛り付けているんだから、そりゃ具材の偏かたよりは多少あるでしょうよ。

　肉と野菜が少し多めの皿があっても、そこまで不思議じゃないでしょうよ！

　そんな心の主張は、由ゆ美み子こがふいっと視線を逸そらした時点で無力だ。

　若わか菜なはニマニマっとした顔で、「まぁそういうことにしておくか～」と独り言を呟つぶやく。

　彼女の勘かんのよさが、今ばかりは憎にくらしい。

「委員長～。焼きそば食べさせてもらえるって、マジ？」

　ちょうどいいタイミングで、部活終わりの男子たちが教室に入ってきた。

　委員長がすかさず腰こしを上げる。

「うん、食べるの手伝って。よし、第二陣じん、第三陣じんと焼いていくよー！　練習したい人、手が空いてる人は手伝ってね！」

　どうやら、委員長が仕切ってくれるらしい。

　由ゆ美み子こは手を出さず、聞かれたら答えるくらいにしたほうがいいだろう。

　焼きそばを手早く食べ終えて、調理班の元に寄っていく。

　すると、委員長がなぜだかこちらをじっと見ていた。

「？　どったの、委員長」

「……ううん。別に」

　そう言って視線を戻もどしてしまう。

　見ていた理由はわからなかったが、それ以上は言げん及きゆうしないでおいた。

　何せ、まだまだ麵めんは余っているのだ。







　何度か焼くのを繰くり返かえし、途と中ちゆうで塩焼きそばに切きり替かえるなど味変しながら、大量の麵めんを消費していく。

　部活終わりのクラスメイトは、食欲をいかんなく発揮してくれた。

　教室に焼きそばの匂においをむんむん満たしながら、じゅうじゅう焼く音を聞きながら、みんなで焼きそばを食べ続ける。

　やけに特別感があって、みんな昂こう揚ようしていた。

　文化祭はまだ先だというのに、まるで前夜祭のようだ。

　本当に楽しい時間で、あっという間に過ぎていった。

「すごくおいしかったわ。ありがとう。ご馳ち走そう様さま」

　千ち佳かもちゃんとお礼を言ってから、満足そうに帰って行った。

　喜んでもらえてなにより。

　口くちの端はしにソースがついていたけど、それは黙だまっておいた。

　焼きそば麵めんも無理なく使い切り、焼きそば祭りは終わりを告げる。

　あとは片付け。

　家庭科室で由ゆ美み子こは、若わか菜なと隣となり合あって洗い物をしていた。

　さっきの時間がよっぽど楽しかったのか、ほかの子たちはくすくす含ふくみ笑わらいをしながら洗い物をしている。

　由ゆ美み子こも同じ気持ちだ。

　自然と口が緩ゆるんでいたのだが、若わか菜ながこちらの顔を覗のぞき込こんできた。

「どしたん、由ゆ美み子こ。疲つかれちゃった？　なんだかぼうっとしてるけど」

「えぇ？　いや、疲つかれたわけじゃないけど。楽しかったな～って思ってるだけだよ」

　思わぬことを言われて、すぐに手を振ふって否定する。

　若わか菜なは元々何か気き掛がかりがあったらしく、不安そうにこちらの様子を窺うかがっていた。

「ふうん？　それならいいんだけど……。や～、ちょっと不安でさ。ほら由ゆ美み子こ、最近ずっとわたしらといるじゃん？　今までそんなことなかったし。なんかこう……、疲つかれちゃったのかなって」

　若わか菜なが言葉を濁にごしながら、ぼそぼそと続けた。

　最近は文化祭の準備や勉強会で、常に若わか菜なたちといっしょにいる。

　ここまで同じ時間を過ごしたのは、初めてだった。

　誘さそわれるまま、誘さそうまま、いつも学校のだれかといる。

　けれど若わか菜なのそれは、大きな勘かん違ちがいだ。

　由ゆ美み子こはへらっと笑い、若わか菜なの肩かたを自分の肩かたで小こ突づく。

「楽しいからいっしょにいるんだって。疲つかれてたら行かないよ。あたしが若わか菜なに、そんな変な気き遣づかいするわけないでしょ」

「あ、そ？」

　懸け念ねんは払ふつ拭しよくされたらしく、若わか菜なはほっと息を吐はく。

　まさか、そんなふうに心配されているとは思わなかった。

　……あぁ。いや、でも。

　不安の種は、あるかもしれない。

「楽しいから好きでいるんだけど……。それが怖こわいってのはあるかも。なんて言うのかな、楽しすぎて不安になる、っていうか……。上う手まく言えないんだけど……」

「うん？　どゆこと？」

　自分でもよくわかっていないせいで、若わか菜なに疑ぎ問もん符ふを出させてしまう。

　整理できているとはとても言えないが、由ゆ美み子こはそれでも口にした。

「あたしさ。中学三年から声優やってて、そのときからずっと演技ばっかだったんだよ。こんなふうに、演技のことを一いつ切さい考えない期間って初めてでさ。だから、不安になってるのかも。次、ちゃんと演技ができるのかな～、声優に戻もどれるのかな～って」

　今の生活は、楽しい。それは間ま違ちがいない。

　ただ、それは声優である自分が失われていくことを意味していた。

　歌うた種たねやすみが、薄うすまっていく。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こから、歌うた種たねやすみが消えていく。

　だから、次にマイクの前に立ったとき、今までと同じように演技ができるか不安だった。

　そして。

　本来なら焦あせるべきなのに、文化祭の準備で奔ほん走そうする毎日や、みんなと笑いながら過ごす帰り道、放課後の賑にぎやかな勉強会。

　充じゆう実じつした日々が、その心配さえも拭ぬぐい去さってしまう。

　そんなことは初めてだった。

「あぁいや、ごめん。変なこと言った。受験勉強に集中しろって言われてるし、考えてもしょうがないことだった」

　由ゆ美み子こが苦く笑しようすると、若わか菜なは「そ？」と目をパチパチさせる。

　今はこれでいい。声優のことは考えず、ただ学校生活を送るだけで、いいんだ。

　……いいんだよね？　加か賀が崎さきさん。







　文化祭の準備も、一いつ旦たん区切りがついて。

　由ゆ美み子こは再び、受験勉強漬づけの日々に戻もどっていた。

　とはいえ、全く苦痛ではない。

　友達との勉強会はそれだけで楽しいし、家での勉強も捗はかどっている。

　受験生らしいようで、その実かなり満たされた日々を送っていた。

　そんなある日の放課後。

「ねぇねぇ、由ゆ美み子こ！　今日ちょっと付き合って！」

　なにやら元気いっぱいに、若わか菜ながこちらに寄ってきた。

「いいけど。今日も勉強会？　どこですんの？」

「違ちがう違ちがう。会ってほしい人たちがいるんだって！」

　会ってほしい人？

　珍めずらしい誘さそい文句に困こん惑わくしていると、若わか菜なに手を引かれる。

　ほらほら、と興奮気味に連れ出されてしまった。

　こんなに強ごう引いんに引っ張り出されたのは、千ち佳かが「コロッケ。連れて行ってくれるって言ったじゃない」と言ってきたとき以来かもしれない。

　あのときと同じように、由ゆ美み子こは手を引かれるままについていった。

　やってきたのは、由ゆ美み子こがほとんど足を踏ふみ入いれたことがない場所。

　旧校舎、最上階。さらに廊ろう下かの隅すみも隅すみ。

　こんなところに部屋があるのか、と思うような場所に、古ぼけた扉とびらがついていた。

　扉とびらには『演劇部』と書かれている。

「演劇……？」

　ますます困こん惑わくが強くなる。

　確か前に、委員長たちが演劇部だという話は聞いたけれど。

　なぜ、自分がここに連れてこられたのだろう。

　疑問に思う由ゆ美み子こを尻しり目めに、若わか菜なは「たのも～！」と扉とびらを勢いよく開けた。

　奥おく行ゆきはあるものの、狭せまい部屋だった。

　元は物置だった、と言われても納なつ得とくできるくらい。

　ただでさえ縦長の部屋なのに、両りよう脇わきに棚たなが置いてあるのでより狭せまい。

　演劇で使うのか、小道具の類が部屋を圧あつ迫ぱくしていた。

　そして、椅い子すが縦に三脚きやく並んでいる。

　そこに座る女子生徒三人は、全員顔見知りである。

「あぁ、来たね。由ゆ美み子こ」

「委員長。それに、りーこにみよっちじゃん」

　真っ先に口を開いたのは、三つ編み眼鏡の真面目そうな女の子。

　我がクラスの委員長とその親友のみよっち、別クラスのりーこというあだ名の子。

　由ゆ美み子こも若わか菜なも、彼女らと何度も遊んだことがある。

「委員長とみよっちが演劇部ってことにもびっくりしたけど、りーこもそうだったの？」

「ノンノン、今は演劇同好会だよ、由ゆ美み子こ。部員三人しかいないから」

「部ではないんだよね。昔は部だったし、活動的だったらしいんだけど」

　りーことみよっちが笑いながら答えた。

　部ではなくとも、演劇同好会。

　この三人が演劇に携たずさわっていたとは知らなかった。

「えー、なに。みんな演劇やってたの？　なんで教えてくれなかったのさ」

　由ゆ美み子こが冗じよう談だんまじりに文句を言うと、委員長は気まずそうに頰ほおを搔かいた。

　ふたりも、気き恥はずかしそうに答える。

「だって。ちゃんと活動してるわけでも、実際に演劇をやってたわけでもないからさ」

「たまーに、みんなで観みに行いくくらいだよ。観劇ってやつ。主な活動はそれくらいで、普ふ段だんはここでダラダラしてる」

　どうやら、思った以上に緩ゆるい部活らしい。

　若わか菜なもこちらを見て、「わたしも最近教えてもらったんだよね」と笑った。

「存在すら知られてないから、部員も入ってこないんだよね～」とりーこが続ける。

「あたしら卒業したら廃はい部ぶになっちゃうねえ」とみよっちがさして惜おしくなさそうに言った。

「えー、そんな緩ゆるくていいもんなの？」

　由ゆ美み子こはついそう尋たずねてしまう。

　由ゆ美み子こは、部活動の類を今までやってこなかった。

　だが外から見ていると、みんなそれなりに真面目にやっていたように感じる。

　それこそ、委員長は真しん剣けんに打ち込んでいそうなのに。

　委員長は恥はずかしそうにしながらも、やわらかく笑った。

「いいんだって、それでも。もちろん、真面目に部活に励はげむ人は素す敵てきだと思う。活動してる演劇部に、憧あこがれがないとは言わない。格好いいな、って思う。でも、こうして三年間、ゆる～く楽しむのも青春だと思うわ。だって、わたしたちは演劇が好きで集まってるんだから」

「へえ……」

　好きだから、集まっている。

　その言葉は、由ゆ美み子この中にすうっと染しみ込こんでいった。

　確かに、部活動に一いつ生しよう懸けん命めい励はげむのも、緩ゆるく楽しむのも、本人たちの自由だ。

　そんなふうに『楽しむ』ことは、とても素す敵てきなことだと感じた。

　思えば由ゆ美み子こは、仕事に追われるばかりで、そういったものに触ふれる機会を逃のがしてきた。

「合宿～、って言いながら、地方に演劇観みに行いくのも楽しかったよね」

「夏休み、別に何をするわけでもないのに、無意味に集まったりね」

　委員長が三年間、と口にしたせいか、ほかのふたりも楽しそうに続ける。

　その言葉ひとつひとつに、温かいものが滲にじんでいた。

　委員長が『青春』と言ったように、その貴重な思い出は一生残るに違ちがいない。

　若わか菜なも「わたしも部活動、しておけばよかったかな～」なんて、羨うらやましそうにしている。

「いいね、なんかそういうの」

　無意識に、由ゆ美み子こはそうこぼしていた。

　彼女たちは、自分の知らない高校生活を知っている。

　楽しかったな、と振ふり返かえる青春を持っている。

　由ゆ美み子こだって中学校や高校に思い出はいっぱいあるし、すごく楽しかったけれど。

　彼女たちのように学生生活を力いっぱい楽しんだか、と訊きかれれば自信はなかった。

　ただ、彼女たちは別に自じ慢まんするために由ゆ美み子こを呼んだわけではないだろう。

「それで、あたしはなんでここに呼ばれてんの？」

　改めて問いかけると、三人が顔を見合わせた。

　なぜか揃そろいも揃そろって、えへへ、と気の抜ぬけた笑えみを浮うかべている。

　なに照れてんだ。

　訝いぶかしんでいると、みよっちにつつかれて委員長が口を開く。

「いや、実は……。次の文化祭って高校最後の文化祭でしょう？　最後に一度でいいから演劇をやってみたくて……」

「え、めっちゃいいじゃん」

　それこそ、羨うらやましくなるくらいの青春だ。

　文化祭で演劇をやるなんて、物もの凄すごく思い出になりそう。

　由ゆ美み子こが肯こう定てい的てきだったからか、りーことみよっちも照れくさそうに答える。

「最後だしね～。悔くいなく終わるために、やってみよっかって話になったの」

「ずっと勇気が出なかったんだけど。でも、これが最後だよ？　そう思うとねえ」

　その言葉に、あぁそうか、と思う。

　高校最後の文化祭。

　自分たちはもうすぐ、高校を卒業する。

　この学校に在ざい籍せきしている期間はもう半年もないし、登校する日数はさらに少ない。

　それを自覚すると、急激に落ち着かなくなった。

　だからこそ、彼女たちは「演劇をやりたい！」と感じたのだろうか。

「で、由ゆ美み子こ。どう？」

「？　なにが？」

　若わか菜なに尋たずねられて、由ゆ美み子こはきょとんとする。

　何を訊きかれているのか、さっぱりわからなかった。

　しかし、三人の視線がこちらに向いているのを見て、ようやく気付く。

「もしかして、あたし演劇に誘さそわれてる？」

　そう答えると、三人は一様に頷うなずいた。

　いやいや、と反射的に由ゆ美み子こは手を振ふる。

「あたし、演劇なんてやったことないよ？　声優だよ、あたし。声の役者。別物でしょ」

「それでも、由ゆ美み子こはプロの役者でしょ？　わたしらなんて全員素しろ人うとだよ。ていうか、演技自体やったことないし……。けど、由ゆ美み子こが出てくれたら、格好もつく……！」

「そ、そうかなぁ～……？」

　言われてみれば、舞ぶ台たいに出演する声優もいるけれど。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは元が劇団出身だからまた違ちがうが、そういった先せん輩ぱいは何人か知っている。

　自分でも口にしたけれど、演技の種類は全くの別物。

　だからこそ、それをやってみないか、と訊きかれると。

「まぁ……、ちょっと……、興味は、あるかも……」

　それが正直な思いだった。

　自信はないけれど、想像するだけで胸がドキドキそわそわしてくる。

　やってみたい、と思ってしまう。

　由ゆ美み子この答えを聞いて、委員長は顔をぱあっと明るくさせた。

「ほんと!?　じゃあ主役やってくれない!?」

「ば……、ばかばかばか、何言ってんのっ？」

　思わぬ返事を投げつけられ、動どう揺ようするまま言葉を返す。

　冗じよう談だんかと思いきやそうではなく、委員長はパンっ！　と両手を合わせた。

「由ゆ美み子こが主役をやってくれると、わたしはとてもありがたいの……っ！」

「え、えぇ……？　いや、あたしが主役やるのはまずいでしょ。同好会の人間でもないし。大体、これは三人の劇でしょうよ」

　何言ってんだ、と三人を見回す。

　ほかが納なつ得とくしないだろうし、由ゆ美み子こだって納なつ得とくいかない。

　だが、みよっちとりーこはゆるゆると首を振ふった。

「いや、あたし小道具班だし。劇には出ないよ。人前で演技なんて無理」

「わたしは衣い装しよう班はん。右に同じ。劇は作りたいけど、演技やりたいのは委員長だけ」

「わたしは演技したいけど、主役なんて無理……！　荷が重すぎるって！　こちとら初めてなんだから！　絶っ対無理ッ！」

　三者三様に声を上げる。

　なるほど、こういう状じよう況きようなのか、と顔が引きつりそうになる。

　そこで若わか菜ながにこっと笑えみを浮うかべて、身体からだを寄せてきた。

「その話を、みよっちから聞いててさ」と口にする。

「委員長が『だれか主役やってくれたらな』って、こぼしてたんだって。で、由ゆ美み子こは演技してなくて不安って言ってたでしょ？　だから、一回話してみたらどうかなって連れて来たの」

　そういうことらしい。

　みよっちはクラスの出し物のときも、「演劇やらなくていいの？」と声を掛かけていたし、委員長のことを気に掛かけていたのだろう。

　確かに演劇に興味はあるし、参加したいかどうかで言えば……。

　したい。

　したいが、主役は由ゆ美み子こにだって荷が重い。

　だって、今まで歌うた種たねやすみは、一度だって主人公を演じたことがないのだから。

　この状じよう況きようでは、さすがに尻しり込ごみしてしまう。

「………………」

　ちくり、と胸が痛くなる。

　これがもし、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだったら。

　こんなことで悩なやみはせず、やりたいかどうかだけで決めるのだろうか。

　おかしな考えに囚とらわれていると、委員長が残念そうに首を垂れる。

「やっぱり、無茶、よね……？　でもね、由ゆ美み子こが主役をやってくれたら嬉うれしい、っていうのは本音で……。謙けん遜そんしてるけど、由ゆ美み子こはプロの役者を今までやってきたわけでしょう？　それって、本当にすごいと思ってて……。由ゆ美み子こは学校に声優として来てるわけじゃないから、こういうこと言うのはよくないと思ってるんだけど……、ずっと、尊敬してて」

　委員長は伏ふし目めがちに、熱のこもった息を吐はく。頰ほおもほのかに赤くなっていた。

　それは、知らなかった。

　彼女はひそかに、尊敬の念を抱いだいてくれていたらしい。

　すかさず、りーことみよっちが口を開いた。

「委員長、由ゆ美み子こが出てるアニメとか観みたんだって」

「同い年なのに、本当にすごいっていつも言ってる。あたしら、演劇同好会だってのに」

「ちょっと！　本人にバラすのはダメでしょ！」

　委員長が珍めずらしく取り乱し、ふたりを叩たたこうとする。

　りーこはそれを躱かわしながら、委員長を指差した。

「大体、委員長は大事なことを伝えてないじゃん。なんで、由ゆ美み子こに主役をやってもらいたいのか、それも含ふくめて言わないと。誠実じゃないよ」

　委員長は「うっ」という表情になった。

　恥はずかしそうに三つ編みをいじっていたが、立ち上がって棚たなから一冊の本を取り出す。

　それを差し出してきた。

　古い本のようで、装そう丁ていもかなり傷いたんでいる。

　真っ黒で無愛想な表紙には、白い文字で『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』と書かれていた。

「……これを、やりたいと思ってて」

　受け取ってみるが、由ゆ美み子こは知らないタイトルだった。

　けれど若わか菜なが、「あ、これ知ってる～。映画見たことあるよ」と口にした。

「そなの？」

「うん。ええと、ＳＦだよね。世界一の俳優を目指す主人公が、コールドスリープするの。でも、目覚めたら世界が滅ほろびちゃってて、あら大変。世界には主人公と、お世話係のアンドロイドしかもういないの。それでも前向きな主人公とアンドロイドのお話……、だったかな」

「めっちゃシリアス？」

　由ゆ美み子こが尋たずねると、若わか菜なは「大体はコメディだった」と頭を揺ゆらし、委員長は誇ほこらしげに「ヒューマンドラマ」と頷うなずいている。

「演劇でめっちゃ有名なんだよ、その作品。登場人物がふたりで舞ぶ台たいも変わらないから、学生でもやる人多いし。人手に困ったらコレ、みたいな。短いしね」

「高校演劇はコストとの闘いだからねー。夏なつ芙ふ蓉よう……、あ、そういう学校が舞ぶ台たいの劇があるんだけど。あれが人気なのも、内容はもちろん、制服と机と椅い子すがあればできちゃうってのが大きいと思うし」

　りーことみよっちの注ちゆう釈しやくに、なるほど、と思う。

　これなら委員長ともうひとり役者がいれば、人数の問題はクリアできる。

　委員長はその本を熱い瞳ひとみで見つめ、ゆっくりと口にした。

「わたし、この作品が大好きで。演劇に興味を持ったのも、この作品きっかけでね。ずっと憧あこがれてた。演じてみたい、と思ったこともあるけど……、やっぱり勇気が出なくて。でも高校最後だし、由ゆ美み子こを見ていたら……、やってみようって気になったんだ」

「………………」

　そんなふうに言ってもらえるのは、素す直なおに嬉うれしいけれど。

　由ゆ美み子こがプリティアに憧あこがれるように、委員長の憧あこがれもここにある。

　憧あこがれの作品。

　それに手を伸のばすチャンスがあるなら、由ゆ美み子こだって踏ふみ出だしたくなる。

　それだけに、疑問が生じた。

「それなら、委員長が主役をやったほうがいいんじゃ？　それこそ、悔くいのないように」

　憧あこがれの作品に挑ちよう戦せんできるなら、変な妥だ協きようはしないほうがいい。

　けれど、委員長は静かに首を振ふった。

「この作品の主人公……、ハーヴィーは、自信家で、底そこ抜ぬけに明るくて、不ふ遜そんで、だけど脆もろくて、弱くて。すごく人間的で、感情豊かな人物なの。それだけに難しくて……。もちろん、エマ……、アンドロイドのほうね。が、簡単ってわけじゃないんだけど……、やっぱり主役は、演技が上う手まい人がやってほしい」

　難しい役、と言うのなら、ハードルは上がるかもしれない。

　それでも、挑ちよう戦せんすべきではないだろうか。

　しかし、どうやら理由はそれだけではないようだ。

　みよっちがニヤニヤしながら、委員長を指差した。

「ていうか、委員長がエマやりたいんだよ。エマが好きすぎて、この劇やりたいんだから。由ゆ美み子こが何と言おうと委員長はエマを譲ゆずらないよ」

「ちょっと！　だからバラすのはやめてって！」

　委員長は怒おこりだし、ふたりがきゃーっとふざけている。

「だから、ちゃんと言わないのは不誠実でしょうがあ」とけらけら笑っていた。

　彼女たちだけの気安い空気感は、きっとこの三年間で培つちかわれたものなんだろう。

　委員長も、教室にいるときとはまた違ちがった表情をしていた。

　若わか菜なも「仲良いなあ」と笑っている。

「………………」

　由ゆ美み子こは、手に持った本を改めて見下ろす。

　由ゆ美み子こには、その作品が輝かがやいて見えた。

　それどころか、この狭せまい部室も、委員長たちも。

「自分たちがやりたいと思ったから、やってみたい」というまっすぐで純じゆん粋すいな想おもいも、由ゆ美み子こには新しん鮮せんで、一種の爽そう快かいさがあった。

　基本的に、声優は受け身だ。

　役のオファーがなければ、自分たちは演じることができない。

　だけど、委員長はこのキャラクターがやりたくて。

　最後の文化祭を悔くいなく過ごしたくて。

　今、勇気を出して、自分の足で前に進み、自分の手で選んだ。

　それがとても、眩まぶしく見えたのだ。

「由ゆ美み子こ、やっぱり無理……？」

　由ゆ美み子こが黙だまり込こんでいるのを見て、委員長は気弱そうな声を出す。

　委員長は不安と期待を半々にした表情で、こちらを窺うかがっていた。

「無茶だとは思ってるんだよ。由ゆ美み子こは声優。演劇をやったことないから不安、ていうのはそのとおりだと思うし。でも、それはわたしもいっしょで。ほかに経験者もいないし、由ゆ美み子この経験を頼たよりにさせてほしいの。演技っていう点では、絶対に共通してるから」

　確かに、同じ『演劇の素しろ人うと』なら、プロの声優である由ゆ美み子こには一日の長がある。

　三年分の経験は、きっと演劇でも力になる。

　それを頼たよりにされるのは、由ゆ美み子こにどこかふわふわした感覚を与あたえた。

　ただ、軽々しく頷うなずけない理由はもうひとつある。

「そもそもの話だけどさ。三人とも、勉強はいいわけ？　本当にやるんだとしたら、みっちり練習しなきゃいけないんじゃないの？」

　演劇の練習がどんなものか想像できないが、大変なのは疑いようがない。

　由ゆ美み子こが加か賀が崎さきに「オーディションを受けるのをやめないか」と言われたのは、演技に目を奪うばわれすぎたからだ。

　ここにいる全員が受験生なわけだし、それはまずくないか。

　しかし委員長は、そこははっきりと否定する。

「あぁ、それは大だい丈じよう夫ぶ。あくまで無理のない範はん囲いにするから。『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』は短めだし、今から準備すれば間に合うと思う。クラスのほうの準備も終わったしね」

　時間に関しては、それほど問題ないようだ。

　それを聞いて、今度は若わか菜なが口を開いた。

「衣い装しよう班はんと小道具班は？　こういうの作るの、めちゃくちゃ時間が掛かかるんじゃないの？」

　その疑問に、なぜか委員長が気まずそうに目を逸そらした。

　りーことみよっちは顔を見合わせてにひっと笑い、狭せまい部室のさらに奥に向かう。

　ごそごそしたかと思うと、何かを胸高々に掲かかげた。

　それを見て、由ゆ美み子こは呆あきれた声を出してしまう。

「……もう衣い装しようできてんじゃん」

　衣い装しよう班はんのりーこが持っていたのは、黒と白のエプロンドレス。

　ヘッドドレスや、なにやら機械っぽく見せたチョーカーもいっしょにある。

「あ、それエマの衣い装しよう？」

　若わか菜なが指差すと、りーこが「せいかーい」と嬉うれしそうに笑う。

「いや実はねー、委員長が『もし演じるならエマがいい』って言うから、前に作ってみたんだ。そのときはまさか、本当に演劇をやるとは思ってなかったけどね」

「ハーヴィーは燕えん尾び服ふくを改造すればいいし、それほど時間は掛かからないよ。だから、裏方の準備はぶっちゃけ余よ裕ゆうなんだよね～。小道具もそんなにないし」

　どうやら、既すでに憧あこがれは少しずつ形にしていたようだ。

　委員長が恥はずかしそうに俯うつむいているのも、先走っていたことへの羞しゆう恥ちだろう。

　でも。

　由ゆ美み子こが小さい頃ころにプリティアの衣い装しようを着て、声優を目指し、今はその役を追い求めていることと、何の違ちがいがあるだろうか。

　むしろ、彼女はこうして憧あこがれを自分で実現させようとしている。

　こんなふうに。

　憧あこがれを形にする方法もあることに、由ゆ美み子こははっとするような驚おどろきを覚えていた。

　そこでふと、若わか菜なの視線に気付く。

　彼女はニコニコと笑え顔がおのまま、由ゆ美み子こを見つめていた。

　やってみたら？　と表情が語っている。

　せっかくの高校生活だから。

　そう、せっかくの高校生活。

　今まで由ゆ美み子こは仕事を優先して、高校の文化祭にはあまり関わらないようにしていた。

　だけど、今年は。

　全力で盛り上がれる、最初で最後の文化祭だ。

「──わかった。やる。あたしでよければ、主役やらせてもらうよ」

　由ゆ美み子こが答えると、委員長が「本当!?」と顔を輝かがやかせ、ふたりがやった～！　と両手を上げる。委員長は興奮気味に、一枚の紙を取り出した。

「じゃあ体育館のステージ申しん請せい、しておくね！」

　何から何まで、用意がいい。苦く笑しようしてしまう。

　この高校の文化祭は、申しん請せいすれば体育館のステージを使用できる。

　バンドや吹すい奏そう楽がくなどの出し物で、よく使われていた。

　この『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』も体育館のステージで、公演することになる。

　普ふ段だん、体育や集会で使っているあの場所で、演技をするのは不思議な感じがした。

「………………」

　由ゆ美み子こは、体育館よりも広い会場でお客さんの視線を浴びたことがある。

　イベントの朗読劇で、実際に演技を見せたこともある。

　けれど、それとは全く別の緊きん張ちようが身体からだを覆おおい始めていた。

　それは委員長も同じのようだ。

　彼女は瞳ひとみを揺ゆらしながら、申しん請せい用紙にペンを走らせている。

　その手がわずかに震ふるえるのが見えた。

　期待と不安、そして緊きん張ちようが彼女にのしかかっている。

　だれかの夢が叶かなう光景が、目の前で広がろうとしていた。







　ところで。

「演劇をやる！」と決めたとなると、連れん絡らくすべき保護者がひとり。

　もし、彼女に怒おこられたら、取りやめるのもやむなしだ。

　というわけで、早さつ速そく加か賀が崎さきに電話を掛かけた。

『おー、由ゆ美み子こ。なんだか久しぶりだな』

　開口一番の加か賀が崎さきは、機き嫌げんがよさそうだった。

　最近、仕事もないし事務所に寄る必要もないので、加か賀が崎さきとはあまり会っていない。

　今度遊びに行こうかな、あぁでも勉強しろって怒おこられるかな、と考えていると、先に加か賀が崎さきがそれを口にした。

『ちゃんと勉強してるか？』

「してるしてる。おかげさまで、めちゃくちゃ捗はかどってるよ」

　苦笑いしながら、そう答える。

　もしも勉強に集中できていなかったら、演劇も断っていたかもしれない。

　しかし、次に加か賀が崎さきから出てきた言葉は、不可解なものだった。

『そうか。ちゃんと学生らしいこともできてるか？』

「？　うん？　まぁ、そだね。最近まで、文化祭の準備をしてたよ。楽しかった。焼きそばをみんなで作って、食べてさ。ただ、みんな張り切りすぎて、やることなくなっちゃって。今はお休み中。あとはずっと勉強かな～。しょっちゅう勉強会してるけど、楽しいよ」

　加か賀が崎さきの質問の意図は読めなかったが、言葉にしてみるとするする出てくる。

　めっちゃ充じゆう実じつしてるなぁ、と改めて思った。

　そうかそうか、と加か賀が崎さきが電話口で嬉うれしそうにしている。

　なんだか、今日の加か賀が崎さきは声がやわらかい気がした。

『それで？　何か用か？』

　本題に入る。

　由ゆ美み子こは受験勉強に集中するため、声優業から離はなれるよう加か賀が崎さきに指示されている。

　だというのに、演劇をする！　と言うのはアウトかもしれない。

　いくら学校行事と言えど。

　だからこそ、由ゆ美み子こはわざわざ報告の電話を掛かけたのだ。

「ええとね、加か賀が崎さきさん……。実は学校の子らに、文化祭で演劇をしないかって誘さそわれてさ……。いろいろ事情があって、主役をやることになりそうなんだけど……、やってもいい？」

　おそるおそる、問いかける。

　怒おこられたらどうしよう、と不安になりながら。

　加か賀が崎さきは、すぐには返事をしなかった。

　彼女の答えを待とうとしたが、その間に耐たえられない。

「いやあのー、もちろん、受験に支障が出ない程度にするよ？　みんな受験生だから、それはわかってて、あくまで無理のない範はん囲いで！　あ、あたしも視野が狭せまくならないよう、気を付けるし……」

　しどろもどろになりながら、言い訳のような言葉を積み重ねる。

　すると、電話越ごしにふっと笑う声が聞こえた。

『いいんじゃないか。気を付けるポイントがわかってるなら、あたしから言うことはないよ』

　その返事に、ほぉ～っと安あん堵どの息を吐はく。

　肩かたの力を抜ぬいていると、加か賀が崎さきはさらにやさしい声こわ色いろで続けた。

『由ゆ美み子この高校の文化祭は、チケット制だったか？　余るならあたしにも頂ちよう戴だい。由ゆ美み子この初はつ舞ぶ台たい、観みに行いくよ』

「えぇ～、なんか恥はずかしいな……」

『何言ってるんだ。今まで散々演技する姿を見てきたのに』

　笑われてしまうが、それとこれとは別問題。

　しかも、初はつ舞ぶ台たいなんて言い方までされてしまって。

　思わぬ緊きん張ちようが生まれそうだった。
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『夕ゆう陽ひセンパイ結ゆ衣いこうはい』の収録が無事に終わったので、千ち佳かは片付けを始める。

　卓たく上じようの物を鞄かばんに詰つめ込こんでいると、なにやら気になることを言われた。

「そういえばやすみちゃん、文化祭で演劇やるらしいね」

　朝あさ加かの何気ない一言に、千ち佳かは顔を上げる。

　あの子、演劇をやるの？

　初耳だ。

　いやもちろん、由ゆ美み子こがわざわざ千ち佳かに「今度、演劇をやることになってね」と言うとも思えないのだが。

「えっ！　やすやす先せん輩ぱい、演劇やるんですか!?　うわあ、高たか橋はしすごく観みたいです！　あ、もしかして夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいも出るんですか？」

　結ゆ衣いが顔を輝かがやかせて、こちらに目を向ける。

　誤解されても嫌いやなので、きっぱり否定した。

「やらないわ。あの子が演劇をやるのも、今初めて聞いたくらいだし」

「えぇ、そうなんですか？　高たか橋はしだったら、絶対言っちゃうのに。だって夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、演劇経験者なんですから。アドバイスとか聞きたくなっちゃいますけど」

　朝あさ加かが苦く笑しようして千ち佳かを見る。

　その表情は、「やすみちゃんが聞くわけないよねえ」と語っていた。

　負まけず嫌ぎらいの由ゆ美み子こが千ち佳かに助けを求めることなんて、滅めつ多たにない。

　もし由ゆ美み子こが聞きたいと思っていても、きっと実行には移さないだろう。

　そこは朝あさ加かの感じたとおりだと思うのだが、あまりやさしい表情をしないでほしい。

「夕ゆう陽ひちゃん、気になる？」

　朝あさ加かが頰ほお杖づえを突ついて、こちらの顔を覗のぞき込こんでいた。

　それにはぴしゃりと答える。

「いえ、特には。興味ないです。……それでは、お疲つかれ様さまでした」

　千ち佳かは頭を下げて、席を立つ。

　結ゆ衣いが「あ、待ってください、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　いっしょに帰りましょうよ～！」と言ってきたが、聞こえないふり。

　だが、すぐに追いつかれる。

　後ろから勢いよくタックルを喰くらい、「ぐえっ」と声を出す羽目になった。







　翌朝。

　千ち佳かは電車から降りて、学校までの道をひとり歩いていた。

　突とつ然ぜん、ぽんと肩かたに手を置かれる。

　登校中に接せつ触しよくしてくる相手は若わか菜なか由ゆ美み子こくらいだが、彼女らはまず声を掛かける。

　怪け訝げんな顔をして振ふり返かえると、そこにはぎこちない笑えみを浮うかべた由ゆ美み子こがいた。

　千ち佳かは力を抜ぬくものの、彼女の表情は硬かたいままだ。

「お、おはよ、渡わた辺なべ」

「……おはよう」

　様子のおかしい彼女に、とりあえず挨あい拶さつを返す。

　由ゆ美み子こは曇くもり空ぞらを見ながら、「あ～、今日雨降りそうだよねえ」と白々しいことを言う。

　さりげなさを全く装よそおえないまま、隣となりに並んだ。

　なに。

　なんなの？

　じろじろと彼女を見上げるが、由ゆ美み子こは気まずそうに空へ目を向けている。

　そして、こんなことを尋たずねてきた。

「渡わた辺なべってさ～……、『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』って演劇、知ってる？」

「知っているけれど」

「え、知ってんの？」

　人に聞いておいて、由ゆ美み子こはきょとんとしていた。

　肩かたを竦すくめながら、千ち佳かは答える。

「それ、物もの凄すごく有名な演劇だもの。感情表現が豊かなハーヴィー、表現が変化し続けるエマ、一人二役で演じる練習がうちの劇団でもあったくらい。登場人物が少なすぎるから舞ぶ台たいにかけることはなかったけど、とても人気の演劇よ」

　劇団出身の千ち佳かからすれば、何を今さら、という質問である。

　ただ、まるで演劇に触ふれてこなかった人間からすれば、知らなくても無理はない。

「そうなんだ……、へぇ～……。そっか……」

　……千ち佳かにとっては当然なのだから、瞳ひとみに尊敬の念を込こめるのはやめてほしい。

　由ゆ美み子この無自覚な視線にむず痒がゆくなったので、質問を返した。

「それで？　なぜいきなりそのタイトルを？」

　十中八九、彼女が演じる劇のことだろう、と思いながら問いかけた。

　人数も少ないし、用意する物も少ない。

　学生演劇でかけるにはぴったりだ。

　そんなことはわかりきっているのに、由ゆ美み子こは頰ほおを搔かいて顔を逸そらす。

「いや……、まぁ。別に。ちょっと、話を聞いたから、あんたに訊きいてみた、だけだけど」

　ぎこちなく、そんな言葉を吐はき出だす。

　なんというか、彼女も大たい概がいわかりやすい。

　由ゆ美み子こは直接的な話は出さないものの、興きよう味み津しん々しんとばかりに尋たずねてきた。

「一人二役の練習ってなに？　お姉ちゃんもそんなことやってたの？」

「えぇ。二役とも繊せん細さいな演技が必要なうえに、正反対のキャラクターだから。いい訓練になるわよ。……懐なつかしいわね。原作もとてもいいのよね。読み返そうかしら」

　劇団にいた頃ころの自分に想おもいを馳はせていると、由ゆ美み子こは「ふ、ふ～ん……、そんなのやってたんだ……」と顔をより近付けてくる。

　じろじろとこちらを見る彼女の顔には、「話を聞いてみたいなあ」と書いてあった。

　もし、由ゆ美み子こがちゃんと「話を聞かせて」とお願いするなら、一考もするけれど。

　こちらから水を向けることは、もちろんしない。する義理はない。

「それで？　それがどうかしたの」

「……イイエ？　別に。何もアリマセンケド」

　そっぽを向く由ゆ美み子こは、相も変わらず意地っ張りだった。







　由ゆ美み子こが何も言ってこないのであれば、千ち佳かも演劇に関わることはない。

　普ふ段だんどおりに過ごし、放課後となる。

　ただ、由ゆ美み子こからはアプローチがなくとも、別の子からはあった。

　若わか菜なだ。

「渡わた辺なべちゃ～ん。ちょっといい？」

　由ゆ美み子こがそそくさと教室を出て行ったあと、彼女は後ろから肩かたに手を置いてくる。

　嬉うれしそうに身体からだを揺ゆらしながら、こんなことを言い出した。

「渡わた辺なべちゃんは、由ゆ美み子こが演劇やるって話は聞いた？」

「……まぁ。人伝ひとづてには」

　少しばかり答えに迷ったものの、正直に答える。

　若わか菜なは笑えみを深めながら、由ゆ美み子こが出て行った扉とびらに目を向けた。

「実は今日から、体育館の裏で稽けい古こを始めるんだよね。ほかにできるところがないみたいでさ。渡わた辺なべちゃんも興味があったら、見に来るといいよ」

　そう言い残し、若わか菜なは「じゃね～」とあっさり教室を出て行った。

　情報を渡わたすだけ渡わたして立ち去るのは、何とも彼女らしい配はい慮りよだ。

「………………」

　歌うた種たねやすみの舞ぶ台たい演技。

　興味があるかないかで言えば……、ある。

　かなり。だいぶ。

　彼女がどんなふうに舞ぶ台たいで役を演じるのか、どう役を降ろすのか。

　演技は十人十色。

　同じ演目でも、演じる人間が変わればその人の色に染まる。

　特に『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』は有名作品だけあって、いろんな人が演じる様を見てきたし、千ち佳か自身も演じたことがある。

　あの演目が、歌うた種たねやすみの色に染まるのであれば。

　興味は、惹ひかれる。

「……ううん」

　でも……、なんか、ここで、見に行ってしまうと。

　由ゆ美み子こに興きよう味み津しん々しんと言うか、気になってしょうがないとか、そんな感じにならない？

　いっそ若わか菜なが強ごう引いんに引っ張ってくれれば、「連れられたから」と体てい裁さいを保てるけれど。

　まさか、彼女の気き遣づかいが裏目に出るなんて。

　だってもし、千ち佳かがのこのこ練習を見に行ったとして。

　由ゆ美み子こに見つかったら、どうなる？

『なに、渡わた辺なべ。そんなにあたしの演技が気になったの？　まー、あんたはあたしのこと大好きだもんね。しょうがないな、見てっていいよ。ほら、こっち座んな』

　そんなふうに言われたら、羞しゆう恥ち心しんで粉々になってしまうかもしれない。

　めちゃくちゃ嫌いやだ。

　……でも、見たいは見たい。

　腕うでを組んで、天てん井じようを見上げる。

　どうしたものか、と千ち佳かは悩なやんだ。

「……………………」

　それに、気に掛かかることもあった。

　自身が演じることで、きっと彼女も実感するのではないだろうか。

　自分たちは演者。声優。

　ずっと、その道にこだわってきたけれど。

　演技というものは──。

　どこでだって、できてしまうということに。




　　　　　　　　　　　　♥




　演劇同好会は、思った以上に張り切っているようだ。

　あの集まりから数日も経たたないうちに、本読みが終わった。

　台本を持ったままでいいから立たち稽げい古こをしてみよう！　という話まで進んでいる。

　アフレコと演劇の違ちがいを早く体験しておきたい。

　由ゆ美み子こはそう思っていたので、早々に立たち稽げい古こができるのはありがたかった。

　ただ立たち稽げい古ことなると、さすがにあの狭せまい部室ではできない。

　かといって、体育館を使うには手続きがいる。

　というわけで放課後、由ゆ美み子こたちは体育館裏にやってきた。

　部活動をしている生徒の視線が気にならないでもないが、この際仕方がない。

　委員長、みよっち、りーこの三人に由ゆ美み子こ、そして見学で若わか菜ながいた。

　体育館の扉とびらのそばに、三人は腰こしを下ろしている。

　一方、由ゆ美み子この前には委員長が相対していた。

　その手には、由ゆ美み子こと同じ台本が握にぎられている。

『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』の台本だ。

　委員長の眼鏡の奥には、明らかな緊きん張ちようが見て取れる。

　委員長は、人前での演技は初体験。その緊きん張ちようも仕方がない。

　由ゆ美み子こだって、初めてのオーディションは手が震ふるえてしょうがなかった。

　緊きん張ちようをほぐす意味で、由ゆ美み子こは雑談を挟はさむ。

　台本を眺ながめながら、疑問を口にした。

「なんか、変な感じ。ハーヴィーって男じゃん？　あたし、ちっちゃい男の子はやったことあるけど、成人男性はさすがに初めてだよ。これ、別にあたし髪かみは切らなくていいんだよね？」

　その疑問に、りーことみよっちは頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ。まぁ当日は髪かみを括くくってもらうし、メイクも変えてもらうけど」

「演劇は異性を演じてもいいし、ひとりで何役もやっていい。赤あかん坊ぼうからお年寄りまで何でもござれ。舞ぶ台たいは自由だぜ。それが演劇の良さだよ、由ゆ美み子こ」

　うんうん、と頷うなずきながらふたりは言う。

　軽く身体からだを動かしながら、由ゆ美み子こは台本を見つめた。

　成人男性の役も初めてだが、演技に合わせて身体からだを使うのも初めてだ。

　舞ぶ台たいの上では立ち位置も変わるし、身み振ぶりで表現をする必要がある。

　アフレコでも由ゆ美み子こは手て振ぶりをまじえるし、表情だって変える。

　けれど、その場から動くことはないし、あまり激しく動くとマイクに音が入ってしまう。

　アフレコで気を付けている部分が、演劇では必要な行動になる。

　その差が難しかった。

　大体、セリフだってアフレコなら覚えなくていい。そこも心配の種だ。

　でも、その知らない世界に触ふれることが楽しかった。

「演劇は、気を付けるところからして違ちがうんだよなー……。委員長、何か気になることあったら教えてね」

「う、うん。由ゆ美み子こも、何かあったら教えて」

　憧あこがれの役やく柄がらを演じられるだけあって、委員長は硬かたくなっていた。

　とはいえ、由ゆ美み子こだってそれほど余よ裕ゆうがあるわけでもない。

「……よし。由ゆ美み子こ。まずは、一度やってみよう」

　委員長は覚かく悟ごを決めたようだ。

　そうだ、やってみなければわからない。

　由ゆ美み子こは台本に目を落として、自分のセリフを確かく認にんする。

　真っ白なページに、蛍けい光こうペンで強調してある自分のセリフたち。

　それを見つめながら、由ゆ美み子こはゆっくりとスイッチを入れる。

　それと同時に、りーこがパンっと手を叩たたき、「はい、スタート！」と声を上げた。

　冒ぼう頭とうは、主人公ハーヴィーが目覚めるところから始まる。

　寝ね起おきの気だるげな声を出し、起き上がる動作を上半身で表現したあと。

　由ゆ美み子こは、大きく声を張り上げた。

「──ふははっ！　い～い目覚めだ！　世界もこの大名優・ハーヴィーの目覚めをさぞかし喜んでいることだろう！　さて、私はどれくらい眠ねむっていた？　百年か？　二百年か？　それとも一千年？　たとえどの時代であっても、私の芝しば居いを聴ちよう衆しゆうが待っているだろう！」

　由ゆ美み子こが声を上げた途と端たん、委員長の表情がサッと変わる。

　その声量の大きさに、視界にいる生徒が「なんだ？」といった表情でこちらを見た。

　恥はずかしくないわけではないが、恥はじ入いっては演技などできない。

　構わず、由ゆ美み子こは大おお袈げ裟さなくらいに手て振ぶりをまじえて、演技を続けた。

「しかし、随ずい分ぶんと静かじゃあないか。まるで私が眠ねむっている間に、世界が滅ほろびたかのよう！　なぁ～んてな、ふはははっ！」

　ハーヴィーはとにかく陽気で、声も身み振ぶりも大きい。

　イラストもないし、設定資料も少ないが、由ゆ美み子この感じたハーヴィーを演じていく。

　そこで、アンドロイドのエマ──、委員長の出番がきた。

　彼女は由ゆ美み子この前にするりと現れ、抑よく揚ようのない声でこう言う。

「ハーヴィー様。お目覚めでしょうか」

「おおっと!?　だれだね、君は！　すまないが、アンドロイドの知り合いはいないものでね。自じ己こ紹しよう介かいを頼たのむよ」

「申もうし遅おくれました。あなたのコールドスリープ中、そして目覚めたあとのお世話を任された、アンドロイドのエマと申します」

「あぁそうだったかな！　すまないね、私はどれほど眠ねむっていた？」

「およそ五百年ほど。そして、ハーヴィー様。大事なことをひとつお伝えいたします」

「なんだね！　世界中の聴ちよう衆しゆうが私を待っていることか？　いいだろう、すぐに演じよう！　何せ、私は世界一の名俳優！　さぁさ、どこに向かえばいい？」

「世界は滅ほろびました。生存者は、ハーヴィー様ただひとりだけ。聴ちよう衆しゆうはもうおりません」

「な、なんだってぇ────ッ！」

　ハーヴィーの絶ぜつ叫きようで、プロローグが終しゆう了りようする。

『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』は、滅ほろんでしまった世界の中で、俳優・ハーヴィーとアンドロイド・エマの対話を描えがく物語だ。

　こんな世界でも、ハーヴィーは変わらず明るく生き続ける。

　けれど、彼には抱かかえているものがあって……、という物語だ。

　キリのいいところまで進めて、一度、稽けい古こをストップする。

　由ゆ美み子こと委員長は同時に、はあ、と大きく息を吐はき、身体からだの力を抜ぬいた。

　途と端たんにみよっちたちが大きな拍はく手しゆを送ってくる。

「由ゆ美み子こ、すごいなぁ……！　さすが声優さんだ。声量も演技の仕方も、全然違ちがうよ！」

「びっくりした！　やっぱプロって違ちがうね！　なんだよぉ、演劇いけるじゃん！」

「格好よかったよ、由ゆ美み子こー！　めっちゃハーヴィー！　もうわたし本番が楽しみだよ！」

「えぇ？」

　褒ほめられるとは思っていなかったので、たじろいでしまう。

　最初だから仕方ないが、おそろしく粗あら削けずりだ。

　とても満足できる演技ではない。

　アフレコとの違ちがいにも、四苦八苦するばかりだった。

「声は出てたかもしれないけど……。全然動けなかった。ちょっとでも気を抜ぬくと、棒立ちしそうになるよ。難しいね、演劇」

　荒あらい息を吐はきながら、そう答える。

　声だけでなく、表情、身体からだ、立ち位置、動きすべてに意識を注がなくてはならない。

　使っている箇か所しよが全く違ちがう。

　しかし、委員長は力強く頷うなずいた。

「ううん、由ゆ美み子こすごかったよ。すごく、すごく上手だった。やっぱり由ゆ美み子こに主役お願いしてよかった……。頼たよりになるよ」

　委員長はほっとしたような笑えみを浮うかべている。

　そこには、素す直なおな賞賛を感じられた。

　そう？　と頭を搔かいてしまうが、褒ほめてもらえるのなら悪い気はしない。

　さらに若わか菜ながいたずらっぽい笑えみで、周りに目を向けた。

「うん、めっちゃよかったって！　みんな観みてるくらいだよ。ほら見てみ？」

「うん？」

　若わか菜なに言われるがままに、周りを見み渡わたす。

　いつの間にか、遠巻きに見る生徒が増えていた。

　揃そろって感心したような顔をしている。

　目が合うと拍はく手しゆをしてくれたので、「あ、どーもどーも」と由ゆ美み子こも頭を下げた。

「……んん？」

　慌あわてて建物の陰かげに引っ込む影かげが見えた。

　なんだろう。

　若わか菜なはニマニマと笑っているから、彼女が何かやったのかもしれない。

　まぁ見えないものを気にしてもしょうがない。

　そのあとは、委員長たちと意見を交こう換かんしながら、「こうしたほうがいいんじゃないか」と演技を詰つめていった。

　監かん督とくがいないのであれば、自分たちで方向性を定めなければならない。

　その時間も新しん鮮せんで楽しかった。

　だが、あまり根を詰つめるのもよくない。

　その日は、ほどほどのところで解散となった。

　時間はまだ少し早かったので、若わか菜なとふたりで軽く勉強してから帰った。

　学校から出ると、外の空気が冷たくなり始めている。

　最近は陽ひが沈しずむのが早くなり、空には星が瞬またたいていた。

　それを眺ながめていると、若わか菜なが嬉うれしそうに身体からだを近付けてくる。

「それで、由ゆ美み子こ。演劇の稽けい古こ、どうだった？」

「あぁ、すごく楽しかったよ。難しいとは思うけど、その分やり甲が斐いあるっていうか。委員長も本気だったし、張り切っちゃうなー……。明日はもっと上う手まくやりたいね」

　若わか菜なに気を遣つかったわけではなく、正直な気持ちを口にする。

　若わか菜なは嬉うれしそうに、「そっか」と微ほほ笑えんだ。

　けれど、ゆっくりと顔を覗のぞき込こんでくる。

「でも由ゆ美み子こ。なんかこう……、考え込んでない？」

「んー……？　あー……、そうかも」

　考えに耽ふけることは最近よくあった。

　充じゆう実じつしている、と感じたとき。

　楽しい、と心から笑えたとき。

　ふっと頭の中に、疑問が現れるときがある。

　空に浮うかぶ星を眺ながめながら、親友に想おもいを吐はき出だした。

「こんなことしてていいのかな～？　って思うんだよ」

「うん？」

「あたし、最近めっちゃ楽しいんだよね。学校でいろんなことやって、ずっとみんなといっしょにいてさ。それが当たり前みたいに、毎日続いて……。こういう青春もあったのかなっていう気持ちと、こんな時間を過ごしてていいのかなあ、っていう気持ちが、こう、複雑に混ざってるんだよ」

　今までずっと、声優業を頑がん張ばってきた。

　間ま違ちがいなく充じゆう実じつしていた。

　苦しいことはたくさんあったけど、得られたものはもっとあった。

　あそこが自分の居場所だと、心から思っていた。

　しかし、今はそれらから離はなれて、普ふ通つうの高校生活を送っている。

　それがすごく──、心ここ地ちよかった。

　もしかしたら由ゆ美み子こは、声優になっていなければ、こういう青春を送っていたのかもしれない。

　力いっぱい高校生活を楽しんで、人並みに悩なやみはあったかもしれないけど、それでも最後には「楽しかった！」と友達に囲まれて笑っているような。

　でも、その想像は声優としての自分を否定しているようで。

　だけど、今の楽しさは本物で。

　答えが出ないことを、ぐるぐる考え込んでいる。

　それに対して、若わか菜なはあっけらかんと言った。

「楽しいと思ってるなら、それはいいことなんじゃないの？　これから大学だってあるんだし、まだまだ続いていくわけじゃん。由ゆ美み子こなら、充じゆう実じつした大学生活ってやつも満まん喫きつできるだろうし。それが『やりたいこと』になっても、おかしくないんじゃない？」

「え？」

　若わか菜なの言葉に、真顔で返事をしてしまう。

　彼女は慌あわてて手を振ふった。

「や、声優の由ゆ美み子こを否定するわけじゃないよ？　でも由ゆ美み子こってさ、たまにめっちゃ辛つらそうなときあるじゃん。で、今はそれがない。楽しいわけでしょ？　それってどっちが由ゆ美み子この『やりたいこと』なのかな～って」

「それは……、そう、だけど」

　声優は、決して楽しいだけじゃない。

　今までだって、驚おどろくほど辛つらいことはたくさんあった。

　裏営業疑ぎ惑わくのときだって、ファントムだって、乙おと女めのことだって、結ゆ衣いのことも、ティアラのことだってそうだ。

　圧おし潰つぶされそうになりながら、必死で走ってきた。

　でも、それは必要なことだったはず。

　若わか菜なは、それをやんわりと否定する。

「わたしには声優の仕事って、よくわかんないけどさ。由ゆ美み子こはなんだか驚おどろいてたけど、委員長たちみたいに『やりたいことを、やりたいからやる』って、ふつーのことだと思うよ。由ゆ美み子こが本当に『やりたいこと』が……、たとえば、普ふ通つうの高校生や大学生っていうんならさ。別にやってもいいんじゃない？」

　委員長たちが、普ふ通つう。

　その普ふ通つうが、自分の『やりたいこと』？

　憧あこがれを自分の手で形にして、やりたいから演劇に踏ふみ出だし、仲間といっしょに笑い合う。

　彼女たちの三年間は、劇的ではないけれど。

　きっと穏おだやかでそれでいて楽しく、そして最後は気持ちのいい終わり方をするんだろう。

「……うん……」

　演技がしたいだけなら、委員長たちみたいにアマチュアでだってできる。

　声優の道にこだわるのなら、その道に進む理由が必要だ。

　一年前は、こんなこと思いもしなかった。

　何も疑わず、裏営業疑ぎ惑わくで声優をやめさせられそうになったときは、涙なみだを流して「いやだ」と震ふるえていたのに。

　この一年間で由ゆ美み子こはひとつ大人になり、そしていろんな経験をしてきた。

　若わか菜なの言うことは、正しい。

　委員長たちを、由ゆ美み子こは『羨うらやましい』と感じてしまった。

　そういうのいいね、と憧あこがれてしまった。

　声優の世界に戻もどるのなら、今まで感じた苦しみと再び向き合うことになる。

　けれどこの世界に残れば、由ゆ美み子こはずっと楽しいままの生活をきっと送れる。

　それを選ぶ権利を、ほかのだれでもない由ゆ美み子こ自身が持っていた。

「…………………………」

　由ゆ美み子こは空を見上げる。

　なぜだか、無む性しように千ち佳かの顔が見たかった。
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『ティアラ☆スターズ☆レディオ』の第26回収録日。

　御お花はな飾かざ莉りがブースに入っていくと、既すでにそこには双ふた葉ばミントの姿があった。

　子供特有のやけにさらさらな髪かみを流し、くりっとした瞳ひとみやぷにっとした頰ほおが庇ひ護ご欲よくを誘さそう。顔も身体からだも不安になるくらい小さく、細すぎる腕うでは目を逸そらしたくなるほど。

　ウサギのマークのＴシャツに薄うす手でのパーカーを重ね、下はハーフパンツを穿はいていた。

　彼女は双ふた葉ばスミレという大女優の娘むすめだし、家にもお金はいっぱいあるだろうに、なんだか服装はちゃんと小学生！　という感じだ。

「お疲つかれ様さまです」

　飾かざ莉りに気付いたミントが、ぺこりと会え釈しやくしてくる。

　飾かざ莉りはひらひらと手を振ふりながら、「お疲つかれ～」と向かいの席に腰こし掛かけた。

　ミントは傍かたわらにランドセルを置き、ノートと教科書を開いて睨にらめっこしている。

「ミントちゃん、何してんの～？」

「宿題です。さんすう」

　鉛えん筆ぴつ（シャーペンじゃなくて、鉛えん筆ぴつ！）でカリカリ、と一いつ生しよう懸けん命めい数字を書いている。

　その光景を見ていると、思わずうわあ、と声が出た。

「宿題か～……、めんどくさいよねぇ、そういうの」

　少し前まで学生だっただけに、その煩わずらわしさにげんなりしてしまう。

　卒業したときは、もう勉強からも宿題からも解放だ！　と思っていたのに、むしろ今のほうが勉強も宿題もたっぷりある。

　己おのれの境きよう遇ぐうに苦く笑しようしながら、ミントに話はなし掛かけた。

　いい大人だったら邪じや魔ましないようにそっとしておくのだろうが、飾かざ莉りは悪い大人だ。

「ミントちゃん、偉えらいねぇ。空き時間を使って、宿題するなんて」

　仕事と学校の合間に宿題を片付けるなんて、何とも立派な小学五年生だ。

　しかし、ミントはノートに目を落としたまま、さらりと答えた。

「そうでもないです。宿題はやらなきゃいけないことなのに、仕事場でやってたら『偉えらいね』って褒ほめられて評価が上がるから、これ見よがしにやってるだけです」

「ちょ、ちょこざい……！」

　思ったよりも、したたかだった。

　小学五年生がそんなことを考えているのは、なんだかショック。

　けれど元々、彼女は関係者に対しては物もの凄すごく折り目正しい。

　人生の大半を業界で過ごしているだけに、そういったことには自然と順応していくのかもしれない。

　……結構苦労しているみたいだし。

「よし、終わり」

　ミントはノートをぱたんと閉じる。

　ミントがこちらに顔を向けると、かわいいヘアピンがきらりと光った。

「御お花はなさん。最近、歌うた種たねさんと会いました？」

「うん？　えー、どうだろ～。会ってない、ような気がするけど。いちいち意識しないから忘れちゃうなぁ。なんで～？」

　飾かざ莉りの質問に、ミントは憂ゆう鬱うつそうに息を吐はいた。

　頰ほお杖づえを突ついて、唇くちびるを尖とがらせる。

「なんというか……。前は、ライブの練習で毎日のようにみんな集まってたじゃないですか。それがなくなって、つまんないなって思ってるだけです」

　その態度と口ぶりに、飾かざ莉りの感情がうずうずする。

　にやあっと笑えみを浮うかべながら、ミントの顔を覗のぞき込こんだ。

「そういうこと～？　ミントちゃん、寂さびしいんだ～？　そうだよねえ、ミントちゃんってやすみちゃんに懐なついてたもんねえ。そっかぁ、寂さびしいかぁ。お姉さんが慰なぐさめてあげよっか？」

　それを聞いて、ミントはすぐに顔を真っ赤にした。

　見るからに意地になった様子で、大きな声で反論する。

「はぁ!?　だれも寂さびしいなんて言ってません！　キョッカイするのはやめてください！　ただちょっとつまんないって言っただけじゃないですか！　御お花はなさん、性格悪いですよ！」

「ごめんって～」

　ミントの反応が素す直なおすぎて、キャッキャしてしまう。

　本当に寂さびしがっているだろうから、あまりイジると泣き出しそうだ。

　ほどほどにして、彼女の言葉を受け止めた。

「そうだねえ。仕事が重ならないと会うこともないしね～。あたしはむしろ、会うことなくなってせいせいしてるけど。でも、ミントちゃんなら『会いたい』って言えば、やすみちゃんも喜んで来てくれるんじゃないの～？」

「……別に、会いたいわけじゃないですけど。万が一、わたしがそう思っていたとして。『会いたい』って言うのは、なんか違ちがう気がします」

　意地を張っている部分もあるだろうが、その気持ちはわかる。

　いくらミントが先せん輩ぱいであろうと、大人ぶっていようとも、年ねん齢れいは十一歳。

　高校生の由ゆ美み子こを呼び出して、遊ぼう、と言うには歳としが離はなれすぎている。

　由ゆ美み子こならきっと来てくれるだろうが、対等の遊び相手というよりは、どうしても子こ守もりになってしまう。

　ミントもそこは理解しているのだろう。

　無条件で同じ空間にいられた、あの時間はミントにとって貴重だったわけだ。

　彼女が素す直なおに、「遊んでください！」と言えるような子なら、また別なんだろうが。

「……………………」

　それに、飾かざ莉りだって人のことは言えない。

　自分のことをお説教してくれて、ご飯を奢おごってくれて、何かと気に掛かけてくれた先せん輩ぱい。

　柚ゆ日び咲さきめくると同じ時間を過ごせたのは、飾かざ莉りは素す直なおに嬉うれしかった。

　会う機会がなくて張り合いがないけれど、かといって彼女に「ご飯奢おごってくださいよ～」なんて連れん絡らくする勇気や可か愛わいげは、飾かざ莉りにだってない。

「またライブとかあればいいんですけどね」

　ミントはため息を吐つきながら、教科書とノートを片付け始める。

「またあるよ、きっと」

　気休めではなく、自分の願望も込こめて飾かざ莉りは答える。

　しかし、少しばかりしんみりした気分は、彼女の持つ教科書とノートを見て吹ふき飛とんだ。

　そこには、彼女の名前が書かれている。

　双ふた葉ばミントではなく、本名だ。

　名前欄らんには黒い文字でしっかりと、

『五年二組　山やま本もとみんと』

　と書かれていた。

「………………。ミントちゃんって、本名もみんとって言うの……？」

　その問いかけに、ミントは首を傾かしげる。

　さも当然のように答えた。

「言ってませんでしたっけ。山やま本もとみんとです。お母ちゃん……、母が、世界でも通用する名前、ってことで付けてくれました」

「そう、なんだ……、かわいいね……」

「ありがとうございます」

　ふふ、と笑うミントは嬉うれしそうだ。

　大女優の考え方はグローバルだなあ……、と慄おののく飾かざ莉りだった。




　　　　　　　　　　　　♥




　それは全くの偶ぐう然ぜんだった。

　放課後に若わか菜なたちと勉強会をし、別れたあとに「ついでに買い物しとこう」と、普ふ段だん利用しない駅で降りたときのこと。

　由ゆ美み子こはほかの乗客とともに駅の外に流されながら、「はて、この駅って前に使ったことがあったような」とふと思う。

　そこまで考えて、ぱっと答えが思おもい浮うかんだ。

　あ、そうだ、収録スタジオが近くにあるんだ。

　そう閃ひらめくのと、その人たちと出会ったのはほぼ同時だった。

「あ」

「ん」

「……」

　見覚えのある二人組とぱっちり目が合い、声が漏もれる。

　片方は少しだけ驚おどろき、もう片方はいつもの無表情。

　わあ、豪ごう華か！　と由ゆ美み子こは思わずにいられない。

　由ゆ美み子こは満面の笑えみで、ふたりの元に歩み寄った。

「お疲つかれ様さまです、森もりさん、大おお野のさん」

　そこにいたのは、ベテラン声優の森もり香か織おりと大おお野の麻ま里りだった。

　森もりはいつもどおりの黒いワンピース。長い黒くろ髪かみをただ流していて、無表情で佇たたずんでいた。

　表情に感情の機き微びは見られない。歳としを取るのを忘れてしまったかのように、相変わらず四十代後半とは思えない姿をしていた。

　大おお野のは白のトップスにストライプシャツを羽織り、タイトなネイビーパンツを穿はいている。ヒールを履はいているせいか、普ふ段だんよりさらにスラッとして見えた。

　サッパリしたショートヘアが、とても似合っている。

　初代プリティアと二代目プリティアを演じた、由ゆ美み子この尊敬する女性声優である。

『幻げん影えい機き兵へいファントム』では共演し、当時は厳しく指導してもらった。

「ふたりとも、収録だったんですか？」

　スタジオが近くにあるから、十中八九そうだろうと思って尋たずねる。

　すると、大おお野のが複雑そうな表情で腰こしに手を当てた。

　そっぽを向いて、呟つぶやく。

「嬉うれしそーに寄ってきちゃって、まあ」

　なぜか歓かん迎げいされていないようで、由ゆ美み子こは首を傾かしげる。

　森もりが静かに、そして端たん的てきに「そう」と答えた。

「今からご飯を食べに行くところ」

「余計なこと言うんじゃないよ」

　森もりが抑よく揚ようなく答えると、なぜか大おお野のが窘たしなめた。

　森もり香か織おりは、食事や飲みの席には決して出ない、付き合いの悪い声優として有名だ。

　しかし大おお野のだけは例外らしく、ファントムの収録の際もふたりで出で掛かけていた。

　いいなぁ～……、と羨うらやましく思ったことをよく覚えている。

　そのあと、奇き跡せき的てきに森もりはご飯に連れて行ってくれたけれど。

　もうひとりの女性に、由ゆ美み子こは不満をぶつける。

「大おお野のさん、いつご飯連れてってくれるんですか。予定聞いても『また今度な』ばっかだし」

　以前、大おお野のに進路の相談をした際、『今度、メシでも行くか』と誘さそわれた。

　社交辞令なんて知ったこっちゃない由ゆ美み子こは、そのあと何度か「いつ行きます？」と尋たずねたのだが、待てど暮らせど渋しぶい返事ばかりだった。

　それを聞いて、大おお野のは口をへの字にする。

　嫌いやそうに、こちらに顔を近付けてきた。

「あんたが受験生だから遠えん慮りよしたんだっつーの。こっちの気も知らないで。勉強しろ」

　態度がよそよそしかったのは、それが原因らしい。

　会えば、「ご飯行きましょうよ！」と催さい促そくされるのが目に見えていたんだろう。

　実際してるし。

　少し前の由ゆ美み子こなら、それを言われたら怯ひるんでいたかもしれないが。

「大だい丈じよう夫ぶです。最近めっちゃ勉強してます。おかげさまで順調です」

　今なら胸を張れる。

　声優業から離はなれると案外やることがなく、空いた時間は「じゃあ勉強するか」となる。

　仕事の代わりにやっているせいか集中力も高く、めきめきと勉強が捗はかどっていた。

　大おお野のは意外そうに目を瞬しばたたかせる。

「そうなの？　歌うた種たねのことだから、勉強ほっぽって仕事に掛かかりきりだと思ってたよ。そういえば、勉強はできるって言ってたね」

　その言葉には、苦笑いしか返せないが。

　そこで、黙だまって佇たたずんでいた森もりがするりと口を開いた。

「それなら、歌うた種たねさんもいっしょにご飯行く？」

「おい」

「え、いいんですか」

　森もりの誘さそいに、大おお野のと由ゆ美み子この声が同時に重なる。

　ぜひ行きたい。

　めっちゃ行きたい。

　初代プリティアと二代目プリティアのふたりとご飯だなんて、夢のようだ。

　しかし、大おお野のの許可が出ないならダメだろう。

　物もの欲ほしそうに大おお野のを見ると、彼女は頭を搔かきながらため息を吐ついた。

「わかったよ、そんな目で見るな。受験勉強も順調だって言うし、ちょっとだけね」

「やたっ。ありがとうございます、大おお野のさんっ」

「はいはい……、ま。森もりが誘さそう後こう輩はいなんて、あんたらくらいだしな」

　と、いうわけで。

　大おお野のと森もりに連れられて、近くのお店にやってきた。

　元々行くお店は決まっていたらしい。上品な佇たたずまいの居酒屋だった。

　間接照明が店内を照らし、落ち着いたＢＧＭが静かに流れている。

　店内の雰ふん囲い気きもよく、とても居い心ごこ地ちがよさそうなお店だ。

　掘ほりごたつの個室に通されたあと、大おお野のがメニューを開いてこちらに向けた。

　値段はお店の品格と比例しているらしく、数字におおう……、となってしまう。

「歌うた種たね、遠えん慮りよしないでいいからね。好きなもの頼たのみな」

「大おお野ののおごり？　ご馳ち走そう様さま」

「ふざけんな。森もりとあたしで割わり勘かんだっつーの」

　ふたりのやりとりに笑いつつ、ご馳ち走そうになります、と由ゆ美み子こは頭を下げた。

　当然由ゆ美み子こはお酒を飲まないが、お酒を飲む人との食事は慣れている。

　適当に料理を注文すると、ふたりのビール、由ゆ美み子このオレンジジュースが卓たくに届いた。

「はい、乾かん杯ぱい」

「かんぱーい」

「乾かん杯ぱい」

　なんともまばらな乾かん杯ぱいとともにグラスを合わせ、ごくごくと喉のどに流し込む。

　ふたりはいい飲みっぷりだった。

　どうやらお酒にも強いようで、特に森もりは一いつ切さい表情も態度も変えない。

　大おお野のは少しだけ饒じよう舌ぜつになるようで、「歌うた種たね、森もりはこいつ本当になぁ」と本人の目の前で様々なエピソードを話してくれた。

　楽しい飲み会だった。

　そうして、しばらく三人で料理をつついたあと。

　おもむろに、大おお野のがこんなことを言い出した。

「で、歌うた種たね。今日はなんか相談でもあんの」

「え？」

　そんなつもりはなかった。

　単純に、大おお野のたちとご飯に行きたかっただけだ。

　ただ、大おお野のは以前も同じようにそう切り出し、由ゆ美み子こは結局相談に乗ってもらった。

　もしかしたら、彼女は普ふ段だんからそうして後こう輩はいの相談に乗っているのかもしれない。

　大おお野のは、生き残れると思った声優としか関わろうとしない。

　裏を返せば、そう思った相手には面めん倒どう見みがいいのかもしれなかった。

「そうですね……、聞いてもらってもいいですか……？」

　何せ、相手は経験も芸歴も豊富な、尊敬する先せん輩ぱいふたりだ。

　今の状じよう況きようを伝えれば、的確なアドバイスをもらえるかもしれない。

　由ゆ美み子こは、声優としての自分を振ふり返かえる。

『歌うた種たねやすみ』を振ふり返かえる。

　聞いてもらいたい話、助言をもらいたい悩なやみはたくさんあった。

　それを淡たん々たんと語っていく。

「あたし今、全然仕事ないんですよ。今期なんて、アニメの仕事はゼロだし。オーディションにも受からなくて。それが、どうしても不安で。焦あせって。仕事は楽しいんですけど……、他人に嫉しつ妬としたり、苦しいことも多くて。まぁ売れてないから、当たり前なんですけど……。これっていつまで続くのかなって」

　慣れ親しんでしまった、悩なやみや不安。

　そこまでは、由ゆ美み子こもはっきりと自覚している感情だった。

　千ち佳かへの想おもいや、今の状じよう況きようの不ふ甲が斐いなさ。

　付つき纏まとう恐きよう怖ふ。異様なまでの無力感。

　普ふ段だん感じていることを、そのまま口にするだけ。

　しかし。

　それだけでは、なかった。

　気が付くと、ほとんど無意識のうちに言葉を繫つなげていた。

　それは、『歌うた種たねやすみ』と『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』の乖かい離りが原因だった。

「今あたし、マネージャーから『受験生だから勉強に集中しろ』って、オーディション受けるのを止められてるんです。そしたら……、そしたら。あたし、今めっちゃ学校が楽しいんですよ。嫉しつ妬とも不安もなくて、すっごく穏おだやかで」

　いつの間にか目を伏ふせていて、それでも独白のように続けてしまう。

「友達と文化祭の準備をしたり、勉強会やったり。演劇なんかも今度やることになって。それがめっちゃ楽しくて、心ここ地ちよくて、物もの凄すごく楽なんです。そのせいかな、そのまま流されちゃいそうで……」

　そんなこと、言うつもりはなかったのに。

　いつの間にか、自分の弱さをさらけ出していた。

　大おお野のも森もりも、声優業界の第一線に常にいる。

　そんな人たちにすべき話じゃないのに、がっかりされるかもしれないのに。

　甘っちょろいことを言うな、と𠮟しつ咤たされるかもしれないのに。

　だけど。

『でも由ゆ美み子こってさ、たまにめっちゃ辛つらそうなときあるじゃん』

　若わか菜なの声が、頭の中に響ひびいていた。

　その声が証明するように、辛つらかった出来事が頭を占しめている。

　今まで自分は、それを当然のように受け入れていたけれど。

　それは当たり前のことじゃない、とやさしく否定された。

　だって、由ゆ美み子こが今いるこの場所は、そんな世界じゃないのだから。

　もう由ゆ美み子こは、知ってしまった。

　理性が「言うな」と訴うつたえているのに、それでも由ゆ美み子こは吐はき出だしてしまう。

「あたしは、声優をやるのが苦しいのかもしれない……」

　かもしれない、じゃない。

　苦しい。

　自分で口にして、はっきりと自覚した。

　愕がく然ぜんとしながら。

　仕事がないことに焦あせり、強い嫉しつ妬とを覚え、答えのない演技に思おもい惑まどい、生活は仕事中心になり、未来に不安を覚え、悩なやみは尽つきず、芸歴と歳としを重ねることに怯おびえ、重圧に圧おし潰つぶされる。

　そんな生活が、苦しくないわけがない。

　由ゆ美み子こにとって学校は、楽しくて楽しくて、楽しくて仕方がない場所だ。

　そこからわざわざ出て行き、苦しみながら声優の道を歩いていたことを。

　自覚、してしまった。

「……………………」

　ふたりは無言で、日本酒を口に含ふくんでいた。

　呆あきれて物も言えないのかと思ったが、そうではなく。

　由ゆ美み子この気持ちが落ち着くのを待っていたのかもしれない。

　由ゆ美み子こが、『声優が苦しい』と自覚したのは、かなり大きなショックだった。

　まさか、自分がそんなことを感じていたなんて。

　大おお野のは由ゆ美み子こをしばらく眺ながめたあと、ゆっくりと口を開く。

「あのな、歌うた種たね。たぶんだけど、あんた何か勘かん違ちがいしてる。売れてないから悩なやみが尽つきない、売れたら悩なやみはきっとなくなる……、なんて思ってないか。あたしらを見て、何も悩なやみがないんだろうな～、とか考えてるだろ」

「悩なやみがない、とは言いませんけど……」

　少なくとも、自分みたいにウジウジ悩なやむことはないと思っている。

　大おお野のはため息を吐ついてから、親指で森もりを差した。

「まぁ。こいつはアホだから、悩なやみなんてないかもしれないけど」

　由ゆ美み子こは苦く笑しようするしかない。

　森もり香か織おりをアホ呼ばわりできる人なんて、きっとこの世に大おお野のだけだ。

　森もりの表情は変わらないものの、むっとしたらしい。

　こんなふうに森もりの感情を動かせるのも、大おお野のだけかもしれない。

「そんなことない。わたしにだって、悩なやみはある」

「森もりさんにも、あるんですか」

　反射的に聞いてしまう。

　森もり香か織おりは、ずっと最前線で活かつ躍やくしている声優だ。

　現場での立たち振ふる舞まいも堂々としていて、周りの目も全く気にしない。

　そんな彼女が抱いだく悩なやみを、淡たん々たんと口にしていった。

「単価が高いから、あんまり呼ばれなくなる。安さと若さでは、新人には絶対に勝てない。そういう子たちが主役を持っていくのを見ると、若さが羨うらやましくなる。事務所も主役のオーディションなんて、なかなか回してくれないし。そんなとき、いつも思う」

　森もりは一度言葉を区切ると、目を前に向けた。

　その瞳ひとみには何も映していない。

　真っ黒な瞳ひとみのまま、ぞわっとするようなことを言う。

「『わたしのほうが上う手まいのに』──、って」

　それは、そうだろう。

　森もりと真っ向から競きそって、勝てる声優なんてそうそういるものじゃない。

　だからこそ、「あっ」と気付いた。

　大おお野のは頰ほお杖づえを突つき、皮肉げな笑えみを浮うかべる。

「まぁなぁ。自分のほうが上う手まいのに、演技も自信あるのに、役を持っていかれる。それに納なつ得とくいかねーのはわからんでもない。森もりの声はまだまだ若いし。今でも主役やりたいって思ってるくらいだからな」

　森もりはこくりと頷うなずく。

　その悩なやみは、由ゆ美み子こからすれば物もの凄すごく贅ぜい沢たくな悩なやみだ。

　しかし、『自分のほうが上う手まい』と確信しながら、自分のやりたい役を取られていくのは。

　それはそれで、耐たえ難がたい苦痛のような気がした。

　由ゆ美み子こがそう感じていると、大おお野のとぱっちり目が合う。

　彼女は、肩かたを竦すくめながら言葉を付け加えた。

「まぁでも、こいつはやっぱアホだよ。普ふ通つう、後こう輩はいに譲ゆずってやらなきゃ、って思うだろ。三十年いんだぞ、この業界に。なんで新人と張り合ってるんだよ、アホか」

「知らない。わたしより下手なのが悪い」

　アホ呼ばわりする大おお野のも、しれっと返す森もりにも、由ゆ美み子こは苦笑いしかできない。

　大おお野のの言うことはもっともだが、声だけで演じるのが声優だ。

　森もりは今でも十代の役を不自然なくこなしてしまうし、その演技力も凄すさまじい。

　役への貪どん欲よくな執しゆう着ちやくを、年ねん齢れいで切り捨てられるのは辛つらいかもしれない。

　だが、大おお野のは面めん倒どうそうに指し摘てきする。

「あのな、歌うた種たね。今のは悪い例。こいつ、平気な顔してプリティアのオーディションを受けようとするくらいだぞ。後こう輩はいから怒おこってやれよ」

「え……、えぇ!?　も、森もりさん、なんでそんなことするんですか!?」

　頓とん狂きような声を上げてしまう。

　だって、森もり香か織おりは『魔ま法ほう使つかいプリティア』で初代主人公を演じた声優だ。

　だというのに、なぜまたプリティアになろうとしているのか。

　森もりは、まるで悪びれずに答える。

「わたしが初代を演じたのは、十年以上前。それから十作品以上も出てる。そろそろ、わたしがもう一度出てもいいと思う」

「勘かん弁べんしてくださいよ……、みんなプリティアになりたくてしょうがないんですから」

　脱だつ力りよくしてしまう。

　全員がそうだとは言わないが、やはり『魔ま法ほう使つかいプリティア』の出演は、女性声優が目指すステージのひとつ。

　年に数人しかなれないのに、年々声優の数は増えて、必死で取り合っている。

　なのに、森もりが再び参戦するのは反則だろう。

　けれど、彼女は「わたしより下手なのが悪い」と繰くり返かえすだけだった。

　そして、大おお野のが静かに話を戻もどす。

　一度緩ゆるんだ空気が、ピン、と張はり詰つめていった。

「新人に道を譲ゆずる。そういう理由もあるけど、普ふ通つう、声も歳としを取るんだよ。歳としを取れば、若いキャラがどんどんできなくなる。でも、アニメの主要キャラは若者が多いだろ。その乖かい離りに耐たえるのは、なかなかにしんどいぞ。今のあたしの悩なやみは、そこかな」

　それに、と続ける。

「この年ねん齢れいになってくるとな、監かん督とくやスタッフ、マネージャーが年下ってこともざらにある。先せん輩ぱいもどんどん少なくなる。そうなってくると、意見してくれる人も同じように減ってくんだよ。自分は周りとズレていないか？　このままで正しいのか？　って不安で堪たまらないよ」

　不安で堪たまらない。

　そんな言葉が、大おお野の麻ま里りから出てくるのが信じられなかった。

　この人だって、ずっと声優業界で活かつ躍やくしてきた人だ。

　悩なやみなんて知らない、って顔をして最高の演技をしているのに。

　言葉を失っていると、大おお野のが前のめりになった。

「いいか、歌うた種たね。声優に、安全圏けんなんて存在しない。不安も悩なやみも消えることはない。二十代で爆ばく発はつ的てきに売れていても、三十過ぎた途と端たんに使われないなんて、ざらだ。あるのは四年目の壁かべだけじゃない。油断すれば、すぐに仕事はなくなる。あたしらは常に消える恐きよう怖ふと闘ってるし、悩なやみに苛さいなまれ続ける。これを一生続けていくんだよ、声優は」

　はっきりと言われ、由ゆ美み子こは呆ぼう然ぜんとする。

　自分が嫉しつ妬とに駆かられ、苦しんでいるのは、仕事がないからだと思っていた。

　もっと売れていけば、仕事があれば、きっと楽になるのだろうと漫まん然ぜんと思っていたのに。

　第一線で活かつ躍やくする人たちでさえ、今までずっと苦しんできたなんて。

　その考えを見み抜ぬいたように、大おお野のが由ゆ美み子この顔を覗のぞき込こんだ。

「歌うた種たね、ひとつだけ確実なことを教えてやる。あんたは、今初めて気付いたみたいに言ってたけどな。改めて、あたしから言ってやるよ。いいか、声優をやっていくのはな」

　大おお野のは、静かに続けた。

「苦しいぞ」

「……………………………………」

　見たくなかった現実を、叩たたきつけられてしまう。

　由ゆ美み子この甘えから出た感情ではなく、それがこの世界の当たり前だと。

　告げられてしまった。

　さすがに言いすぎたと思ったのか、大おお野のは諭さとすように続ける。

「だから、歌うた種たねが『普ふ通つうの学生が楽しい』と思うことは真っ当だし、ただの学生に戻もどりたい、と感じても普ふ通つう。むしろ、こんな苦しみを進んで背負うほうがおかしいよ。普ふ通つうに生きるだけで、悩なやみなんて尽つきないんだから」

　大おお野のはグラスを持ち上げながら、由ゆ美み子この目をまっすぐに見る。

「それでも、この道を進みたいと思うのなら──、『なぜ、自分は声優の道にこだわるのか』ってことを考えたほうがいいんじゃない」

　大おお野のはグラスを飲み干した。

　彼女の言葉を受け止めて、由ゆ美み子こは考える。

　このまま声優の道を進んでいけば、ずっと苦しむことになる。

　けれど一度手を離はなしてしまえば、心ここ地ちよい穏おだやかな生活が待っている。

　それを振ふり切きってまで進む理由を、見つけるべきなのかもしれない。

　道しるべを失ったまま歩き出せば、どこかで必ず膝ひざを突つく気がした。

「……わかりました。ありがとうございます。その答えを自分の中で探してみます」

　未いまだ整理できていない頭で、お礼を伝える。

　すると、森もりがぼそりと呟つぶやいた。

「正気に戻もどらないよう、ずっと狂くるい続けるのもひとつの手だけど」

「違ちがいない」

　大おお野のがおかしそうに膝ひざを打った。

　ひどい提案のようでいて、それはいい方法だったのかもしれない。

　少なくとも、由ゆ美み子こは今まで疑問を持たずに走り続けていた。

　そういう声優は、きっとほかにもいる。

　今回たまたま、正気に戻もどる機会が由ゆ美み子こに回ってきただけで。

「それなら……、オーディションは受けてたほうがよかったのかなあ……。仕事に触ふれていたら、正気に戻もどらなかったかもしれないし……」

　独り言を呟つぶやく。

　別に、加か賀が崎さきの選せん択たくに不満があるわけじゃない。

　おかげで受験勉強は順調だし、この調子でいけば大学受験は突とつ破ぱできると思う。

　これは単なる思い付き。

　しかし、大おお野のは意外そうに口を開いた。

「あんた、マネージャーがオーディションを受けないようにしたの、受験勉強のためだけだと思ってたの？」

「？　違ちがうんですか？」

　きょとんとしていると、大おお野のはへっ、と小さく笑った。

　次のお酒を頼たのむべく、メニューを見ながらバカにしたように言う。

「ガキ～」

「なんですか、それ……」

　言葉の意味を尋たずねてみても、彼女は一向に教えてくれなかった。
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　オッケーです、と声が聞こえて、イヤホンを外す。

　千ち佳かはふぅ、と息を吐はいた。

「お疲つかれ様さまでしたー！」

　向かいに座った結ゆ衣いは、満面の笑えみで千ち佳かと朝あさ加かに挨あい拶さつをした。

　普ふ段だんだったら、お疲つかれ様さま、と千ち佳かも返し、さっさとブースから出て行く。

　ここで迅じん速そくに出ていかないと、結ゆ衣いが何かとうるさいからだ。

　案の定、結ゆ衣いは席を立つとこちらにまとわりついてきた。

「夕ゆう陽ひせんぱーい！　さっきのメールじゃないですけど、たまには高たか橋はしとどこか寄りませんか？　ちょっとお茶でも、ご飯でも！」

　子犬のように尻しつ尾ぽを振ふる結ゆ衣いは、可か愛わいげがないわけではない。

　ただ、付き合うにはパワーが有り余りすぎだ。

　それに、今日はどちらにせよ彼女の誘さそいには応えられない。

「悪いけど、用があるから。朝あさ加かさん。お時間、いいですか」

　声を掛かけると、朝あさ加かはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「いいけど、珍めずらしいね。夕ゆう陽ひちゃんがそんなこと言うなんて」

　そうかもしれない。

　結ゆ衣いは無許可で千ち佳かに抱だき着つきながら、朝あさ加かに目を向けた。

「あ、お仕事のお話ですか？　高たか橋はしがいると邪じや魔まな感じです？」

「えぇ。悪いけれど、席を外してもらえるかしら。それと、勝手に抱だき着つかないで頂ちよう戴だい」

「はいはい、了りよう解かいです！」

　絶対こちらの言葉を無視している結ゆ衣いは、「ん～！」と千ち佳かに頰ほお擦ずりしてから、離はなれた。

　お疲つかれ様さまでした～！　と元気よくブースを出て行く。

　ぷにぷにの頰ほおを押し付けられた部分を撫なでていると、朝あさ加かが苦笑いをした。

「結ゆ衣いちゃんは、本当に夕ゆう陽ひちゃんのことが好きだねえ」

　それに答えないでいると、朝あさ加かはおでこの冷えピタをゆっくりと撫なでた。

「それで？　夕ゆう陽ひちゃんの用って、なにかな？」

「やすのことです」

　端たん的てきに答えると、朝あさ加かは眉まゆを動かす。

　意外だと思っているのか、そうだろうな、と思っているのか。

　千ち佳かは気にせず、話を続けた。

「最近、やすの様子が変なんですよ」

「やすみちゃんが？」

　今度こそ意外そうに、朝あさ加かは目を見開く。

　うーん、と声を上げながら、背もたれに身体からだを預けた。

「わたしはそんな感じ……、あぁいや。でも、最近ちょっと元気ないかも、ね？」

　思い当たる節があったのか、そう口にする。

　朝あさ加かの言うとおり、由ゆ美み子こは普ふ段だんより元気がないように見えた。

　それに加えて。

「わたしのことを、避さけているみたいなんです」

「えぇ？　避さけてる？　やすみちゃんが？」

　朝あさ加かは目を丸くして、身体からだを引いた。

　まぁそう言いたくなるのもわかる。

　由ゆ美み子こは、その手のものから一番程ほど遠とおい人間だろう。

「わたしもにわかには信じがたいですが。そうとしか思えなくて」

「う、うーん。本人がそう感じるのなら、そうなんだろうね……」

　朝あさ加かは釈しやく然ぜんとしない様子ではあるものの、小さく頷うなずく。

「朝あさ加かさん、わたし何かやったと思いますか？　身に覚えがないんですが」

　いや。

　むしろ、ありすぎる、と言ったほうがいいかもしれないが。

　普ふ段だんから口くち汚ぎたなく罵ののしり合っているだけに、何かがクリティカルヒットした可能性はある。

　けれど今さら、それで千ち佳かを避さけたりするだろうか？

　朝あさ加かも心当たりがないようで、軽く首を振ふる。

「わたしの知る限り、夕ゆう陽ひちゃんがまずいことをした、って感じはないよ。でも、見てないところではわからないかな。学校で何かあったとか？」

「そもそも学校じゃ、しゃべりませんし」

　千ち佳かが肩かたを竦すくめると、朝あさ加かが苦く笑しようする。

　少し前ならば、文化祭の件で話すこともあったけれど。

　準備は終わったし、彼女は今、演劇に夢中だ。

　少なくとも、学校で何かがあった、という感じではない。

　結局、朝あさ加かに相談してみたものの、原因はわからないままだった。







　翌朝。

　千ち佳かはいつもどおり、ひとりで通学路を歩いていた。

　ほかの生徒にまじりながら校門をくぐり、昇しよう降こう口ぐちに入っていく。

　下げ駄た箱ばこの前に行くと、見覚えのある女子生徒が靴くつを履はき替かえていた。

　彼女は千ち佳かに気付くと、明るく笑いかけてくる。

「あ。渡わた辺なべちゃん、おは～」

「おはよう、川かわ岸ぎしさん」

　上うわ靴ぐつのつま先をとんとん、と床ゆかで叩たたきながら、若わか菜なは手をひらひらさせた。

　由ゆ美み子こに関する質問相手には、うってつけと言える。

「川かわ岸ぎしさん、ちょっといいかしら」

「？　いいけど、どしたん？　渡わた辺なべちゃんったら、珍めずらしいね」

　若わか菜なは先に行こうとしていたが、ニコニコとこちらに身体からだを向けた。

　千ち佳かは靴くつを履はき替かえながら、口を開く。

「佐さ藤とうのことで、聞きたいことがあって。あの子、わたしを避さけているみたいなのよ」

「避さけてる？　由ゆ美み子こが？　渡わた辺なべちゃんを？」

　若わか菜なは頓とん狂きような声を上げて、千ち佳かをまじまじと見た。

　朝あさ加かと同じ反応をしてから、大きく首を傾かしげる。

「何かの間ま違ちがいじゃない？　由ゆ美み子こが他人を避さけるところなんて見たことないよ。あの性格だから、避さけられることはあるけど。まぁそれも大体長くは続かないけどね」

　若わか菜なは明るく笑った。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、避さけられることはあっても避さけることはなさそうだ。

　クラスの中心人物で、容姿もいい彼女を気に喰くわない人はいるかもしれない。けれど、そんな相手にも笑え顔がおで近付いていって、いつの間にか懐ふところに飛び込んでいるのが由ゆ美み子こだ。

『嫌きらいだから。あんたらみたいに生半可な気持ちで仕事する奴やつらが、一番腹立つ。嫌きらい』

『そういう意味では、あんたが一番甘っちょろいよ、歌うた種たねやすみ』

　そんなふうに敵意丸出しにしていた弊へい社しやブルークラウンの先せん輩ぱい声優も、今では懐ふところ深くに飛び込まれすぎてマウントを取られている。

　だからこそ、今の由ゆ美み子こが不可解なのだ。

「わたしも同感だけれど。でも、そうとしか言えないのよね」

　由ゆ美み子こは千ち佳かを避さけている。その表現が一番的確だった。

　若わか菜なと話をしている間に、教室に辿たどり着つく。

　教室には、既すでに大多数の生徒が登校してきていた。

　教室の中央に集まって、なにやらイラストを見せ合っている。

「クラスＴシャツって言ったら、こんな感じじゃないの？」「んー、三年一組は入っていたほうがよくない？」「あぁそれと焼きそばの絵は絶対マスト！」と声を上げていた。

　文化祭の準備は大方終わったと思っていたが、新たにやることを見つけているらしい。

　本当にお祭り好きだこと。

　その力いっぱい楽しんでいる人たちの近くに、由ゆ美み子こはいた。

　彼女は委員長と向かい合って、台本片手に話し込んでいる。

　こちらはこちらで、文化祭に向けて頑がん張ばっているらしい。

　教室は、どこか浮うわついた空気で満たされていた。

　若わか菜なに無言で「見ていて」と手で伝え、由ゆ美み子こに近付く。

「佐さ藤とう。ちょっといい？」

　委員長と楽しそうに話していた由ゆ美み子こに、声を掛かける。

　由ゆ美み子こはビクッとして顔を上げた。

　目が合うと、急に視線がおどおどと宙を彷徨さまよい始める。

「え、今？　あ、ええと、なに。大事な用？」

「緊きん急きゆう性せいのあるものではないけれど」

「それなら、あとでいいかな。ほら、今、大事な話をしてるから……」

「あ、由ゆ美み子こ。別にあとでもいいよ？」

　委員長が気を利きかして、ね、と笑いかけた。

　それは由ゆ美み子こにとってはいらぬ気き遣づかいだったろう。

　微び妙みような表情を浮うかべて、困ったように千ち佳かと委員長を交こう互ごに見ている。

　そこで、由ゆ美み子こは白々しく「あっ」と声を上げて、席を立った。

「ごめん、渡わた辺なべ。今は無理。ちょっと、電話してくるから」

　たどたどしく理由を告げたあと、由ゆ美み子こはスマホ片手に教室から出て行ってしまう。

　千ち佳かは、その背中を冷ややかに見送った。

　若わか菜ながちょこちょこと寄ってきて、おかしな表情を浮うかべる。

「あれは、変だな？」

「変でしょう」

　教室の出入り口を見つめて、そう言い合う。

　事情がわからない委員長が、不思議そうにこちらを見上げていた。

　若わか菜なは腕うでを組み、身体からだごと首を傾かしげてみせる。

「確かにあれは、避さけていると言っていいかも。そして由ゆ美み子こは、今まで人を避さけるなんてしてこなかったから、あんなへったくそな態度になっているのかもしれない」

「まぁ、レベル低そうだったわね。若葉マークって感じ。他人への拒きよ絶ぜつの仕方が初心者」

　呆あきれの混じった声を出す。

　逆に言えば、由ゆ美み子こが今まで取らなかった態度に踏ふみ切きるほど、千ち佳かに思うところがあるわけだ。

　それはいったい、なに？

「……行ってくるわ」

　このまま放っておいても、気持ちが悪い。

　千ち佳かは教室を出て、辺りを見み渡わたす。

　由ゆ美み子こは所在なさげに壁かべに背を預け、スマホをつまらなそうに見ていた。

　電話なんてしていない。

　由ゆ美み子こが千ち佳かに気付き、あっ、という顔をする。

　そのまま、踵きびすを返かえそうとした。

「……佐さ藤とう。なんなの？」

　彼女の手を握にぎり、強ごう引いんに問いかける。

「な、なにが？　何の話？」

「あなた、変よ。なにその態度。ここ最近、わたしを避さけているでしょう」

「へ、へぇ～？　そんなことないけど？　渡わた辺なべさんったら、自じ意い識しき過か剰じようなんじゃないの？」

　彼女は髪かみを撫なでながら、ぎこちなく答えている。

　図星です、と申しん告こくしているような態度に、千ち佳かはため息を漏もらした。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。あなたね、人に『ごまかすのが下手』なんて言ってくるけれど、あなたも大たい概がいよ？　なにその大根役者っぷり。本当に芸歴四年目？」

「は？」

　皮肉たっぷりで返してやると、由ゆ美み子こはカチンときた表情になった。

　眉まゆを吊つり上あげ、こちらに指を差してくる。

「あんたには言われたくないっつーの。言っとくけど、ごまかそうとするときの渡わた辺なべ、小学生以下の演技力だから。子供より噓うそが下手だよ。人の振ふり見て我が振ふり直せば？」

「あらあら、あなたからそんな熟語が出てくるとはね。驚おどろきだわ、よくできたわね。偉えらい偉えらい。あとは、その頭の悪そうな格好も卒業したら完かん璧ぺきなのだけれど」

「こいつ……」

　わあわあと言い合いになり、お互たがいに罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつける。

　しかし、目を三角にして語気を荒あららげる由ゆ美み子こは、さっきよりよっぽど生き生きしていた。

　彼女はこちらのほうがいい。

　そして、しばらく言い争いを続けて、収まった頃ころ。

　改めて彼女に尋たずねた。

「それで？　なんだったの。言いたいことがあるなら、はっきり言いなさいな。あなたらしくもない」

　そう水を向けると、由ゆ美み子こは途と端たんに勢いを失う。

　視線を逸そらしながら、唇くちびるをむにむにと動かした。

「だから、別に何もないっての……。いちゃもん付けないでくんない？」

　そう言いながらも、その目には何かしらの感情が見みえ隠かくれしていた。

　……なんなの、本当に。

　千ち佳かは大きなため息を吐つく。

　ぐいっと彼女に身体からだを寄せて、至近距きよ離りで睨にらみつけた。

「そういうのをやめてと言っているのよ。何か思うところがあるんでしょう？　なんなの？　言葉にしたほうがお互たがいスッキリするでしょうに。言いなさいな」

　力強くはっきりと告げると、由ゆ美み子こは「うっ」という顔をした。

　これだけ言っても、そろりそろりと視線を逸そらそうとする。

　なので、ガッと頰ほおを摑つかんでやった。

　やわらかな頰ほおが指の間で形を変え、むにっと唇くちびるが突つき出だされる。

「……なにふんの」

「不快だから。はっきり言って頂ちよう戴だい」

「何もないって……」

　何もないわけがないくせに、由ゆ美み子こは目を合わせようとしない。

　腹立たしいので、そのまま頰ほおを軽くつねってやった。むにむにと引っ張ってやる。

　それでも彼女は抵てい抗こうせずに、ただ視線を逸そらしている。されるがままだ。

　ぺたぺたと頰ほおを触さわってみても、彼女は気まずそうに無言を貫つらぬいている。

　本当になんなの……？

　それだけおかしな態度を取られると、千ち佳かとしてもやりづらかった。

　そうこうしている間に、チャイムが鳴ってしまう。

「ほ、ほら渡わた辺なべ。チャイム鳴ったから。行かないと」

　由ゆ美み子こは千ち佳かの手から逃のがれ、さっさと踵きびすを返かえす。

　そこで彼女が大きなため息を吐ついたのを、千ち佳かは見み逃のがさなかった。

　いったい、なんだっていうんだろう。







　由ゆ美み子このぎこちない態度は、数すう日じつ経たっても変わることはなかった。

　ただ実際のところ、実害はない。

　由ゆ美み子こはラジオの収録では普ふ段だんどおりに話すし、千ち佳かと目を合わせないだけで、仕事の話はできていた。

　だから、むしろ快適だとさえ言える。

　話さなくていいのなら、そのほうがいい。

　仕事だけの、ごく最低限の関係は千ち佳かの理想形と言えた。

「……だというのに。なぜ、こんなにもイラつくのかしらね」

　千ち佳かは独り言を呟つぶやいて、事務所の廊ろう下かを歩いていく。

　今はむしろ、結ゆ衣いとのラジオのほうが気楽なくらいだ。

　まさか、こんな気持ちになるなんて。

　廊ろう下かをカツカツと歩きながら、心のざわめきを鬱うつ陶とうしく感じる。

　早く元の空気に戻もどってほしいと願っていることに、自分でもうんざりしていた。

「まぁ。今のままだと、気持ちが悪いから。居い心ごこ地ちが悪いから。それだけよ」

　そう結論付けていると、ちょうどよく見知った人物を見つけた。

　幸運だ。

　チャンスがあれば、彼女とふたりで話したいと思っていた。

　千ち佳かはそっと気配を消すと、足音を立てずにその背中に近付く。

　気付かれないまま、耳元で囁ささやいた。

「おはようございます、柚ゆ日び咲さきさん」

「んひっ!?」

　可か愛わいらしい悲鳴が、すぐそばで聞こえた。

　全身がぶるりと震ふるえあがり、囁ささやいた耳が急激に赤くなる。

　彼女は耳を押さえながら、泣き笑いのような表情で振ふり返かえった。

　彼女はわかりやすく動どう揺ようしており、壁かべに背中をバン！　と叩たたきつけている。

　痛そう。

　ブルークラウン所属、柚ゆ日び咲さきめくる。

　弊へい社しやの先せん輩ぱい声優である。

　可か愛わいらしい小さな顔に、吸い込まれそうな大きな瞳ひとみ。甘い顔立ちがとても愛らしい。

　さらさらの髪かみが揺ゆれていて、触ふれたら心ここ地ちよいのだろうな、と思った。

　不安を覚えるほど肩かたは細く、身体からだは華きや奢しや。

　なのに、胸はふっくらと服を押し上げていた。

「夕ゆう暮ぐれ……ッ！」

　めくるは忌いま々いましそうにこちらを睨にらんできた。

　明らかに文句を言いたげで、実際口は開きかかっていたのだが、面めん倒どうなので聞く気はない。

　離はなれた分だけズズイっ、と近付くと、めくるは途と端たんに慌あわてた表情になる。

　両手をこちらに突つき出だし、顔を逸そらした。

「な、なになになになに、あんまり近付くなっ！　怖こわいんだって！」

　真っ赤な顔で、そんなことを訴うつたえられる。

「なんですか、人を化け物みたいに。わたしは、聞きたいことがあるだけです」

　千ち佳かの淡たん々たんとした物言いに、めくるはようやくこちらの顔を見た。

　物もの凄すごいしかめっ面つらで、「うへえ……」と聞こえてきそうな唇くちびるの形をしている。

　すんごい嫌いやそう。

「そんなに嫌いやそうにしなくても」

「あんたらに絡からまれると、ろくなことがない……」

「まぁまぁ」

「まぁまぁじゃない！　迫せまってくるな！」

　構わずにズイズイと近付き、そのまま壁かべ際ぎわに追おい詰つめた。

　めくるを囲むように、千ち佳かは壁かべに手を付ける。

　ただでさえ赤い顔がさらに真っ赤になり、彼女は目を回し始めた。

「な、なんでいちいち壁かべドンすんの、あんたは……ッ!?」

「周りに聞かれたくない話ではあるので。柚ゆ日び咲さきさんに、お願いがあるんですよ」

「お願いィ……？」

　くらくらしているのか、ふらふら頭を揺ゆらすめくるにそう囁ささやく。

　ふにゃふにゃと崩くずれ落おちそうなめくるだったが、その言葉で少しだけ態勢を戻もどした。

「……お願いって、なに」

「聞いてくれるんですか」

　めくるはそっと目を伏ふせて、羞しゆう恥ちに耐たえるような顔で呟つぶやく。

「……わたしが、究極的にはあんたらに逆らえないのは知ってるでしょ。さっさと言って」

　柚ゆ日び咲さきめくるは、千ち佳かたちに多くの弱みを握にぎられている。

　きっと由ゆ美み子こなら、「そんなこと言わないでよぉ～」なんて流し、悪用しないのだろうが。

　千ち佳かは悪い女なので。

「…………………………」

　なんでも言うこと聞いてくれるのかな、なんて思ってしまう。

　たとえば、前々からとても気になっていた、めくるの豊かな胸とか。

　触さわらせてください、とお願いしてみたら、受け入れてくれるのだろうか。

　触さわっていいなら、触さわってみたい。

　お願いするだけ、してみようかな。

「…………………………」

　そんな邪よこしまな思いを抱いだいたものの、まぁいいか、と思い直す。

　触さわりたくなったら、由ゆ美み子こがいるし。

　そう思って、元々のお願いを引っ張り出した。

「やすの様子が、なんだか変なんです。もしかして、柚ゆ日び咲さきさんならその理由もわかるんじゃないかと。それを相談したくて」

　めくるは何かと、千ち佳かたちの心の機き微びに聡さとい。

　千ち佳かがわからないことでも、実は知っていたりするのではないか。

　めくるは訝いぶかしげに顔を上げて、「……そういうことね」と嘆たん息そくする。

　元の先せん輩ぱいの顔になり、めくるは千ち佳かの壁かべドンからそっと抜ぬけ出だした。

「あんたら、本当に似たもの同士よね」

「……？　何か知ってるんですか」

「知ってる。でも、言わない。自分で何とかしないと、意味ないと思うから」

　その知ったような口ぶりが気に喰くわず、千ち佳かはじり……、とめくるに迫せまろうとする。

　しかし、「言わないっ！」と声を荒あららげられたので、やむなく諦あきらめることにした。

　距きよ離りを保ったまま、めくるはぴっと指を差してくる。

「それなら、これだけはアドバイスしてあげる。あんたらしくないことはやめな。変に及および腰ごしにならないで、言いたいことははっきりぶつける。さっきのあんたみたいに、相手の逃にげ道みちを塞ふさいで。まっすぐに。何を怖こわがってるか知らないけど、それが一番の近道でしょ」

　その言葉に、千ち佳かはむっとする。

「別に怖こわがっていませんが」

「どうだか。あんたは人付き合いが苦手だから、こういうのもおっかなびっくりなんじゃないの。余計なことを考えずに、普ふ段だんどおりにすればいいよ」

　そんなことを言われてしまう。

　確かに、朝あさ加かや若わか菜なも驚おどろくような『由ゆ美み子こに避さけられる』という状じよう況きように、千ち佳かも困こん惑わくしていた節はある。

　周りの人に意見を聞いている時点で、自分らしくはない。

　めくるの言うとおり、もっとストレートでいいんだろうか。




　　　　　　　　　　　　♥




　──時間は少し、遡さかのぼる。

　その日も由ゆ美み子こは、委員長たちと演劇の練習をしたあと。

　学校帰りに、若わか菜なといっしょに本屋へ寄り道をしていた。

　参考書を買うためだ。

　最近は演劇の稽けい古こにお熱だが、受験勉強ももちろん忘れていない。

「いやぁ。それにしても、由ゆ美み子こと委員長の劇、だいぶ形になってきたんじゃない？」

「そっかな」

　若わか菜なの素す直なおな賞賛に、頰ほおを搔かいてしまう。

　若わか菜なはしょっちゅう由ゆ美み子こたちの稽けい古こを見学していて、そのたびに拍はく手しゆしてくれた。

「やっぱ役者を長くやってただけあるよね～。由ゆ美み子この演技、惹ひき込こまれるもん」

　腕うでを組んだ若わか菜なが、うんうん、と頷うなずいている。

　まっすぐに褒ほめられるのは気き恥はずかしいが、やっぱり嬉うれしかった。

　現場では、手放しで褒ほめられることはなかなかない。

　数年役者をやっていたのは事実だし、ちょっぴり鼻も高くなってしまう。

「……………………」

　先日、大おお野のと森もりに相談に乗ってもらった件については、まだ答えは出ていない。

　自分が声優を苦しいと感じていたこと、それが普ふ通つうであること、それでも声優の道を行こうとするのなら、理由が必要なこと。

　大おお野のからはそう教えられた。

　そのことについて考えなくてはならないのに、どうしても目を背そむけてしまう。

　つい、目の前のことに集中してしまっていた。

　……おかげで、稽けい古こも勉強も順調ではあるのだが。

　若わか菜なと話しているうちに本屋に辿たどり着つき、賑にぎやかな店内を見み渡わたした。

　ずらりと並ぶ本を眺ながめながら、由ゆ美み子こたちは棚たなの間を抜ぬけていく。

「先生が言ってたオススメ、なんてやつだっけ？」

「待って～、スマホにメモっておいたから～」

　若わか菜ながスマホを取り出しながら、参考書の棚たなに向かう。

　すると。

「えっ、これアニメ化するんだ！」

　そんな声が聞こえてきて、つい視線をそちらに向けた。

　中学生らしき女の子たちが、『メディア化決定！』と書かれた棚たなの前で話し込んでいる。

「あ……」

　その子が持つ漫まん画がを見て、由ゆ美み子こはつい声を漏もらしてしまった。

　若わか菜なはまだ、スマホを見ている。

　だから、由ゆ美み子こはその子が持つ本から目を離はなせなかった。

『隣となりの席のくのいちさん』

　突とつ然ぜん学校に通うことになった伊い賀が忍にん者じやの九くノ市いちさんと、元々その学校の生徒だった甲こう賀か忍にん者じやの黄こう河がくんが繰くり広ひろげる、ドタバタコメディだ。

　由ゆ美み子こが、オーディションを受けた作品だった。

　当時は気合を入れてオーディションに挑いどんだが、合格の連れん絡らくはこなかった。

　由ゆ美み子こが受けたのは、九くノ市いちさんの無二の親友になる、御お都と之のちゃん。

　それなりに手応えがあった役だった。

「うわぁ、アニメ楽しみだなぁ。いつ放送？」

　彼女たちがはしゃいでいるのを見て、胸がきゅっとする。

　オーディションに落ちた作品は、どうしても「落ちた」という感情を引きずる。

　だから由ゆ美み子こは、できるだけそういったアニメの情報は入れないようにしていた。

　だからこそ彼女たちの話は、由ゆ美み子こが本来取り入れることのなかった情報。

　それが、聞こえてくる。

「声優だれ？　もう決まってる？　あ、帯に書いてある！　あぁ～！　主人公の声、星ほし空ぞら見み上あげさんだって！」

「御お都と之のちゃんは？　あたしの御お都と之のちゃんはだれがやるの？」

　ビクリとする。

　声優に詳くわしい子たちなのか、声優がだれかを楽しそうに話し込んでいた。

　そして、彼女は由ゆ美み子この聞きたくない部分を的確に声に出してしまう。

「御お都と之の役……、綿わた菓が子しモコ……、え、だれだろ。知ってる？」

「知らなぁい。売れてない人なんじゃない？」

　容よう赦しやのない言葉に立たち眩くらみを覚えながら、由ゆ美み子こはその名前を飲み込む。

　飲み込んで、しまった。

　自分が受けた役はだれが合格したのか、だれが声を当てるのか。

　知っても辛つらくなるだけだから、見ないようにしていたのに。

「うあ。ごめん、由ゆ美み子こ！　バイト先から電話掛かかってきた！　ちょっと出てくるね」

　タイミングの悪いことに、若わか菜ながスマホを持って離はなれていってしまった。

　ここで若わか菜ながそばにいれば、由ゆ美み子こは『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』のままでいられて、彼女らの話を聞き流せたかもしれない。

　しかし、『歌うた種たねやすみ』が顔を出してしまった。

　鼓こ動どうがドクドクと早まるのを感じながら、その人の名前を口にする。

「綿わた菓が子し……、モコ……」

　知らない。聞いたことがない。

　由ゆ美み子こが関わったことのある声優ではない。

　その人のことが、知りたくて知りたくて仕方がなくなる。

　こうなるとわかっていたから、情報を入れないようにしていたのに。

　胸を押さえながら、由ゆ美み子こは店の端はしに速足で移動する。

　スマホで調べるとすぐにウィキペディアが出てきて、彼女のことが詳しよう細さいに書かれていた。

「あっ、新人の子か……。噓うそ、一年目でこの役取ってるの……？」

　自分が、一年目の新人に負けたことを知ってしまう。

　ぎゅうっと手に力が入り、背筋に汗あせが流れていった。

　そうなってからは、もう止まらない。

　息が荒あらくなるのを感じながら、由ゆ美み子こは自分が受けた作品を調べ始めてしまう。

　先せん輩ぱいならまだいい。

　でも、後こう輩はいに役を取られるのは辛つらかった。

　よせばいいのに、次から次へと見てしまう。

　ずっと奥で眠ねむっていた感情が、呼び起こされようとしていた。

「ごめーん、由ゆ美み子こ。シフトの相談されて～……、って、え、なに。どしたん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「若わか菜な……」

　若わか菜なが戻もどってきて、心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる。

　慌あわてて表情を取とり繕つくろって、笑え顔がおを向けた。

　大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶだ。気にしたってしょうがない。

　今は学業に専念すべきだから。声優のほうを見たって仕方がないから。

　そう立て直そうとしたところで店の入店音が聞こえ、反射的に目を向ける。

　それがまた、タイミングが悪かった。

「あれ。渡わた辺なべちゃんだ」

　若わか菜なが声を上げる。

　確かにそこには、千ち佳かの姿があった。

　その隣となりには見覚えのある女の子。

　高たか橋はし結ゆ衣いがそこにいた。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　何の本を買うんですか、やっぱり原作本ですか？　あ、ということは高たか橋はし見ないほうがいいですかね？　でもいっしょに本は選びたいんですよ、どうしましょう？」

「うるさ……、勝手についてきておいて、あまりやかましくしないで頂ちよう戴だい……」

　結ゆ衣いが千ち佳かにまとわりつくせいで、千ち佳かはげんなりしていた。

　ふたりがわざわざいっしょに本屋に来るとは思えないし、ラジオか何かの仕事の行き帰り、というところだろうか。

　……仕事。

　彼女たちは、仕事をしていた。

　由ゆ美み子こが演劇でちょっと褒ほめられたくらいで、いい気になっている間に。

　受験勉強を頑がん張ばろう、と声優を休んでいる間に。

　後こう輩はいに役をどんどん取られている間に。

「隣となりに知らない子がいるけど、挨あい拶さつしてこよっかな？」

　若わか菜なが千ち佳かたちを見ながら、うずうずしていた。

　するっと千ち佳かたちの元へ向かおうとする。

　その若わか菜なの手を、由ゆ美み子こは無意識に握にぎっていた。

「ん？　由ゆ美み子こ、どしたん……？」

「あっ……」

　はっとして、手を離はなす。

　見つかりたくなかった。

　声優・高たか橋はし結ゆ衣いと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの前に、佐さ藤とう由ゆ美み子ことして。

　今の姿を、見られたくなかった。

「あ、あー……。ちょっと、忘れ物しちゃった。取りに行ってくる。ごめん、また明日」

「え、あ、ゆ、由ゆ美み子こ？」

　居たたまれなくなって、由ゆ美み子こはその場から逃にげるように立ち去った。

　無論、千ち佳かと結ゆ衣いに見つからないように。

　そんなふうにコソコソしている自分が、より情けなかった。

　力が抜ぬけそうな足を𠮟しつ咤たし、街中の喧けん騒そうに紛まぎれる。

　彼女たちが原作本を買いに来ているのに、自分は参考書なんて探している状じよう況きよう。

　それに途と方ほうもない虚むなしさを覚えた。

　せめて、役に受かっていれば──、と先ほど調べた名前が頭にちらついてしまう。

「あたしじゃ……、ダメだったのかな……」

　無数に受けたオーディションの中で、どれかが合格していれば。

　声優・歌うた種たねやすみの部分が残っていれば、こんな惨みじめな思いはしなくて済んだのに。

　スマホを持ち上げる。

　加か賀が崎さきから連れん絡らくはなかった。

　基本的に加か賀が崎さきは、オーディションに合格したときにしか連れん絡らくをくれない。

　デビュー当初は落ちたときも毎回連れん絡らくしてくれたし、チョコブラウニーのほかのマネージャーはそうしているらしい。

　不合格が知らされない理由は、由ゆ美み子こが想像以上にダメージを受けるせいだ。

『オーディションなんて落ちてなんぼなんだから、気にするな』と言われていたものの、ショックはある。というか、かなりキツい。

　メールの文面を見た瞬しゆん間かん、ダメだったのか……、と肩かたがぐぅ～っと重くなるのだ。

　そのせいで『お前にはもう送らん』と言われてしまった。

　それで正解だと思う。

　今の状態で落ちましたメールを受け取り続けていたら、もっとひどい状じよう況きようになっていた。

　熱に浮うかされたように、街中を無意味に歩く。

　屋外ビジョンが何かしらのコマーシャルを流していたが、上う手まく聞こえない。

　人の流れに沿いながら、ぐるぐると同じことを考えていた。

　作品の名前を思い出したら、再びスマホで調べる。

　道の隅すみに移動してから作品名を検けん索さくし、そこに別の人の名前を見た。

　歌うた種たねやすみの名はどこにもない。

「…………………………」

　由ゆ美み子こが立ち止まっても、周りの通行人は足早に歩いていく。

　ほかの声優は、着実に一歩一歩進んでいるのに。

　結ゆ衣いのように、一足飛びで軽々と前を歩く子もいるのに。

　由ゆ美み子こは、四年目の壁かべに阻はばまれて立ち往生していた。

「………………っ」

　ビクッとして、顔を上げる。

　突とつ然ぜん、聞き覚えのある声が聞こえたからだ。

『わたしは歌う──、こんなにもつまらない世界でも。それが唯ゆい一いつ、わたしがここにいる証明になるから。だから──、聴きいて』

　この声は、桜さくら並なみ木き乙おと女めのものだ。

　なんでこんな街中で、と出所を探さぐると、その正体に気付く。

　大きなビルに設置された屋外ビジョンに、コマーシャルが流れていた。

　放送が決定した、深夜アニメの映像だ。

『屋上のルミナス』。

　タイトルとともに、『累るい計けい発行部数・三百万部突とつ破ぱ！』と派手な煽あおり文ぶんが表示されていた。

『屋上のルミナス』は青年誌に掲けい載さいされているガールズバンド作品で、満を持してアニメ化が発表された。制作会社も出版社もかなり力を入れている作品だ。

　流れている映像も派手なバンドシーンで、明らかにお金が掛かかっている。

「……………………」

　由ゆ美み子こは、この作品のオーディションをダメ元で受けたことがある。

　シガレット、というギターの女の子だ。

　とても注目されている作品だし、幅はば広ひろい展開も期待できる。

　それだけに競争率が高かったし、受かると思って受けたわけではなかった。

　結果、落ちている。

　どうやら、桜さくら並なみ木き乙おと女めはボーカルのモモ役に受かったようだ。

　キャラクターの姿が大きく映され、『モモ　ＣＶ：桜さくら並なみ木き乙おと女め』という文字が並んだ。

　由ゆ美み子こは息を止めてしまう。

　これを眺ながめていれば、自分が落ちた役にだれが受かったのか、わかってしまうからだ。

『あたしのギターはどこまでも響ひびく。あぁそう、世界の果てだって！　そこで見てて、これがロックだ──！』

　ギターのシガレットが声を上げ、キャラクターの姿が現れる。

　華か麗れいな作画でギターをかき鳴らしていた。

「あぁ────あぁ────っ」

　声が漏もれる。

　強く、強く心が揺ゆさぶられる。

　名前が表示されるよりも早く、たった数秒聞いただけでその声がだれのものかわかった。

　聴きき間ま違ちがえるものか。

　透すき通とおるような清せい涼りよう感かんと、それでいて耳に心ここ地ちよい安定した低音。

　だというのに、魂たましいを揺ゆさぶる熱を感じるその声は。




『シガレット　ＣＶ：夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ』




　その名前を、呆ぼう然ぜんと見上げる。

　由ゆ美み子こがオーディションに落ちた役に、千ち佳かが、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが受かっている。

　由ゆ美み子こが受かるとは思えなかった役を、彼女はしっかり自分のものにしていた。

　その事実に、絶望的なほどの焦しよう燥そう感かんを覚える。

　思わず、自分の胸を手で押さえた。

　どくどく、どくどく、どくどく。

　苦しくなるくらいに心臓が暴れ、熱のせいで炎ほのおを纏まとっているような感覚に陥おちいる。

　よろよろと路地裏に入っていき、塀へいに背を預けた。

　ぼうっとした頭は歯止めが利きかず、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのウィキペディアにアクセスする。

　そこには彼女が演じた役やく柄がらが、いくつも並んでいた。

　今年と、去年。

　決して少なくない役の数々と、メインキャラクターを示す太字が目に入った。

　堪こらえ切きれずに、由ゆ美み子こはその場にしゃがみこむ。

　身体からだを丸くして、もがくように顔を伏ふせた。

『影えい響きようはびっくりするほどあったわ。仕事、物もの凄すごく減ったもの。アイドル声優らしい仕事はもちろん、アニメやゲームの仕事もね。未発表のものは、あっちからたくさん断られちゃった』

　かつて彼女は、そう寂さびしそうに言っていたのに。

　絶対に弱くはない影えい響きようを跳はね返かえして、千ち佳かは上を向いていた。

　孤こ高こうに、誇ほこらしく。

　だというのに、自分はこんなところで這はいつくばっている。

「渡わた辺なべ……っ、あんたは……、あたしのところまで、堕おちたんじゃなかったのか……っ」

　暴れ回る激情を少しでも追い出すため、呻うめくような声を上げる。

　あのとき感じた、黒い悦よろこび。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが自分の位置まで堕おちてきたとき、由ゆ美み子こは安心し、悦よろこんでしまった。

　そんな醜みにくい感情から目を逸そらしているうちに、彼女はひとりこの沼ぬまから抜ぬけ出だして、まっすぐに前を歩き始めている。

「なんで……っ、あたしは……っ」

　由ゆ美み子こは学校に取り残され、千ち佳かは声優業界を進んでいく。

　そちらの道に由ゆ美み子こが行こうとしても、深い沼ぬまがそれを許さない。

　あぁ。

　もしかして──、今までずっと、勘かん違ちがいしていたのだろうか。

　歌うた種たねやすみは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのライバルになれたと思っていたのに。

　あのトラブルのせいで、ほんの少しの間、同じ目線に立てていただけなのか。

　あぁ──。

　……苦しい。







　それからというもの、由ゆ美み子この態度はひどいものだった。

　千ち佳かと上う手まく接することができなくなってしまった。

　教室でも、スタジオでも。

　その日のコーコーセーラジオの収録はなんとか無事に終えたけれど、逃にげるようにブースを飛び出した。

　普ふ段だんは朝あさ加かたちと雑談に興じるところだが、今は千ち佳かの前にいたくなかった。

　はあ、とため息が漏もれる。

　とぼとぼとひとりで帰っていると、廊ろう下かに見慣れた背中を見つけた。

　自分でも顔がぱあっと輝かがやくのを感じながら、その背中に声を掛かける。

「あ……っ、めくるちゃんっ！」

　百パーセントの笑え顔がおで寄っていく。

　彼女──、柚ゆ日び咲さきめくるは、それはもう、それはもう嫌いやそうに振ふり返かえった。

　マスクをしていても、「めっちゃ嫌いやそう」と一目でわかる表情だった。

　めくるは睨にらむようにこちらを見ていたが、由ゆ美み子この笑え顔がおを見た瞬しゆん間かんに固まる。

　すぐに取とり繕つくろうように頭を振ふると、面めん倒どうそうにマスクを外した。

「うるさい、めくるちゃん言うな。歌うた種たね、あんた何か勘かん違ちがいしてない？　ティアラでは仕方なかったけど、あんたと慣れ合うつもりはないから。わたしはあんたを許しちゃいないし、まだ怒おこってるんだからね」

　ぷりぷりと怒おこられてしまう。

　当然、由ゆ美み子こだってわかっている。

　めくるは裏営業疑ぎ惑わくの一件を許さないし、慣れ合うつもりもない。

　プライベートでの接せつ触しよくも、彼女のルールに反する。

　それはそれとして、柚ゆ日び咲さきめくるは頼たよれる先せん輩ぱいなのだ。

　廊ろう下かに人目がないのは確かく認にんしている。

　なので、由ゆ美み子こは後こう輩はいとして存分に甘えることにした。

「めくるちゃーん……、相談乗ってよー……」

　めくるが何か言いかけたが、すべて無視した。

　彼女に真っ向から抱だき着つく。

　これでめくるの文句をすべて封ふう殺さつできることを、由ゆ美み子こはよく知っている。

「ん、んぎッ……！　ちょ、あ、ぐ、ぐぐ、あ、あんた、なにを……ッ！」

　悲鳴を押し殺したような声が、すぐそばから聞こえた。

　至近距きよ離りにある、彼女の顔を見る。

　茹ゆでダコのように顔は真っ赤になり、湯気でも出てきそう。

　目は見開き、ぐるぐると渦うずを巻き始めた。口からは熱い息が漏もれ出でている。

　彼女の両手は不自然に広げられ、「触さわるのはアウトだ……ッ！」とでも言いたげに、大おお袈げ裟さに離はなれていた。

　こちらは構わず、めくるの小さい身体からだをぎゅうっと抱だき締しめる。

　彼女はますます遠くを見るような目になり、そのまま気を失ってしまいそうだ。

　何度か抱だき着ついているのに、めくるは一向に慣れない。

　彼女が気絶する前に、由ゆ美み子こは本題に入った。

「めくるちゃーん……。あたし、本当に参っててさ……、力貸してくんない……？」

　しゅうしゅうと体温を上げ続けていためくるは、ぐったりしていた。

　しかし、由ゆ美み子こが本当に弱っていることが伝わったらしい。

　ごくん、と唾つばを飲み込む音は聞こえたものの、振ふり絞しぼった冷静な声が返ってくる。

「……なに。聞いてやるから、一いつ旦たん離はなれて」

　彼女が背中をやさしくぽんぽん、と叩たたいてきた。

　それに胸がきゅう～っとなる。

　彼女の温ぬくもりを手放すのが惜おしくなり、強い力で抱だき締しめて顔をうずめた。

「めくるちゃん～、好きぃ～」

「ぬあァァァ……ッ！　あ、ちょ……！　調子に、乗るな……っ！　あんた、こっちが、ギリギリだ、ってわかって、やってない……!?　わたしが、気を、失う前に、離はなせぇ……っ！」

　聞いたことのない脅おどし文句に、由ゆ美み子こは仕方なく身体からだを離はなした。

　めくるは運動したわけでもないのに、肩かたで息をしている。

　汗あせの滲にじんだ真っ赤な顔で、こちらをキッと睨にらみつけた。

「二度とするな！」と指を差すものの、声は掠かすれている。

　彼女は赤い顔のまま服と髪かみの乱れを直し、そこで大きく息を吐はいた。

　ようやく、息が整ってきたようだ。

「……で、なに。言っとくけど、脅おどしに屈くつしただけだから。本当なら、相談なんて聞く気なかったからね」

「なにさ、脅おどしって」

「……あんた、人に抱だき着ついておいて……。あぁもういい……。相談ってなに」

「いや、うん……。ここじゃ、ちょっと……。どこか寄らない……？」

　指を絡からませながら、そう提案をする。

　立ち話でちょっと、という話でもない。

　めくるは一度考え込んだあと、目をそっと逸そらした。

「……別にいいけど。店には寄らない。あんたと仲良しをするつもりはないから。人に聞かれたくないなら、公園でいいでしょ」

　めくるはさっさと踵きびすを返かえしてしまう。

　その小さい背中を慌あわてて追いかけた。

　やはり、彼女は頼たよりになる先せん輩ぱいだ。

「ありがとね、めくるちゃん」

「うるさい。礼なんて言うな。聞きたくて聞くわけじゃない」

　そんなつんけんとした態度にすら、愛いとおしさを覚えてしまう。







　めくるについていくと、ほどなくして目的地に辿たどり着ついた。

　スタジオ近くにある大きな公園だ。

　昼間なら遊ぶ子供たちも多く見み掛かけるが、陽ひが落ちた今では人ひと気けがない。

　めくるは迷いなく、公園の中をするする歩いていく。

　彼女が歩みを止めた先には、ベンチがぽつんと設置してあった。

　街灯も遠く、薄うす暗ぐらいこの場所なら人が通りかかることもなさそうだ。

「で、相談ってなに」

　ベンチに腰こし掛かけ、めくるは言う。

　由ゆ美み子こが隣となりに座ると、距きよ離りが近かったのか、気まずそうにお尻しりを動かしていた。

　いたずら心で身体からだをくっつけたくなるが、今からするのは真面目な話だ。

　自重して、ふっと息を吐はいた。

　由ゆ美み子こは自分の手を見つめながら、ぽつりと呟つぶやく。

「めくるちゃんってさ……、他人への嫉しつ妬ととか焦あせりって、どう対処してる……？」

　いろいろ聞きたいことはあったけれど、真っ先に出てきた言葉はそれだった。

　めくるなら、いつものように答えをくれそうな気がした。

　けれど、彼女は決まりが悪そうに渋しぶい顔をしている。

　頭を搔かきながら、目を逸そらした。

「……そういう相談なら、わたしは乗れない。あんたも知ってるけど、わたしには役が取れなくて悔くやしい、っていう感情が欠けつ如じよしてた。嫉しつ妬とは、馴な染じみが深い感情じゃないから」

「今の今まで、それを感じたことってないの？　花はな火びさんに対しても？」

「ない」

　断言されてしまう。

　目の前の女性が、物もの凄すごく大人のように感じられた。

　彼女はまるで欠点のように言うけれど、それは美徳ではないだろうか。

　思わず、由ゆ美み子こは「いいなあ……」と羨せん望ぼうしてしまう。

　だって、嫉しつ妬とと無む縁えんなら。

　こんなに苦しい思いはしなくていいし、醜みにくい自分に失望しなくていいんだから。

　しかしめくるは、手を振ふって寂さびしそうに答えた。

「よくない。嫉しつ妬とはエネルギーだから。自分がそうなりたいから、生じる感情。前を向いている証しよう拠こなの。他人に嫉しつ妬とできない、っていうのは、十分な欠点でしょ。その欠点をなくすために、わたしは今頑がん張ばってる。これからも声優を続けるためにね」

　めくるはつまらなそうに言う。

　そういうものだろうか。

　だけど、嫉しつ妬とに支配されている現状がまともだとは思えない。

「夕ゆう暮ぐれのことか」

　詳くわしく言っていないのに、他人への嫉しつ妬と＝千ち佳かへの嫉しつ妬とと紐ひもづけられてしまう。

　言い当てられたことが、無む性しように恥はずかしかった。

　つい、混ぜっ返してしまう。

「なんでわかんの。何も言ってないのに。めくるちゃん、あたしのこと好きすぎでしょ」

「茶化すなら帰る」

「ご、ごめんって。めくるちゃん、帰らないでよ」

「……手を、握にぎらないで……、あんたらガキどもは、なんでそう、不用意に……」

　立ち上がっためくるの手を取ったら、彼女はもう片方の手で顔を覆おおってしまった。

　ゆるゆると座り直してくれたが、なんとなく心細くて手は握にぎったままでいた。

　めくるは、困った顔で繫つながった手をじっと見ている。

「……脈が……、早くなるから……」

　ぼそぼそと言いながら、そっと手を外されてしまう。

　はあ～……、と深い息を吐はいてから、めくるは大きな目をこちらに向けた。

「夕ゆう暮ぐれに嫉しつ妬とするなんて、あんたにはそれほど珍めずらしいことじゃないでしょ。今さら、慌あわてる理由がわからないんだけど」

「そういうレベルじゃないんだって……」

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに嫉しつ妬と心しんを抱いだいていることは、今さら否定しない。

　でも、自身を焼やき焦こがすような強い炎ほのおは、知らない。

　置いて行かれて、泣きそうになる寂さびしさは、知らない。

　それほどまでに感情が膨ふくれ上あがった理由は、状じよう況きようの変化が大きかった。

　助けを求めるように、今の状じよう況きようを語る。

「あたしさ……。今期、仕事がなくて。でも受験生だから、オーディションを受けることもやめてて……。普ふ通つうの高校生やってるんだよ。それがやけに楽しくてさ……。毎日毎日、すごく充じゆう実じつしてるんだ。けど……、ユウは声優として前に進んでる。あたしが、のんきに高校生やってる間に……。どんどん置いて行かれる……」

「………………」

　めくるは黙だまって聞いてくれている。

　しかし、この恐きよう怖ふは口にしても軽くはならず、むしろ実感を伴ともなって覆おおいかぶさってきた。

　自然と由ゆ美み子この背中は丸くなり、肘ひじを脚に置く。

　両手を合わせて、口元に当てた。

「あたしは、ユウに嫉しつ妬としてるよ。だって、あいつはすごい声優だもん。でも、頑がん張ばってたら、追いつけると思ってたんだよ……。必死に追いかけてたら、いつかは……。でも、あいつはたくさん役を取ってて、あたしはただの高校生で……。それで、こんな苦しくなるくらいなら、いっそ、なんて考えちゃうこともあって……、このままで、も、いいんじゃ、って……」

　ぐちゃぐちゃになった気持ちのせいで、声が震ふるえる。

　ぽつぽつと呟つぶやいているうちに、涙なみだが出そうになった。

　この場に、めくるしかいないことも大きい。

　木々の葉が揺ゆれる音を聞きながら、涙なみだを堪こらえて続きを口にした。

「そんな自分が情けなくて、怖こわくて、嫌いやで……。このままだと、渡わた辺なべに八つ当たりしちゃうんじゃないかって……。渡わた辺なべと上う手まく話せなくなったんだよ……。このままだったら、どうしよう……、ひどいことを言っちゃったらどうしよう……」

　顔を両手で覆おおったら、その瞬しゆん間かんにぽたりと涙なみだがこぼれた。

　思った以上に参っていたのかもしれない。

　はっ、と涙なみだに濡ぬれた声を漏もらす。

　そのまましばらく黙だまって涙なみだを流していた。

　めくるは由ゆ美み子この背中をぽんぽんと叩たたいてくれて、そっと囁ささやくように口を開く。

「そんなに怖こわいなら、正直に言えばいいんじゃない。『あんたに嫉しつ妬としてどうしようもないんだ』って。内に溜ため込こんで爆ばく発はつするより、伝えたほうがあっちだって対処しやすいでしょ」

「え、えぇ……？」

　この感情を伝える？

　思いも寄らない提案に動どう揺ようしていると、めくるは肩かたを竦すくめた。

「あんたは今、ひとりで悶もん々もんとしているのが辛つらい。爆ばく発はつしそうで怖こわい。夕ゆう暮ぐれにも変な態度を取ってしまう、それもやめたい。それなら、もう伝えちゃえば。何もしないよりはいいでしょ。第一、そんなことで壊こわれる関係でもないんだから」

　まるで当たり前のことのように、彼女はそう言う。

　それは、由ゆ美み子こにはまるで思いつかない方法だった。

　この荒あれ狂くるう醜みにくい感情を、千ち佳かにぶつけてしまうなんて。

　いくら自分が辛つらいからって、彼女をこの炎ほのおに巻き込むなんて。

「……………………」

　自分の感情を叩たたきつける行こう為いは、相手に甘えていると言っていい。

　めくるは、由ゆ美み子こと千ち佳かが『そんなことで壊こわれる関係ではない』と断言したけれど。

　彼女は、本当にそれを受け入れてくれるだろうか。







　結局、由ゆ美み子こは踏ふん切ぎりがつかないまま、宙ぶらりんの状態で過ごしていた。

　どっちつかずの、中ちゆう途と半はん端ぱ。

　千ち佳かと会ってもぎこちなく、下手くそな態度を取ってしまう。

　そのたびに千ち佳かは訝いぶかしむような顔になり、時折、「なんなの？」と問われるが、「なにが？」ととぼけて逃にげてしまう。

　このままじゃダメだ。

　そう思っていても、何も行動に移せなかった。

　そんなある日のこと。

　普ふ段だんどおりに登校して、みんなに挨あい拶さつをしていると。

「……？　由ゆ美み子こ、おはよう。声、なんか変じゃない？」

「ぁえ？　そう？」

　委員長におかしな指し摘てきをされた。

　心配そうに「昨日、声出しすぎたんじゃない……？」と顔を覗のぞき込こまれてしまう。

「そんなことないと思うけどな……」

　ハーヴィーは腹から声を出すことが多いが、由ゆ美み子こだって一応プロだ。

　あの程度で喉のどを痛めるとは思わないが、言われてみると違い和わ感かんはある。

　幸い、アフレコの仕事はないから支障はないけれど。

「…………………………」

　そんなことを考え、すぐに落ち込んでしまう。何が幸いなのか。

　委員長に「今日の練習、やめとく？」と訊きかれたが、大だい丈じよう夫ぶ、と答えた。

　今は、演劇の稽けい古こと受験勉強に熱中しているほうが、精神的に楽だ。

　ただ、頭はあまり働かないまま授業が過ぎて、あっという間に昼休みになった。

「若わか菜な。あたし、購こう買ばい行ってくるわ」

「ありゃ。珍めずらしい。お弁当作ってこなかったん？」

「うん。寝ね坊ぼうしちゃってさ」

　由ゆ美み子こは寝ね坊ぼうなんて滅めつ多たにしないため、若わか菜なは珍めずらしそうにしていた。

　なんだか、気分もよくない。

「佐さ藤とう。ちょっと」

　だというのに、タイミング悪く千ち佳かが声を掛かけてくる。

「なに……。あたし、購こう買ばい行くんだけど」

　逃にげるように廊ろう下かに出て行った。

　廊ろう下かを行いき交かう生徒はかなり多いのに、千ち佳かはそれでも追ってくる。

「パンならわたしの分をあげるわ。だから、話を聞きなさい」

「………………………………」

　手を強く摑つかまれて、低い声を突つき付つけられる。

　容易たやすく振ふりほどけそうな、小さな手。

　しかし、あまり身体からだに力が入らず、いつものように逃にげることもできない。

　千ち佳かを見ると、その表情からは決心のようなものが感じられた。

　彼女は黙だまって、手を握にぎったまま歩き始める。

　そのまま、空き教室に連れ込まれてしまった。

　彼女が昼休みにひとりで食事をしていた、例の空き教室だ。

　カーテンが閉められているので中は暗く、カーテンの隙すき間まからわずかな光が入り込むだけ。

「佐さ藤とう。こっちを見なさい」

　冷ややかな声が飛んでくる。

　おそるおそる彼女を見ると、千ち佳かは鋭するどい目つきでこちらを睨にらんでいた。

　久しぶりに、彼女の顔を真っ向から見た気がする。

　相変わらず、目つきが悪い。

　千ち佳かは瞳ひとみに苛いら立だちと怒いかりを滲にじませて、それを言葉にも乗せた。

「いい加減にしなさい。もう我が慢まんならないわ。ずっとおかしな態度ばかり取って。何がしたいの？　わたしが何かした？　それなら、はっきり言いなさい。あなたらしくもない」

　手を摑つかまれたまま、怒いかりを表明されてしまう。

　こうなってもおかしくない態度を、由ゆ美み子こは取り続けてしまった。

　だけどそれは、千ち佳かに余計なことを言わないためだ。

「何もないって……、あんたの勘かん違ちがいじゃないの……」

　目を逸そらして、弱々しい声で答える。

　何かある、と告白しているようなものだ。

　そんなはっきりしない態度を、あの渡わた辺なべ千ち佳かが許すはずがない。

　彼女はよりわかりやすく怒いかりを滲にじませると、こちらに詰つめ寄よってきた。

　その勢いに負けて、壁かべに追おい詰つめられてしまう。

　千ち佳かは由ゆ美み子このブラウスを摑つかみ、ぐっと顔を寄せてくる。

「イライラするのよ、あなたがそんなふうにウジウジしていると。普ふ段だんは鬱うつ陶とうしいくらいに陽気なくせに、なんだっていうの？　それだけのことがあったなら、わたしに原因があるのなら、はっきり言いなさい。いい加減、怒おこるわよ」

　あぁ。

　千ち佳かは千ち佳かで我が慢まんの限界だったのだろう。

　むしろ、よくここまで持ったくらいだ。

　気に入らないことがあったら、きちんと相手に「気に入らない」と伝える彼女が。

　でも由ゆ美み子こだって、どうしていいかわからなかった。

　いたずらに千ち佳かを避さけていたわけではない。

　不慣れなせいで、おかしな挙動にはなったけれど。

　由ゆ美み子こはどうにか感情の蓋ふたが緩ゆるまないよう抑おさえているのに、それを横から蹴け飛とばすようなことをされれば、蓋ふたも開いてしまう。

　結果、噴ふき出だす。

　あっという間に黒い感情に吞のみ込こまれ、口からは嫉しつ妬との言葉を吐はき出だしそうになった。

　だって、目の前にいるのは、あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだから。

「……渡わた辺なべがそこまで言うなら、言うけど……」

　いい加減、由ゆ美み子こも限界だった。

　そのうえ、めくるにも「もう伝えちゃえばいいんじゃないの」と背中を押されている。

　彼女のその言葉は、今すぐ手を伸のばしたいくらいに魅み力りよく的てきだった。

　頭がぼんやりしていることも、大おお野のたちに言われたことも後あと押おししていた。

　だったらもう、と手を緩ゆるめてしまう。

　こうなってしまっては、恥はじも外聞もない。

「苦しいんだよ……。今のあたしと渡わた辺なべに差がありすぎて……。嫌いやになる……。渡わた辺なべに負けたくないのに、あたしには仕事がなくて……。その差に耐たえられない。あたしが高校生活を楽しんでいる間も、あんたはどんどん前に進んでしまう……」

　細々と言葉を吐はき出だす。

　恐きよう怖ふを彼女に訴うつたえる。

　普ふ通つうの高校生である佐さ藤とう由ゆ美み子こと、どんどん前に進んでいく声優の夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　この対比に、叫さけび出したいくらいの恐きよう怖ふに駆かられていた。

　秋あき空そら紅葉もみじだって、かつてこう言っていたはずだ。

『ライバルの成功は、自分が上う手まくいっているうちは、余よ裕ゆうを持っていられるものです』

　秋あき空そらが声優業界を去った直接の原因は、体調不良で活動休止したこと。

　そして、もうひとつの『挫ざ折せつした理由』は。

　ライバルの背中が遠すぎて、追いつけない、と悟さとってしまったから。

　実際にその状じよう況きように身を置いて、由ゆ美み子この心は完全に参ってしまった。

「あんたは、あたしと同じだったのに。一度、いっしょにどん底まで堕おちたはずなのに。それでも、渡わた辺なべはここまでのしあがった。あんたはすごいよ……。でも、それを素す直なおに認められない……。余計なことを言いそうだから、ひどい言葉を言いそうだから、こうして距きよ離りを取ろうと思ったんだよ……。学校に、逃にげようとした。だってここでなら、あたしは……」

　そこから先は、吞のみ込こむ。

　それでも、十分に由ゆ美み子この卑ひ屈くつな思いは伝わったはずだ。

　千ち佳かは無表情でそれを聞いていて、けれど一度も視線を外そうとしなかった。

　だから、由ゆ美み子こはすべてをさらけ出した。

　絶対に伝えたくなかった、薄うす暗ぐらくて醜みにくい、自分でも吐はき気けを催もよおす感情までも。

「あたしはね、渡わた辺なべ。あんたにずっと薄うす暗ぐらい感情を抱かかえてたんだよ。渡わた辺なべがあたしと同じ場所にまで堕おちてきたときも、その苦しみをあんたが知ったときも。心のどこかで、悦よろこんでた。安心してたんだ。あたしはそんな醜みにくい人間なんだよ……」

　まるで懺ざん悔げするかのように、己おのれの醜みにくい部分を彼女に見せた。

　それは、ずっと隠かくしていくつもりの気持ちだった。

　裏営業疑ぎ惑わくでどん底に堕おちた夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに覚えた、後ろめたい悦よろこび。

　彼女に変装のメイクを施ほどこしているときに、「仕事が物もの凄すごく減った」と千ち佳かは口にした。

　ふたりで月を眺ながめたとき、「声優を続けられるか、不安で仕方がない」と彼女は言った。

　そのとき由ゆ美み子こは、嬉うれしい、と感じてしまったのだ。

　同じ場所に、同じ悩なやみに、彼女が堕おちてきたことに。

　こんな醜みにくい感情、ずっとずっと隠かくしておくつもりだったのに。

　さらけ出してしまった。

　ヤケになっている、と自分でも感じる。

　いっそこれで愛あい想そを尽つかしてくれれば、楽になれると思ったのかもしれない。

　そうなるほどに、今の由ゆ美み子こは声優の世界から遠く離はなれてしまった。

　千ち佳かは大きなため息を吐つく。

　呆あきれたようにかぶりを振ふり、信じられないことを口にした。

「なに。たかだか、そんなこと？」

「そんなこと、って……」

　拍ひよう子し抜ぬけした、とでも言いたげな彼女に、由ゆ美み子このほうが啞あ然ぜんとする。

『このままでは、あんたに嫉しつ妬と心しんで攻こう撃げきしてしまう』『落ち目になったとき、嬉うれしいと感じてしまった』と言われ、「そんなこと」で済ませる彼女の神経が信じられなかった。

　だって、由ゆ美み子こは過去に罪を犯おかしている。

　千ち佳かは楽観視しているわけではなく、実際に以前のことを口にした。

「あなた、わたしがファントムの主役を取ったとき、なんて言ったか覚えてる？　『監かん督とくにやましいことでもしたんじゃ』って言ったのよ。信じられる？　役者として、最低の侮ぶ辱じよくだわ」

「そ、それは……、悪かったと思ってるよ……。だから謝ったじゃん……。本心じゃない……。ていうか、わかるでしょ。そんな間ま違ちがいを繰くり返かえしそうで、怖こわいってことだよ……」

　過去の過あやまちを指し摘てきされて、その闇やみに囚とらわれてしまう。

　激情に支配されて、また許されないことを言ってしまったら。

　それが怖こわくて、距きよ離りを取ろうと思ったのに。

　けれど、千ち佳かはそれさえもさらりと否定した。

「昔ならいざ知らず、今同じことを言われても本心だとは思わないわよ。良くも悪くも、わたしたちは同じ時間を過ごしてきたのだから。誠まことに遺い憾かんだけれど、あなたのことはわたしもよく知っているわ」

「────────」

　由ゆ美み子こは失念していた。

　以前と今では、大きく異なることがひとつある。

　積み重ねてきた時間だ。

　この一年と半年の間、ふたりで乗のり越こえてきた壁かべは多く、過ごした時間も長い。

　由ゆ美み子こだって、千ち佳かのことは以前よりも深く理解している。

　それに、と千ち佳かは言葉を重ねた。

「ウジウジ悩なやむくらいなら、いっそ思う存分ぶつければいいわ。あなたの嫉しつ妬と心しんなんて、わたしには痛いたくも痒かゆくもない。むしろ、心ここ地ちよいくらいだもの」

　挑ちよう発はつじみた言葉に、ブレーキが壊こわれそうになる。

　そのまっすぐな瞳ひとみと自信に染まった表情は、まさしく夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿だった。

　これほどまでに膨ふくれ上あがった嫉しつ妬と心しんを、彼女にぶつけていいのだろうか。

　……いいはずがない。

　めくると同じことを言われても、それでも、最後の一線は踏ふみ越こえられなかった。

　だというのに、千ち佳かは試ためすようなことを口にする。

　自分の胸に手を当てて、歌うように言ったのだ。

「わたしは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、確かに一度、裏営業疑ぎ惑わくのせいでどん底まで落ちたかもしれない。けれど、その影えい響きようは徐じよ々じよに消えているわ。オーディションだって受かるようになった。仕事はこれからも増えていく。えぇそうね。いつかはわたしも、プリティアだって──」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、由ゆ美み子この頭が真っ白になった。

　蓋ふたが一気に吹ふき飛とばされ、そこから化け物が溢あふれ出だす。

　嫉しつ妬との炎ほのおがごうごうと燃もえ盛さかり、感情が暴力的に暴れ回った。

　ダンッ、と音が響ひびく。

　由ゆ美み子こが千ち佳かの襟えり首くびを摑つかみ、彼女を壁かべに押し付けたのだ。

　先ほどとは真逆の構図になったというのに、由ゆ美み子こは感情を抑おさえられずに荒あらい息を吐はいているのに、千ち佳かは平然としていた。

　目が合う。

　狂くるったように感情的になった由ゆ美み子この瞳ひとみと、それをじっと見る千ち佳かの瞳ひとみが重なる。

　千ち佳かは動じなかった。

　由ゆ美み子この熱くなった頰ほおに、彼女の冷たい手が添そえられる。

「ひどい顔してるわよ、あなた」

　そうだろう。

　歯を食いしばって、ふうふうと息を荒あらくしているのに、まともな顔なわけがない。

　千ち佳かは壁かべに押し付けられたまま、静かに口にする。

「けれど、良いい顔だわ。とても」と。

「……………………」
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「しっかりしなさい、歌うた種たねやすみ。その嫉しつ妬と心しんも、虚きよ栄えい心しんも、自じ己こ嫌けん悪おさえも。あなたは演技に活いかすタイプの役者でしょう。わたしが前に言ったことを忘れたの？　わたしも、あなたには嫉しつ妬としてる。あなたはひとつのきっかけで、上にいく。あなたを一番に意識してる。わたしにそう言わせたのは、あなたよ。自分だけが嫉しつ妬としてるなんて、思わないで頂ちよう戴だい」

「────────」

　暴あばれ狂くるって牙きばを剝むいていた感情が、その言葉で急速に冷えていく。

　彼女のたった一言で冷静さを取とり戻もどした自分に、愕がく然ぜんとする。

　けれどその言葉が、どれだけ自分の励はげみになっていたか。

　改めて、思い出した。

　……いや、でも。

　由ゆ美み子こは身体からだを離はなしながら、当然の疑問をぶつける。

「あんたは……、まだあたしのこと……、上にいけるって。嫉しつ妬とするような役者だって……、思ってるの……？」

　先ほど、千ち佳かは『昔ならいざ知らず』と口にした。

　お互たがいを理解して得たものは多いけれど、変化したものも多い。

　今と昔では、状じよう況きようが違ちがう。

　由ゆ美み子この今の状じよう況きようは、とても夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに意識されるようなものではない。

　それでも千ち佳かは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめた。

「あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」と呟つぶやいてから、彼女は己おのれの気持ちを吐と露ろする。

「なにが、まだ、よ。わたしがなぜ、ここまで必死に前に進んでいると思っているの。あなたに抜ぬかれたくないからよ。だから早く、追いついてきなさい。嫉しつ妬とに狂くるいながら、感情をぶつけながら。そうしてわたしのところまで来たら──、改めて、潰つぶしてやるわ」

　千ち佳かは乱れた服装を直しながら、まるで悪役のように言う。

　自分に早く追いついてこい、真っ向から叩たたき潰つぶすから。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの宣戦布告に、目を細めそうになった。

　あぁやはり──、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは格好いい。

　そんな彼女に認められていること。

　まだライバルだと思われていること。

　それがなにより──、嬉うれしかった。

　それが表情に出ていたのか、千ち佳かは呆あきれたような目になる。

「あなたは本当に……。さっきまで、この世の終わりみたいな顔をしていたくせに。なに、その顔。人の態度にいちいち一いつ喜き一いち憂ゆうしないでほしいわ」

「は、はあ？　自じ意い識しき過か剰じようなんじゃないの……。あたしがいつ、あんたの態度に一いつ喜き一いち憂ゆうしたっていうの」

「鏡を見せてあげたいわ、本当に」

　呆あきれ果はてた、と言わんばかりの千ち佳かに、由ゆ美み子こは己おのれの頰ほおに触ふれる。

　……そんなに、わかりやすかっただろうか。

　確かに彼女の一言で、あのどす黒い感情はすうっと引いていってしまった。

　それに驚おどろく間もなく、千ち佳かはそれ以上に信じられないことを口にする。

「こうなったら、ついでに言っておくけれど。あなたがわたしに向けていた、薄うす暗ぐらい感情。あなたはまるで、罪の告白をしているようだったけれど──、あなたの感情にわたしが気付いていないとでも、本気で思っていたの？」

「えっ──」

　絶句する。

　由ゆ美み子こは愕がく然ぜんとしながら、後ずさりをした。

　口を手ての甲こうで隠かくし、千ち佳かの顔をまじまじと見つめる。

　千ち佳かは肩かたを竦すくめながら、なんてことはないように言った。

「あなた、自分で思っているよりわかりやすいからね。顔に出るから」

　知らなかった。

　じゃあ今までずっと、彼女にはあの感情を悟さとられていたのか。

　あの黒い悦よろこびを、見られていたのか。

　頭を抱かかえて、その場にうずくまりたくなる。

　なら、なぜ言ってくれないのか──、と思うけれど、千ち佳かは言わないだろう。

「……………………」

　しかし。

　千ち佳かに、あの感情さえも筒つつ抜ぬけになっていたこと。

　嫉しつ妬としてもいい、その感情をぶつけてこい、と言われたこと。

　それが、驚おどろくほど由ゆ美み子この身体からだを軽くしていた。

　楽に、なった。

　──いや。

　身体からだが軽く──、いや、重く。

　全身から力が抜ぬけていく。

　そのまま由ゆ美み子こは、その場に崩くずれ落おちた。

　どさり、と自分の身体からだが横たわる音を、どこか他ひ人と事ごとのように聞いていた。

「……佐さ藤とう？　……佐さ藤とう！　なに、あなたどうしたの……!?」

　千ち佳かの声が、どこか遠くから聞こえた気がした。

　頭はぼうっとして喉のどは痛く、身体からだ中じゆうが熱かった。

　佐さ藤とう、佐さ藤とう、と千ち佳かが名を呼ぶ声だけが聞こえていた。
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　オッケーでーす、という声が聞こえ、千ち佳かはイヤホンを外した。

　同じように目の前の女性が、イヤホンを外してにっこりと笑う。

「お疲つかれ様さま、夕ゆう陽ひちゃん」

　彼女のファンならばそれだけで卒そつ倒とうしそうな、キラキラした笑え顔がおを彼女は見せる。

　トリニティ所属、桜さくら並なみ木き乙おと女め。

　歌うた種たねやすみと大の仲良しで、本日ピンチヒッターとしてパーソナリティを担になってくれた。

　千ち佳かも乙おと女めとの接点は多く、今回のラジオでも話しやすかった。

「いやぁ、乙おと女めちゃんが来てくれて助かったよ。ありがとね、忙いそがしいのに」

「いえいえ。わたしも楽しかったです」

　朝あさ加かと乙おと女めが、顔を見合わせて笑っている。

　しかし、乙おと女めはすぐに心配そうな表情になった。

「でも、やすみちゃんは心配ですね。流は行やってる風か邪ぜ、結構熱上がるって聞くし……。夕ゆう陽ひちゃんは学校で会ってるんだよね？　どう？　しんどそうだった？」

「そうですね。今日は、途と中ちゆうで早退していきました。朝から調子が悪かったみたいです」

　──あのときは、驚おどろいた。

　確かにあまり顔色はよくなかったが、てっきり精神的なものかと。

　空き教室での一件のあと、ぐったりした由ゆ美み子こを千ち佳かは急いで保健室に連れて行った。

　彼女はそれから、教室には帰ってきていない。

　受験勉強に、演劇の稽けい古こ。

　そこに悩なやみが重なって、無理がたたったのかもしれない。

　あの状じよう況きようを見た時点で覚かく悟ごはしていたが、本日のラジオ収録も欠席。

　プロ意識の強い彼女が休んだのだ、かなり悪いに違ちがいない。

「だいぶ質たちが悪い風か邪ぜ、って話だしねえ。ふたりとも、気を付けるんだよー。しっかり食べて、しっかり眠ねむって、身体からだを労いたわらないとね」

　朝あさ加かが、乙おと女めと千ち佳かに注意喚かん起きする。

　そういう意味では、一番不ふ摂せつ生せいな朝あさ加かが最も危険では……、と思ったが、乙おと女めも同じ考えらしい。微び妙みような顔で朝あさ加かを見ていた。

「……朝あさ加かさんも気を付けてくださいね？」

　というか、乙おと女めが実際に言った。

　朝あさ加かは手をひらひらさせながら苦く笑しようする。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだよ。デフォルトで体調悪いみたいなところあるから」

　全く大だい丈じよう夫ぶではないと思うけれど、ここは流しておく。

「んー、やすみちゃんから返事ないや。かなりしんどいのかも」

　乙おと女めはスマホに目を向けて、ぽつりと呟つぶやく。

　スマホから顔を上げ、千ち佳かに向かってふわりと微ほほ笑えんだ。

「やすみちゃんの返事次し第だいだけど……。明日も寝ね込こんでいるようだったら、お見み舞まいに行こうと思うんだ。夕ゆう陽ひちゃんもいっしょにどう？」

「お見み舞まい……？　いえ、わたしは」

　反射的に断ると、乙おと女めは「そっか」とすぐに引き下がった。

　彼女も付き合いが長いだけあって、千ち佳かの性格をわかっている。

　お見み舞まいだなんて、乙おと女めも律りち儀ぎだ。

　ただ、ふたりは本当に仲が良いいし、お見み舞まいに行くのもそれほど不思議ではなかった。

　だが、千ち佳かと由ゆ美み子こはそういう間あいだ柄がらではない。

　大体、寝ね込こんでいるときに千ち佳かが来ても、彼女はむしろ迷めい惑わくだろう。

　それに、顔を合わせづらくもあった。

　昼間、あれだけ感情をぶつけ合ったのだから。

「乙おと女めちゃん、お見み舞まいに行くのならやすみちゃんにコレ渡わたしてくれる？　冷えピタ」「あ、はいはい」というふたりの会話を聞きながら、千ち佳かは思い出していた。

　由ゆ美み子こは千ち佳かに、薄うす暗ぐらい感情を持っていたことを告白した。

　それ自体は、別にいい。

　醜みにくい人間だと自じ嘲ちようしていたけれど、構わない。

　そういった感情こそが、彼女の類たぐい稀まれなる演技力を引き出すのだから。

　ただ。

『こうなったら、ついでに言っておくけれど。あなたがわたしに向けていた、薄うす暗ぐらい感情。あなたはまるで、罪の告白をしているようだったけれど──、あなたの感情にわたしが気付いていないとでも、本気で思っていたの？』

　千ち佳かは、そんなふうに答えたけれど。

「……………………………………………………」

　ぶっちゃけ、全然知らなかった。

　なんかこう、勢いで「知ってましたけど？」って顔しちゃったけど、でまかせだった。

　なんだろう、なんか格好つけたくなったのだろうか。

　由ゆ美み子こはめちゃくちゃびっくりしていたけど、そうだろうな、と思う。

　噓うそだもの。

　まぁ結果的に、彼女の罪の意識が軽くなっただろうから、そこは結果オーライだ。

　たぶん。




　　　　　　　　　　　　♥




　コンコン、と部屋の扉とびらがノックされて、由ゆ美み子この母親が顔を出す。

「由ゆ美み子こ～？　じゃあママ、お仕事行くからね？　何かあったら、連れん絡らくしていいから。ね？」

　仕事用にばっちりメイクをした母が、心配そうにこちらの顔を覗のぞき込こんでいる。

　由ゆ美み子こはベッドに横になったまま、手を振ふって答えた。

「わかった。ありがとね、ママ」

「ちゃんと水分摂とるんだよ。いってきま～す」

　いってらっしゃい、と掠かすれた声で答えて、扉とびらが閉まる様を見た。

　彼女の足音が遠ざかっていく。

　部屋に静せい寂じやくが戻もどってきた。

「はあ……。やっちゃったなあ」

　由ゆ美み子こは自分の額に手を載のせながら、天てん井じようを見つめた。

　今は平日の夕方。

　だというのに、由ゆ美み子こは既すでにパジャマ姿でベッドに横になっている。

　本日、由ゆ美み子こは学校を休んで一日中寝ねていた。

　事の発ほつ端たんは、昨日。

　朝からどうも調子悪いな？　と思いつつ学校に行ったのはいいものの、どんどん体調が悪くなる。

　昼に差さし掛かかったあたりで、完全に発熱していた。

　恥はずかしながら、千ち佳かに保健室に連れて行ってもらったくらい。

　その前にもいろいろあったから、次はもうどんな顔をして会えばいいのやら……。

　早退して家に帰ってきたものの、調子は一向に回復しない。

　非常に、非常に無念だったのだが、昨日収録のあった『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』も休むことになった。

「穴、開けたくなかったんだけどな……」

　呟つぶやいてから、けほけほと咳せき込こむ。

　頭がぼうっとしているし、身体からだも熱い。

　昨夜から今に掛かけて母が看病してくれたものの、快復するには至らなかった。

　薬は飲んでいるし、あとはひたすら眠ねむって治すしかない。

　朝からずっと眠ねむっているのに、目を瞑つぶるとすぐに頭が重くなる。

　夢ゆめ現うつつになる中、それでも耳は現実の音を拾っていた。

　母が家の中を歩く音。玄げん関かんの扉とびらを開く音。だれかと話す声。

「……あら、……、ありが……、上がって……、鍵かぎはそこに……、うん……、」

　宅配だろうか。

　それなら、母がいるうちに来てくれてよかった。

　とん、とん、とん、と足音も聞こえてくる。

　母が戻もどってきたのだろうか。宅配を受け取ったのだろうか。

　それとも、忘れ物だろうか。

　夢の中でそんなことを考えていると、部屋の扉とびらが開いた音がした。

　気がする。

「………………？」

　どれくらいの時間、うとうとしていただろう。

　ふと目が覚めて瞼まぶたを開くと、ぼんやりした視界に現実とは思えない光景があった。

　やけに整った顔立ち、長い前まえ髪がみ、異様に鋭するどい目つき。

　渡わた辺なべ千ち佳かが、気まずそうにこちらを見下ろしていた。

「渡わた辺なべ……？」

　掠かすれた声で名前を呼ぶ。

　これで彼女が消えていったら夢だけれど、千ち佳かはそこにいた。

　制服姿で椅い子すに座り、由ゆ美み子こを見下ろしている。

「本物……？」

　信じられなくて、そんな言葉を出してしまう。

　熱に浮うかされて見た夢だと言われたほうが、よっぽど信しん憑ぴよう性せいがあった。

「……本物よ。あなたが風か邪ぜを引いたと聞いて、まぁ……。来てみたの」

　彼女はごにょごにょとよくわからない言い回しをする。

　素す直なおに言えば、お見み舞まいだ。

　まさか、千ち佳かがそんなことをしてくれるとは思わなかった。

　そういった行こう為いから、最も離はなれた人物だと思っていたのに。

『お見み舞まい？　あぁ、寝ね込こんでいる人の家にわざわざ上がり込んで、自尊心を満たす行こう為いよね。親切の押し付けで善人扱あつかいされるんだから、ほとほと人の繫つながりを正義と思う連中ね』

　それくらい言ってもおかしくないのに。

　もしも自分が元気だったら、彼女にきっとこう言っていた。

『あんたがお見み舞まい？　そっちが熱でもあるんじゃないの？　寝ねてけば？』

　それくらいの憎にくまれ口ぐちを叩たたいても、おかしくない。

　だけど。

「わざわざ来てくれたんだ……。ありがとう……、お姉ちゃん……」

　由ゆ美み子この心からのお礼に、千ち佳かは目を丸くする。

　怪け訝げんそうにこちらの顔を覗のぞき込こんできた。

「やけに素す直なおじゃない……。大だい丈じよう夫ぶ？　そんなに辛つらいの？　死にそうなくらい？」

　皮肉でも何でもなく、本気で心配してくる千ち佳かに苦笑いする。

「まさか、渡わた辺なべがそんなことしてくれるなんて……、思ってなかったから」

　正直に答えると、千ち佳かは恥はずかしそうにそっぽを向いた。

「気まぐれよ。桜さくら並なみ木きさんが、自分が寝ね込こんだときはかなりしんどい思いをした、って言ってたから。それだけ」

　乙おと女めの名前が出て、なぜ？　と思うものの、すぐに腑ふに落ちた。

　昨日は由ゆ美み子この代わりに、乙おと女めがラジオのピンチヒッターを務めてくれたのだ。

　慌あわてて謝罪しようとしたら、千ち佳かが先に「謝らないで」とぴしゃりと言い切る。

「気にしないでいいから。今は身体からだを治すことに専念なさいな」

「………………」

　確かに、この状じよう況きようで謝るのはよくない。

　謝罪を飲み込み、乙おと女めのことを思い出す。

　乙おと女めは調子を崩くずして、寝ね込こんだことがあった。

　由ゆ美み子こはお見み舞まいに駆かけ付つけたが、それは彼女が一人暮らしで不自由が多いと思ったから。

「乙おと女め姉さんは一人暮らしだから……。あたしはママがいっしょにいてくれたし、それほどでもないよ。平気」

　家にだれかがいるのといないのとでは、雲うん泥でいの差さだ。

　一人暮らしの辛つらさはそこだろう。

　由ゆ美み子こは、水もご飯も薬も持ってきてもらえるのだから、それほど大変ではなかった。

「今は？」

　当然のように核かく心しんを突つかれ、言葉に詰つまった。

　数回、瞬まばたきをする。

　熱のせいで意地を張る余よ裕ゆうもなく、正直な気持ちを吐はき出だした。

「──ちょっと、心細かった。平気……、は、噓うそ吐ついた。ママがいてくれた分、余計に、かな……。あたし、熱出したときにひとりになるの、初めてでさ……」

　はあ、と熱い息を吐はく。

　素す直なおな弱音が、するするとこぼれ落ちていった。

「前はばーちゃんがいたからさ……。学校休んで寝ねてても、昼間はママがいるし、夜はばーちゃんが看みてくれる。ばーちゃんなんてさ、眠ねむるまでそばで本を読んでくれるんだよ。中学生になってもだよ？　でも、それが心ここ地ちよくて、スっと眠ねむれたんだよな……」

　由ゆ美み子こは目を細めて、もう戻もどってこない日を思い出す。

　弱音を吐はいてしまうのは、当たり前のようにいてくれた祖母がいないせいかもしれない。

「昨日はママが休みだったからよかったけど、今日は仕事だから。明日の朝までひとりか～、って考えたら、だいぶ心細かったかな……。だから、渡わた辺なべが来てくれて嬉うれしかった……。ありがとう」

「そんな大おお袈げ裟さに言うことでもないでしょう」

「ううん。それに、昨日のことも。ありがとう」

　その話を持ち出されるとは思っていなかったのか、千ち佳かは居い心ごこ地ちが悪そうだ。

　熱のせいもあって、由ゆ美み子この口からは次々と言葉が溢あふれていく。

「声優に対して、いろいろ考えていたところに、アレだったから……。結構、参ってたんだ……。だから、渡わた辺なべがあぁ言ってくれて、楽になった部分もあって……」

「……声優に対してって？　何を考えていたの」

「声優をやるのって、苦しいな、って……。昨日みたいなことも、含ふくめてね……」

「…………………………」

　千ち佳かは黙だまり込こんだ。

　由ゆ美み子こもそれ以上は口にしないせいで、部屋の中を沈ちん黙もくが覆おおっていく。

　なんとなく、由ゆ美み子こはそろりと手を伸のばした。

　すると、千ち佳かはごく自然に手を握にぎってくれる。

　素す直なおに応えてくれるのが、意外とも、そうでもないとも感じた。

「……佐さ藤とう。あなた、結構熱高いんじゃないの？」

　手を握にぎったせいで、彼女にも伝わったらしい。

　相当しんどいし、体温計はかなりの高温を示していた。

　曖あい昧まいに「まぁ……」と答えると、千ち佳かは腰こしを浮うかす。

　彼女の長い前まえ髪がみが手でかきあげられ、もう片方の手で由ゆ美み子この髪かみが分けられた。

　おでこがぺたりとくっつけられる。

　おでこ同士が密着し、彼女の顔が本当にすぐそばに見えた。

　息いき遣づかいも、目の奥の光も、つんとした鼻も、彼女の体温も感じられる。

　あぁ。

　千ち佳かは本当に、綺き麗れいな顔をしている。

　こんなに近くにいても、見み惚とれてしまいそうだ。

　しばらくその姿勢で固まったあと、彼女はそろそろと顔を離はなした。

「やっぱり。だいぶ熱があるじゃない」

「そう、かも。ていうかあたし、この方法で熱測る人初めて見た」

「え。こうするものじゃないの？　アニメでもこういうシーンよくあるじゃない」

「アニメでしょ、それ。普ふ通つうやらないよ」

　思わず笑ってしまい、すぐに咳せき込こむ。

　それでも笑い声を上げてしまった。

　千ち佳かはきっと、人の熱を測るのは初めてなんだろう。

　そういうもの？　と首を傾かしげながら千ち佳かは座り直した。

　そして、心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「佐さ藤とう。何かしてほしいこと、ある？」

「…………あぁ」

　してほしいこと。

　母は仕事に出る前に、きちんと準備をしてくれていた。

　正直、今千ち佳かにやってもらうようなことは特にない。

　でも、千ち佳かがそう言ってくれるのなら。

「……そうだなあ。あたしが寝ねるまで、本を読んでほしいな」

　ぼんやりと口にする。

　怪け訝げんそうな顔で、千ち佳かはこちらを見下ろした。

　まぁ、そんな反応にもなるだろう。

「さっきも言ったじゃん？　ばーちゃんが寝ねるまで本を読んでくれたって。あれ、めっちゃ安心するんだよね……。寝ねなきゃ治らないし、そうしてくれるのが一番嬉うれしいかも」

　なんともわがままなお願いだが、こんなときくらいしか言えない。

　安心する、というのも本音だった。

　千ち佳かは気まずそうに髪かみを撫なでると、部屋を見回す。

「……まぁ。あなたがそうしてほしいのなら、いいけれど。何を読めばいいの？」

　祖母は適当な本を読み上げていた。

　内容ではなく、その行こう為いが重要だと考えていたのだろう。

　けれど、千ち佳かが──、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが読んでくれるというのなら。

　どうしても、聞いてみたい本が一冊ある。

「机に置いてある台本……、読んでくんない？　それ、あたしが文化祭でやる劇の台本。あたしが主演やるんだよ。わはは、あたしが主役だってさ……」

　掠かすれた笑い声を上げるが、千ち佳かは何も言わなかった。

　そっと視線を机に移し、その上にあった台本を手に取る。

『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』は、千ち佳かも演じたことがあると言っていた。

　とてもいい作品、とも。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにリクエストできるのであれば、彼女の演技を聴きいてみたかった。

　動きが見られないのは残念だが、彼女は声優。

　声だけの表現ならば、ほかの役者を遥はるかに凌りよう駕がするのだ。

「……別にいいけれど。でも、寝ねるための読み聞かせに、ハーヴィーは向かないでしょう」

「そこは、お姉ちゃんの演技次し第だいでしょ」

「勝手を言ってくれるわ、本当」

　ため息を吐つきつつも、彼女は読んでくれるらしい。

　ぺらぺらと台本を確かく認にんしてから、静かに息を吐はいた。

　しばらく固まる。

　けれどすぐに、心ここ地ちよい声でセリフを読み上げていった。

「ふはは……っ！　いい目覚めだ！　世界もこの大名優・ハーヴィーの目覚めをさぞかし喜んでいることだろう──」

　あぁ、良いい声だ。

　自分で苦言を呈ていしておいて、彼女のハーヴィーは絶ぜつ妙みようだった。

　声は大きくならないよう、眠ねむる邪じや魔まにならないように、程ほどよく調整している。

　表現の大きさを声ではなく、イントネーションの強弱で工く夫ふうしていた。

　そのリズム感が、とても気持ちよかった。

「申もうし遅おくれました。あなたのコールドスリープ中、そして目覚めたあとのお世話を任された、アンドロイドのエマと申します」

　そして、アンドロイドのエマはまさしく夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの真骨頂。

　感情のないアンドロイドの声は、静かで、しっとりとしていた。

　その声こわ色いろに聴きき惚ほれてしまう。

　するりと耳に入ってきて、すぐに穏おだやかな気持ちでいっぱいになった。

　波の音を聴きいているようだ。

　由ゆ美み子この熱は、それなりに高い。

　頭はぼんやりしているし、食欲はないし、呼吸も浅い。

　頑がん張ばって眠ねむっているが、寝ね入いるまではとにかくしんどかった。

　しかし、千ち佳かのあまりにも心ここ地ちのいい声は。

　由ゆ美み子こから苦痛を取り去り、落ち着いた眠ねむりに導いてくれた。







「ふぅーむ、参ったね。世界が滅ほろんでいたとは、予想できなかった。あぁ参った！　俳優は観客がいてこそだろうに！　あぁこの孤こ独どくをどう表現したものか！」

「生命維い持じの保証はわたくしが致いたします。どうぞ、穏おだやかな生活を楽しんでくださいませ」

「穏おだやか？　なぁにを言うのかね、人生は劇的でなくては！　人生こそが舞ぶ台たいだよ！」

「お言葉ですが、ハーヴィー様。滅ほろんだ世界でひとりきり、その時点で劇的でございます」

「然しかり！　だが、観客が君だけとはねえ。大体だね、エマ。君は感情がなさすぎる！　君の目の前にいるのは、世界一の名優だぞ？　もう少し尊敬したり、感動してはどうかね！」

「わたくしには感情の学習装置があります。しかし、今まで一度も人間と出会ったことがありません。ですからこれからは、ハーヴィー様から感情を学ぶこともありましょう」

「それはいい！　ならば、私からすべてを学ぶといい！」

「…………………………………………」

「佐さ藤とう？」

「佐さ藤とう、眠ねむったの？」

「…………………………………………」

「……ねぇ、佐さ藤とう」

「声優をやるのは苦しい、とあなたは言ったわね」

「実際にあなたは、時折、とても辛つらそうに見えるわ」

「あなたはその辛つらさを演技力に変えるタイプの声優だけれど──、苦しい、という気持ちが消えるわけじゃないものね」

「でも最近のあなたは、とても楽しそう」

「声優から離はなれて、学校で力いっぱい楽しんで。友達といっしょに、これが青春って顔して」

「あなたの高校生活は、すごく華はなやかよね」

「だれもが羨うらやむ高校生活。とてもあなたらしいわ」

「この演劇だって、あなたや周りの人の青春を華か麗れいに彩いろどるんでしょう」

「きっとあなたは、自分から『歌うた種たねやすみ』がなくなっても、楽しく過ごしていけると思う」

「……苦しい声優の世界に戻もどるんじゃなくて、いっそこのまま」

「あなたがそう考えてしまったとしても、何もおかしくはないわ」

「………………………………………………………………」

「でもね、佐さ藤とう」

「わたしは」

「わたしは──、あなたがいないと、嫌いやなのよ」

「つまらない」

「だからね、佐さ藤とう」

「だから──」







　スマホの振しん動どうで、ゆっくりと意識が覚かく醒せいしていく。

　部屋が真っ暗なせいで、今が何時なのかもわからなかった。

　とにかく、スマホに手を伸のばす。

　どうやら通話のようで、相手を確かく認にんしないまま電話に出た。

「……あい」

『……あ、ごめん、やすみちゃん……。寝ねてたね……？』

「んー……」

　頭をぽりぽり搔かきながら、時計を見る。既すでに夜といってもいい時刻だ。

　そこでようやく、状じよう況きようを把は握あくする。

　自分が寝ね込こんでいたこと、今電話している相手が桜さくら並なみ木き乙おと女めであること。

「や、ちょっと寝ねすぎたかも。全然いいよ。で、姉さんどしたの？」

『あ、うん。メッセージ見てないよね……？　ええと、やすみちゃんさえよければ、お見み舞まいに行こうかなって。欲しいものあれば、買って行くし』

「え、いいの？　来てくれるのは嬉うれしいけど」

　反射的にそう返事をし、声のトーンで心から歓かん迎げいしていることが伝わったらしい。

　電話口からほっとした声が聞こえてくる。

『それじゃ、今から行くよ。何か欲ほしいものは？』

「ありがと。ママがいろいろ買ってくれたから、特にないんだ。姉さんが来てくれるだけで嬉うれしいよ」

『もぉ～』

　嬉うれしそうな声とともに、通話を切る。

　そのあと、ベッドから降りた。その場で伸のびをしてみる。

　ずっと寝ねていたので身体からだは固まっていたが、だるさはかなり軽減していた。

「やっと調子が戻もどってきたかな……」

　快調とはとても言えないが、快復に向かっている感じはする。

　薬を飲んで、ずっと眠ねむっていた効果がやっと出てきたようだ。

　ずっと見ていなかったスマホを操作すると、昨日の時点で乙おと女めから見み舞まいの打だ診しんがあった。

　ほかにも、友人からのメッセージがいくつか。

　それにぱたぱた返信しているうちに、家のインターホンが鳴った。

「はいはーい」

　扉とびらを開けると、そこにはスーパーの袋ふくろをぶら下げた乙おと女めの姿があった。

　心配そうな表情をしていたが、由ゆ美み子この顔を見るとほっと息を吐はく。

「こんばんは、やすみちゃん。今は大だい丈じよう夫ぶそうだね？」

「おかげさまで。夕方まではかなりしんどかったけど、薬が効いてきたみたい」

　乙おと女めを招き入れる。

　廊ろう下かを歩きながら、彼女に昨日のことを詫わびた。

「ごめん、姉さん。急にラジオの代役してもらって」

「ううん、全然。困ったときはお互たがい様さまだから。わたしも、休んだときはやすみちゃんによくしてもらったし」

　そう言ってもらえると、多少は心も軽くなる。

　乙おと女めに、「それとこれ。朝あさ加かさんから」と冷えピタを渡わたされたので、早さつ速そくおでこに貼はった。

　乙おと女めはキッチンに入ると、スーパーの袋ふくろをテーブルの上に置く。

「やすみちゃん、ゼリーとか買ってきたから。もし食べられるなら食べてね」

「わ、ありがとう。姉さん」

　手て土産みやげを買ってきてくれたらしい。

　お礼を言うと、乙おと女めはこちらの顔を覗のぞき込こんできた。

「それで、やすみちゃん。ご飯って食べてる？　何か口にした？」

「んー……。アイス……、くらいかな？　水分は摂とるようにしてるけど」

「え、それだけ？　ダメだよ、食べないと。治るものも治らないよ？」

「や、本当にしんどくてさ。全然食欲なくて。アイスも薬飲むために無理やり食べたし」

「気持ちはわかるけど……、今は食べられる？　おかゆでも作ろうか？」

　お腹なかを擦さする。

　母にも何度か同じことを言われたが、今までずっと断っていた。

　でも、調子が戻もどった今なら食べられそう。

　いや、むしろ。

「なんかこう……、もっと……、うどんとか食べたい……」

　食欲がちゃんと出てきたらしい。

　胃い袋ぶくろが食べたいものを主張している。

　せっかくなのでおねだりしてみると、乙おと女めは穏おだやかに笑った。

「わかった、いいよ。お野菜もらうね？　元気になれるおうどん作っちゃおう」

「姉さん、ありがと～」

「いえいえ。かわいい妹分が熱出したらね。甘えさせてあげないとね」

　なにより、その気持ちがありがたかった。

　由ゆ美み子こは席に着き、乙おと女めが料理に勤いそしむ後ろ姿を眺ながめる。

　乙おと女めはまず、冷蔵庫の中身を確かく認にんしていった。

　そこで、なにやら気になるものを見つけたらしい。首を傾かしげた。

「ありゃ。やすみちゃん、ほかにもだれかお見み舞まい来てくれたの？　これはプリン……、かな？　ちょっと動かすね」

「え？　いや、お見み舞まいは乙おと女め姉さんだけ……」

　──そこで、ようやく思い出した。

　夕方に千ち佳かが、来てくれた。

　熱でぼんやりしていたから、まるで夢の中にいるようだったけれど。

　部屋での会話や彼女の手の温ぬくもり。

　さすがに、それらが夢だったとも思えない。

「ええと、わたな……、ユウが来てくれたんだよ。たぶん、学校帰りかな？　あたしもすぐに寝ねちゃったから、どれだけいたかはわかんないんだけど」

　少なくとも、起きたときに彼女の姿はなかった。

　乙おと女めは「え、夕ゆう陽ひちゃんが？」と目を丸くしたあと、おかしそうに含ふくみ笑わらいをする。

「もう、意地っ張りだなあ」と小声で呟つぶやいた。

　昨日、何かあったんだろうか。

　それはそれで気になるが、由ゆ美み子この思考は別のところに向かう。

「……………………」

　眠ねむりに落ちるまで、千ち佳かは台本を読み聞かせてくれた。

　あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの生朗読だ、それはそれは素す晴ばらしかった。

　しかし、由ゆ美み子こは途と中ちゆうで意識を手放している。

　だれかがそばにいてくれる安心感、あの心ここ地ちよい声にすっかり眠ねむりに誘さそわれた。

　でも、夢の中でも千ち佳かの──、演技ではない声を聞いた気がする。

　それが果たしてどんなものだったのか、それとも勘かん違ちがいの夢だったのか。

　それすらもう、わからないけれど。

　あのとき、やさしく頭を撫なでられた気がするのだ。







　千ち佳かと乙おと女めがお見み舞まいに来てくれた日。

　夜の時点で由ゆ美み子この体調はかなりよくなっていたし、食事をして活力も湧わいた。

　念のために翌日も休んで万ばん全ぜんにし、翌々日に登校となった。

　二日と半分休んだだけなのに、久しぶりに学校に来た気がする。

「おはよ～」

　挨あい拶さつしながら教室に入っていくと、すぐさまクラスメイトに囲まれる。

「あ、由ゆ美み子こだ。体調、もういいの？」「ゆっくり休めた？」「由ゆ美み子こいないから退たい屈くつだったんだぜ～」と矢や継つぎ早ばやに言われ、苦く笑しようしながら「もう大だい丈じよう夫ぶ」と答える。

　ちなみに若わか菜なは、昨日お見み舞まいで家に寄ってくれた。

　由ゆ美み子こがもう元気なのを知っているから、「おは～」と笑っている。

「由ゆ美み子こ、大だい丈じよう夫ぶなの？　無理してない？」

　みんながゆるく声を掛かけてくる中、ひときわ心配そうにしている少女。

　三つ編み眼鏡の、委員長だ。

　今はもう体調バッチリなので、手を振ふって軽く答える。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶだよ委員長。昨日も念のために休んだだけだし。全然平気。ありがとね」

　由ゆ美み子この言葉を補強するように、若わか菜なが指をくるくると振ふった。

「そーだよ、委員長。昨日の由ゆ美み子こ、もりもりカップ焼きそば食べてたし」

「え、なに。若わか菜なお見み舞まい行ったの？」「呼べよ」「文化祭で焼きそば作るからって、熱出してても喰くうのは意識高すぎるだろ」とわちゃわちゃし始める。

　それを聞いて安心したのか、委員長がほっと胸を撫なで下おろした。

　三つ編みをいじりながら、声を小さくする。

「いや、由ゆ美み子こが無理してたら申し訳ないなって。受験勉強に仕事、それで演劇の稽けい古こでしょ？　疲つかれで体調崩くずしちゃったのかなって」

　それで責任を感じていたらしい。

　由ゆ美み子こは流は行やり風か邪ぜを拾っただけだし、忙いそがしいわけでもない。

　なので、軽く流させてもらった。

「大だい丈じよう夫ぶだって。それより委員長、今日の放課後、稽けい古こするでしょ？　やー、練習日に穴開けちゃってごめんね」

「え？　でも、由ゆ美み子こ。病やみ上あがりでしょ。そんな張り切って大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。むしろ、今は稽けい古こしたくて仕方ないんだよ。いいお手本を聴きいちゃったからさ。すごくやりたくて」

「お手本？」

「あ、ごめん。何でもない」

　委員長は首を傾かしげたが、深く追つい及きゆうするつもりはないらしい。

　由ゆ美み子こがいいのなら、と予定どおり稽けい古こを行うことになった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのあの演技を聴きいてからというもの、試ためしたいことはいっぱいあった。

　力はみなぎり、早くやりたい！　と心からわくわくしている。

　その話を聞いて、ほかのクラスメイトも楽しそうに会話に参加してきた。

　いつもどおり、教室にみんなの笑い声が重なり、響ひびいていく。

　その姿を。

　千ち佳かが遠くから見つめていることに、由ゆ美み子こはついぞ気が付かなかった。

　そして。

　二ヶ月にわたって準備してきた、文化祭の幕が上がる。
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　夜よ祭まつり花はな火びは、めくるの部屋でだらだらしていた。

　特に何かするわけではないが、ご飯を食べたあともなんとなくいっしょにいる。

　各おの々おの好きなことをしているので、あまり会話もない。

　しかし、そんな穏おだやかな時間をふたりはとても好んでいた。

「花はな火び。セリフ聞いてくれない？」

　スマホから顔を上げると、めくるが台本を持ち上げていた。

　アフレコではなく、オーディション用の台本だ。

　最近、こういったことが増えている。

「いいよ。めくる、最近頑がん張ばってるね」

「まあ。頑がん張ばらないわけにはいかないでしょ」

　めくるは台本に目を落としながら、さらりと答えた。

　柚ゆ日び咲さきめくるは元々、声優が好きで声優になった子だ。

　そのせいで『周りと争いたくない』という甘えやハングリー精神のなさを弱点として抱かかえていた。オーディションで力を発揮できない状じよう況きようが続き、それを花はな火びは危あやぶんでもいた。

　だが、少し前にそんな自分とは決別している。

　だからこそ、花はな火びは嬉うれしくて仕方がない。

　彼女がなりふり構わず頑がん張ばる姿を、花はな火びはずっと待っていたからだ。

「……ふう。ちょっと休きゆう憩けい」

　めくるの熱演を聞き、感想を返し、また演技を聞く……、というのを繰くり返かえしているうちに、結構な時間が経たっていた。

　めくるは台本を机に置き、首を回す。

　そこで、めくるのスマホが通知を知らせた。

　気だるげにスマホに目を向けるめくるだったが、通知画面を見た瞬しゆん間かんにスマホに飛びつく。

「さくちゃんからのメッセージ！」

　歓かん喜きの声を上げてメッセージを開くめくるに、花はな火びは驚おどろく。

　さくちゃん。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めのことだ。

「え、めくる。乙おと女めちゃんとメッセージのやり取りしてんの？」

「いや。桜さくら並なみ木き乙おと女めの公式アカウントからのメッセージ」

「あぁ……」

　納なつ得とくする。

　だれでも登録できる、公式のアカウントだ。

　めくるはスマホを食い入るように見つめると、突とつ然ぜん手のひらで目を覆おおった。

「さくちゃんのオフショットっ！　可か愛わいすぎる～……。なにこれ、えぇ、ダメでしょこんなの載のせたら……、えぇ……？　女め神がみいるじゃん……。ガチ恋こいが……、加速するぅ……っ！」

「どれどれ？」

　見せてもらうと、乙おと女めがアイスを食べながらにこやかにピースしているところだった。

　あまりにも眩まぶしすぎたようで、めくるは目を覆おおったまま固まっている。

　これくらいなら、実物でいくらでも見られるだろうに。

　しかし、めくるは思い出したようにその場で横になると、重苦しいため息を吐ついた。

「あー……。最近、イベント行けてないなあ。さくちゃんに会いたいな～……。推おしに会いたい……。元気が欲ほしい……」

　推おし活かつができていないことに、めくるは肩かたを落としていた。

　声優は、会いたいと思って会えるわけではない。そこはイベントの開かい催さい次し第だい。

　めくるは推おしの声優こそ多いものの、自身も推おされる側の人間だ。

　めくると花はな火びは土日の仕事も多いために、目当ての声優イベントがあっても仕事で行けないことは珍めずらしくなかった。

　でも。

「この前、歌うた種たねちゃんと夕ゆう暮ぐれちゃんには会えたんじゃないの？」

「会えた……、プライベートだけどね……。可か愛わいかったよ……。可か愛わいかったなあ……。なんであんなにかわいいんだろう……。世界から祝福されてる……、世界に感謝したい……」

　ぽうっと恋こいする乙おと女めのように、めくるは虚こ空くうを見つめる。

　イベント会場で声優に見み惚とれるファンは多いが、それと同じ顔をしていた。

　これで実物と会ったときはあの態度なんだから、堅けん牢ろうな心の壁かべには恐おそれ入いる。

　めくるは再び、はあ、とため息を吐ついた。

「贅ぜい沢たくになってるわ。ティアラでは、しょっちゅうだれかしらに会えたからかな……。本当、夢のような日々だった。幸せすぎたんでしょうね……。反動がきてる……」

　めくるは遠い目をしてしまう。

　実際、めくるが悲観的になるほど声優に会えていないわけではない。

　仕事で顔を合わせることは多いし。

　ただ、めくるにとってティアラの現場は恵めぐまれすぎていた。

　しょっちゅう推おしに揉もまれまくっていたのだから。

　そこでふと、めくるの表情が憂うれいを帯びる。

「それに、歌うた種たねも心配。一応、解決はしたらしいけど……」

「あぁ。悩なやみ相談された、って言ってたね」

　先日、歌うた種たねやすみとたまたま会ったときに泣きつかれたそうだ。

　さすがに悩なやみの内容までは聞いていないが、「やっぱりあの子はかわいい後こう輩はいすぎる……、心臓が持たない……！　くるしい……っ！」という話は小一時間聞かされた。

　しばらくティアラの仕事もないし、めくるからも連れん絡らくは取らない。

　会えなくて悶もん々もんとするのは仕方ないかもしれない。

「あぁ、でも」

　そこで花はな火びは、マネージャーの成なる瀬せ珠しゆ里りを思い出す。

　ブルークラウンの優ゆう秀しゆうなマネージャーである成なる瀬せは、今は花はな火びとめくるの担当であり、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの担当でもある。

　成なる瀬せから、世間話でちらりと聞いた話があったのだ。

　たまには、先せん輩ぱい風かぜを吹ふかすのも悪くないかもしれない。




　　　　　　　　　　　　♥




　いよいよ、文化祭当日がやってきた。

　文化祭は、土曜日と日曜日の二日開かい催さい。

　そして、今日は一日目。

　演劇は二日目の公演なので、今日の由ゆ美み子こはしっかりと焼きそば屋さんを手伝う予定だ。

「お～……、お祭り感あるぅ」

　由ゆ美み子こは校門の前に立つと、思わずそう呟つぶやいた。

　校門の奥には、『文化祭へようこそ！』と書かれた手作り巨きよ大だいアーチが堂々と立っている。

　校舎も一部飾かざりつけされているし、中は生徒たちによって大変身を遂とげていた。

　アーチの近くに学校用テントも設置してあり、そこでは入場客の受付を行う。

　もう少し時間が経たてばお祭りの屋台のように、食べ物も販はん売ばいされるはずだ。

　なんとも、非日常的な光景だった。

「……楽しそうね、あなたは」

　いつの間にそばにいたのか、千ち佳かがげんなりした様子で立っていた。

　ワクワクでいっぱいになっている由ゆ美み子ことは正反対だ。

「どしたの、渡わた辺なべ。朝から疲つかれてるじゃん」

「この張り切ってる空気に当てられたのよ。一いつ致ち団だん結けつ、って感じが、もう」

　千ち佳かは、はあと大きくため息を吐ついてしまう。

　苦く笑しようしながら、由ゆ美み子こと千ち佳かはともに校門をくぐった。

　その間も、千ち佳かの文句は止まらない。

「大体、なんでクラスＴシャツをわざわざ作るの？　しかも、揃そろって着なきゃいけないなんて。どこまで『みんないっしょ！』がいいのよ。おぞましい、あぁおぞましいわ」

　千ち佳かは、自分の両りよう腕うでを擦さすっている。

　三年一組はクラスＴシャツを自分たちでデザインし、全員分発注していた。

　焼きそば屋さんの当番の際は、必ず着るように言われている。

「イベントやライブだって、Ｔシャツ販はん売ばいしてみんなで着るじゃん」

「あれは商売でしょう!?　着る着ないは個人の自由だし！」

　千ち佳かはそう声を荒あららげたあと、嫌いやそうにこちらに目を向けた。

「……あなたはこう、全身から楽しんでますオーラで溢あふれているわね。鬱うつ陶とうしいくらいに」

「そりゃもう」

　千ち佳かの皮肉を無視して、由ゆ美み子こは大きく頷うなずく。

「昨日なんか、準備で大おお忙いそがしでさあ。飾かざり付つけるのに思った以上に時間掛かかっちゃって、結構な時間まで残ってたんだよ。で、先生がしょうがないからって差し入れ買ってきてくれてさー。みんなで食べたおにぎり、おいしかったな～。いや、楽しかった。今日も楽しみだわ」

　千ち佳かはそんな由ゆ美み子こを信じられないような目で見て、頭を振ふった。

　文化が違ちがう、とでも言いたげだ。

　そんな千ち佳かを気にせず、由ゆ美み子こはしみじみと口にする。

「やー……、本当楽しい二ヶ月間だったなあ。まだ始まってないのに、終わるのが寂さびしいくらい。ずっとこんな日が続けばいいのになぁ……」

　ぼんやりと、独り言を呟つぶやく。

　今思い返すだけでも、つい笑ってしまうような出来事で溢あふれていた。

　力いっぱいの青春を味わった、思い出の詰つまった二ヶ月間だった。

「…………………………………………」

　千ち佳かは由ゆ美み子こをじっと見つめていたが、そのことには何も言わない。

　まるで聞こえなかったかのように、皮肉げに笑えみを浮うかべた。

「あぁ本当。自己満足ができる人たちだけで、文化祭はやってほしいわね。遅おそくまで学校で作業することを、まるで美談みたいに言うなんて。狂くるった価値観にはほとほと呆あきれるわ」

「は？　楽しむことを放ほう棄きした人間が、外野からワァワァ言うのやめてくんない？　輪に入れなくて、指をくわえてるだけじゃ満足できないからってさ。せめて黙だまって見てなよ」

「はいはい、出た出た。お得意のマウントが出たわ。そうやって輪に入れない、参加できない、それが何よりも不幸、なんて決めつけないで頂ちよう戴だい。やりたくないからやってないだけよ」

「はいはいそうでちゅね～、それなら文句言うのもやめてくだちゃいね～、ちゅちゅちゅ～」

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……！」

　いつもの言い争いに発展しながら、由ゆ美み子こたちは教室に向かう。

　たった一日で、校舎の中は文化祭仕様に様変わりしていた。

　クラスＴシャツを着た生徒や、妙みような仮装をした生徒が忙せわしなく廊ろう下かを走っている。

「あ、おはよう、由ゆ美み子こ～。渡わた辺なべちゃーん」

　教室に入ると、若わか菜ながにこやかに手を振ふってくる。

　既すでに焼きそばの絵が描えがかれたクラスＴシャツを着ていた。

　ほかの生徒も同様だ。

　千ち佳かはそれを見て、嫌いやそうに口を曲げていた。

　そして、文化祭が開かい催さいされる。

　由ゆ美み子こたちは朝からバタバタと野菜を切り、麵めんを焼き、教室をソースの香りでいっぱいにしていた。

　教室は絵が描えがかれた段ボールで可か愛わいらしく飾かざりつけしてあり、廊ろう下かに看板も設置済み。

　イートインスペースということで、教室内には机と椅い子すも並んでいる。

　容器はすべて発はつ泡ぽう容器にし、中でも外でも食べられる仕様だ。

　一いつ般ぱん客きやく入場の十時には、しっかり準備が整っていた。

　随ずい分ぶん前から気合を入れて準備していたおかげか、お客さんの入りも好調だった。

「焼きそば二人前、持ち帰りで！」

「あいよ～」

　そんな掛かけ声ごえを上げながら、由ゆ美み子こはホットプレート上の焼きそばを容器に入れる。

　次から次へと注文が入るため、急いで作っていかないと間に合わない。

　慌あわただしく動く中、キッチン組の若わか菜ながこちらに近付いてきた。

「ねぇ、由ゆ美み子こ。今さらなんだけどさ。渡わた辺なべちゃん、あっちでよかったのかな」

　あっち、というのはフロア組のことだろう。

　由ゆ美み子こたち調理班はキッチン組、接客をするのがほかのフロア組。

　千ち佳かはフロア組に入っていた。

　今も、持ち帰りのお客さんに応対している。

　それを心配そうに若わか菜なが見つめていた。

「渡わた辺なべちゃんってさ、言っちゃなんだけど超ちよう無愛想で口悪いでしょ？」

「本当に言っちゃなんだな」

　遠えん慮りよのないド直球に、由ゆ美み子こは噴ふき出だしてしまう。

　持ち帰り用の焼きそばを盛り付けながら、若わか菜なの疑問に答えた。

「あいつ、料理壊かい滅めつ的てきだし。こっちにいてもやることないって。フロアが適任」

「えぇ、そう……？　ヒヤヒヤしてるのわたしだけ？」

　言いたいことはわかる。

　しかし、それは若わか菜なが、彼女を渡わた辺なべ千ち佳かとして見ているからだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、若わか菜な。仕事で客前となれば、あいつは愛あい想そいいから。仮にも一年以上、外そと面づら被かぶり続けた女だよ？」

　その言葉を証明するように、千ち佳かの「いらっしゃいませ」という声が響ひびく。

「はい。三人前ですね。少々お待ちください」

　千ち佳かはやわらかな笑えみを浮うかべて、お客さんの応対をしている。

　他校の生徒なのか、彼らは千ち佳かの笑え顔がおにドギマギしていた。

　千ち佳かはくるりと振ふり返かえると、すぐさま普ふ段だんの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻もどる。

「佐さ藤とう。三人前」

「うーっす」

　ササっと盛り付けて、彼女に渡わたす。

　千ち佳かは、再び愛あい想そよく客の元に戻もどっていった。

「……声優さんって、すごいね？」

「まー、これが声優のスキルかと言えば微び妙みようなところだけど」

　目を見張っている若わか菜なに、由ゆ美み子こは笑うしかなかった。







　ありがたいことに大だい盛せい況きようで、全員できりきり働いて、お昼を何とか凌しのぎ。

　ぼちぼち落ち着いてきたな～……、と一ひと息いき吐ついたところで、由ゆ美み子こはトイレに向かった。

　トイレから教室に戻もどるだけで、そのお祭り感に心が浮うき立たってくる。

　廊ろう下かにはたくさんの来場者が行いき交かっており、ガヤガヤと騒さわがしかった。

　その間を抜ぬけて自分の教室に戻もどっていくと、ある光景に首を傾かしげる。

「……ん？　んん？　んんん？」

　廊ろう下かを歩くお客さんの中に、見覚えのある人物がいたのだ。

　けれど、この場にいるとは思えない二人組。

　片方は、キラキラした顔で廊ろう下かを見回している女の子。

　いつもの黒いパーカーにキャップと眼鏡、という例の格好だが、さすがに怪あやしすぎるためか、マスクは外している。

　もう片方は、薄うす手でのブラウンニットに、チェック柄がらのワイドパンツ。

　変装なのか、彼女も眼鏡を掛かけている。

　普ふ段だんは結んでいる髪かみも、今日は下ろしていた。

　まじまじと見つめていると、髪かみを下ろした女性と目が合う。

　手を上げてきた。

　慌あわてて、彼女たちの元に向かう。

「めくるちゃ──、じゃなくて、藤ふじ井いさん！　たち！　なんで、ここに!?」

　廊ろう下かにいたのは、柚ゆ日び咲さきめくると夜よ祭まつり花はな火びのふたりだった。

　しかし、由ゆ美み子こは文化祭に誘さそってはいないし、チケットも渡わたしていない。

　誘さそっても来るわけがない、とわかっていたからだ。

「やっほー、歌うた種たねちゃん。あ、ここでは佐さ藤とうちゃんか。あたしのことは美み咲さきちゃんでよろ～」

[image: ]

　花はな火びは変装仕様であるものの、いつものように気安い笑え顔がおで手を振ふっていた。

　本名を呼ぶのは構わないが、彼女たちはなぜここに。

「え、どうしたんですか。なんで？　なんで藤ふじ井いさんたちが……？」

「いや実はね。成なる瀬せさん経由で、夕ゆう暮ぐれちゃんからチケット貰もらってたの。杏あん奈ながね、最近佐さ藤とうちゃんたちに会えなくて、寂さびしいって言うからさ」

「言ってない」

　めくるがようやく声を発したかと思ったが、彼女はなぜか俯うつむいてもじもじしている。

　目も合わないし、キャップのつばを押さえて視線を避さけていた。

「……え、どうしたの藤ふじ井いさん。なんでそんなにガチ照れしてるの」

「照れ、てない……」

　覗のぞき込こんでみても、めくるはぼそぼそと否定して顔を逸そらす。

　その頰ほおは真っ赤に染まっていた。

「……推おしに会えて照れすぎて、一周回って無愛想になる人みたいじゃん」

「推おしに会えて照れすぎて、一周回って無愛想になる人みたいだね」

　花はな火びはおかしそうに腹を抱かかえている。

　もしくは、遊園地のマスコットに照れすぎて前に出られない幼児。

　お渡わたし会で、何も言えなくなる人はたまにいるけども。

「あぁ。ふたりとも本当に来たんですか」

　そう声を掛かけてきたのは、千ち佳かだ。彼女も廊ろう下かに出て来たらしい。

　そんな千ち佳かに、花はな火びは明るく手を振ふる。

「うーっす、渡わた辺なべちゃん。チケットありがとねー」

「いえ。それより、ふたりとも焼きそば食べていってくださいよ。今暇ひまなんで」

「お、いいね。ほら、杏あん奈な。焼きそば食べよ。やすやすと夕ゆう姫ひめが普ふ段だん過ごしてる教室だよ～、こんなときにしか来られないよ～」

　花はな火びの言葉に、めくるがはっとする。

　爛らん々らんとした目を教室に向けた。

　熱心に、目に焼き付けるように教室内を観察している。

　やけにキラキラしていると思ったけど、聖地巡めぐりの感覚で来てるな……？

　何にせよ、めくると花はな火びがわざわざ来てくれたのは嬉うれしい。

　せっかくなので由ゆ美み子こが席まで案内し、焼きそばも由ゆ美み子こが持って行った。

「はい、焼きそば二人前どうぞ～」

「ありがと～。それにしても、佐さ藤とうちゃん。文化祭なのにメイド喫きつ茶さじゃないんだ？」

「アニメの文化祭すぎる。あたしそれ、演じたことありますよ」

「あたしも。おいしくなる魔ま法ほうまでやったよ。おいしくなあれ、なんちゃらら～つって」

　花はな火びは快活に笑い、めくるは焼きそばを感動したように見つめていた。

　ただの焼きそばでここまで顔を輝かがやかせてくれるんだから、由ゆ美み子ことしても嬉うれしい。

　黙だまって話を聞いていためくるが、「え!?　おいしくなる魔ま法ほうもやってくれるの!?」という顔でこちらを見たが、さすがにそれはご勘かん弁べん願いたい。

「あ、美み咲さきさんの分、大盛りにしときましたんで」

「わ、ありがと～。ん、おいしいよ。ねぇ杏あん奈な」

「……いや、ちょっと味わかんない……」

「いっぱいいっぱいになってるんじゃないよ。そーだ、佐さ藤とうちゃん。杏あん奈なったらね、佐さ藤とうちゃんのことが心配だったみたいよ。前に、相談してたんでしょ？」

　確かに少し前、由ゆ美み子こはめくるに相談に乗ってもらった。

　あのことに関しては、きちんと「もう大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう」と伝えている。

　にもかかわらず、めくるはわざわざここまで様子を見に来てくれたらしい。

　やさしい先せん輩ぱいの心こころ遣づかいに、胸がきゅうんとしてしまう。

「えぇ？　杏あん奈なちゃん、ありがとぉ～……。嬉うれしいな。でももう大だい丈じよう夫ぶだよ」

「えっ……、あっ……、はい……」

　めくるはか細い声で答えて、真っ赤な顔で俯うつむく。

　帽ぼう子しを深くかぶり直してしまった。

　残念ながら、今日はめくる先せん輩ぱいはおらず、終始杏あん奈なちゃんのようだ。

　……いっそそれなら、ファンサってことで後ろから抱だき着ついてやろうかな。

　由ゆ美み子こがうずうずしていると、千ち佳かの声が聞こえてきた。

「いらっしゃいませ！　……佐さ藤とう。またお客さん増えてきたから」

「ん、ほいほい。わかった、戻もどるよ」

　千ち佳かが呼びに来たので、それに応じる。

　どうやら、のんびりできる時間はなくなったようだ。

　それを見ていた花はな火びは、「忙いそがしくなりそうだねえ」と笑った。

　千ち佳かはそっけなく答える。

「えぇ、残念ながら」

「そ？　そうは見えないけど」

「気のせいじゃないですか」

　花はな火びがおかしそうに笑うのを聞きながら、千ち佳かはその場を離はなれた。

　最後に由ゆ美み子こは、「めくるちゃん、本当にありがとね」と耳打ちしたが、「あ、いや、が、頑がん張ばってください……」と返ってくるだけで、最後までめくる先せん輩ぱいは出てこないようだった。







　当番中は目まぐるしく仕事をしたものの、文化祭を楽しむ時間はもらえる。

　当番が終わったあと、若わか菜なたちといっしょに文化祭巡めぐりをしていた。

　しばらくしてから、そこに委員長が合流する。

「あれ、委員長。やっと休きゆう憩けい？　もしかしてずっと仕事してたの？」

「そ。ここに来て、いろいろと仕事が舞まい込こんでさ。その処理してたらこんな時間」

　時刻はそろそろ夕方というところで、文化祭の一日目はもう少しで終わってしまう。

　そんな時間まで委員長は走り回っていたらしい。

　彼女を労ねぎらい、由ゆ美み子こはさっき買ったばかりのクレープを差し出した。

「お疲つかれ、委員長」

「ありがと。まぁでも、忙いそがしいくらいでちょうどよかったよ」

　かぷっと一口クレープを齧かじり、もぐもぐしながら委員長は言う。

　なんで？　と訊きいてみると、委員長は身体からだをぶるりと震ふるわせた。

「だって、明日は劇の本番でしょ？　でも今日は稽けい古こできないし。ただただ、明日を待つしかない。そんな状態で、文化祭なんて楽しめないよ」

　委員長の言うとおり、由ゆ美み子こたちにとっては明日が本番と言ってもいい。

『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』の公演がある。

　いよいよ、練習の成果を見せるときが来てしまった。

　それを考えると、由ゆ美み子こも身体からだが固くなってしまう。

「あぁ、緊きん張ちようする……」

　とりわけ委員長はここ数日、ずっと同じ言葉を繰くり返かえしていた。

　胸を押さえて、はあ～……、と大きくて深いため息を漏もらしている。

　そんな委員長の肩かたを、由ゆ美み子こはぽんぽんと叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ちゃんと練習してきたんだし。練習どおり、やればいいだけだって」

　ライブ前では自分に何度も言い聞かせ、周りからも言われてきたことを委員長に伝える。

　由ゆ美み子こたちはしっかり準備をし、稽けい古こを繰くり返かえしてきた。

　あとは、ステージの上で同じことをやるだけだ。

　委員長はそれを聞いて、照れくさそうに笑った。

「そうだね。ありがと、由ゆ美み子こ。由ゆ美み子このおかげで、ここまで来られたよ。憧あこがれが実現した。本当にありがとね」

　彼女は、瞳ひとみに信しん頼らいと尊敬の念をはっきりと込こめている。

　あまりにストレートな感謝に、由ゆ美み子このほうが照れてしまった。

「や、そういうのは明日言ってくんない？　舞ぶ台たいが終わったあとでさ」

　頰ほおを搔かきながら、照てれ隠かくしでそんなことを言う。

　事実、まだ終わってないのだから、「憧あこがれが実現した」は言いすぎではないか。

　しかし委員長は、小さく首を振ふった。

「ううん、わたしはさ──」

　そう言いかけて、声が急に低くなる。

　そのまま、けほけほ、と委員長は咳せき込こみ始めた。

　喉のどを押さえながら、「あー……、なんかイガイガする……」と掠かすれた声を出す。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　委員長はすぐに答えない。

　何度か咳せきを繰くり返かえした。

　そのあと、ぼんやりとした顔で己おのれの手を見つめる。

「……ごめん、疲つかれたのかも。先に戻もどってるね」

　さっき来たばかりだというのに、委員長は踵きびすを返かえした。

　呼び止める間もなく、さっさと行ってしまう。

　その様子に違い和わ感かんを覚えたが──。

　その瞬しゆん間かん、学校のチャイムが鳴なり響ひびいた。

　続いて、放送が入る。

『本日の文化祭は、あと十分で終しゆう了りよういたします。ご来場の皆みな様さまは、ご退場の準備をお願いいたします。繰くり返かえします──、文化祭は──』

　どうやら、お祭りは終わってしまうようだ。

　その場にいたみんなで顔を見合わせて、「戻もどろうか」という話になったのだが。

「あぁ、もうっ！　最っ悪……！　終わっちゃったじゃん！　ねぇねのせいだよ、もぉ～！」

　そんな悲鳴のような声が、校門のほうから聞こえた。

　そちらを見て、「あっ」と声が出る。

　若わか菜なたちに断ってから、彼女らに走り寄った。

「纏まといさんに理り央おちゃん。来てくれたのは嬉うれしいですけど……、え、今？」

　そこにいたのは、よく似た姉し妹まいの二人組。

　ティアラで同じユニットになった羽は衣ごろも纏まといと、その妹の理り央おだ。

　理り央おとも仲良くなった由ゆ美み子こはよく連れん絡らくを取り合っていたが、その中で理り央おが「歌うた種たねさんの高校の文化祭、行ってみたい！」と言ってくれたので、チケットを二枚渡わたしたのだ。

　それを使ってくれたようだが、今は終しゆう了りよう十分前。

　理り央おはぷんすかと怒おこり、纏まといはしょぼんと意い気き消しよう沈ちんしている。

　纏まといは由ゆ美み子こに気付くと、静々と頭を下げた。長い髪かみが揺ゆれる。

「歌うた種たねさん……。チケット、わたしの分までありがとうございました。せっかくなので、理り央おといっしょにお邪じや魔ましたのですが……」

　纏まといの言葉に、理り央おは地じ団だん駄だを踏ふみそうな怒おこりっぷりを見せる。

「お邪じや魔まできてないじゃん！　もう！　歌うた種たねさん、聞いてくださいよ！　ねぇねは今日オフだったんですけど……！　わたしは用事があったから朝のうちに家を出て、外で集合することになってたんです！　でも、時間になってもねぇねは来なくてぇ！」

　その言葉に、纏まといはますます肩かたをすぼめる。

「電話を何回掛かけても出ないから、急いで家に帰ったの！　そしたら、そしたらまだ寝ねてたんですよ！　ずぅっと寝ねてたの！　約束の時間を過ぎても！　スマホを放り投げて、幸せそうにすやすやと！　信じられます!?　そっから叩たたき起おこして、急いで来たのにこれですよぉ！」

　ふんがー！　と怒おこる理り央おに、纏まといは「ごめんってぇ～……」としょんぼりしていた。

「それは……、纏まといさんが、悪いね……」

「でしょ!?」

「歌うた種たねさん～……」

　さすがに年上で同じ声優の纏まといと言えど、庇かばうことはできなかった。

　そんな様々なイベントが起こりながらも、文化祭一日目は幕を閉じる。

　この日は、楽しいだけの文化祭だったけれど。

　明日はついに、由ゆ美み子この初はつ舞ぶ台たいだ。







　文化祭、二日目。

　いよいよ、『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』の公演の日がやってきた。

「ううー……、緊きん張ちようすんなあ……」

　由ゆ美み子こは電車に揺ゆられながら、お腹なかを擦さすった。

　普ふ段だんなら混んでいる朝の電車も、日曜日だけにかなり空いている。

　窓の外を眺ながめながら、緊きん張ちようを鎮しずめようと努力していた。

　この日までに、何度も何度も練習した。

　台本は完全に暗記したし、間ま違ちがえることだってもうない。

　体育館のステージも何度か使わせてもらい、通しで演じることもできた。

　本番と同じ会場で何度も通とおし稽げい古こを行うなんて、普ふ通つうはできることじゃない。

　仕事のときより安心していいはずなのに、それでも不安は消えなかった。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　そう己おのれを鼓こ舞ぶし、ふんすふんすと鼻息荒あらく駅を出て行く。

　そこでちょうど、若わか菜なの姿が見えた。

　おはよー、と声を掛かけると、嬉うれしそうに手を振ふってくる。

「おっはよーん、由ゆ美み子こ。昨日はよく眠ねむれた？　今日、楽しみにしてんね」

　無む邪じや気きなその言葉に、「うっ」とお腹なかが痛くなる。

　由ゆ美み子この反応を見て、若わか菜なは不思議そうに身体からだごと傾かたむけた。

「なに、そんな緊きん張ちようしてるの？　由ゆ美み子こって、人前に出ることは仕事で慣れてるでしょ？」

「いや、まぁそうなんだけどさ。そういうのとは全く違ちがうと言うか」

　ぼんやりと答える。

　初めての演劇だから、こんなに緊きん張ちようするのか。

　初主演だからここまで落ち着かないのか。

　それとも、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』として舞ぶ台たいに立つからなのか。

　自分でもよくわからなかった。

「ま、肩かたの力抜ぬきなよ。まだ朝だよ？」

　若わか菜なは笑いながら、背中を擦さすってくれる。

　それで少しだけ、緊きん張ちようがやわらいだ。

　しかし、ふたりで教室に入っていくと、早さつ速そくクラスメイトから声を掛かけられてしまう。

「由ゆ美み子こー、今日の演劇楽しみにしてるねー」「頑がん張ばって！」「観みに行いくからね～」

　そう言われて、すぐさま「うっ」となってしまう由ゆ美み子こ。

「ちょっとー、今由ゆ美み子こはナイーブになってるんだから。みんな気を付けてよー」

　そんな若わか菜なの声を聞きながら、委員長の姿を探す。

　自分でもこうなのだから、委員長はもっと大変なことになっているのではないか。

　何せ、彼女は日に日に身体からだのこわばりが増していたくらいだ。

　教室を見み渡わたしてみるが、あの三つ編み姿は目に入らない。

「あれ。委員長、まだ来てない？　珍めずらしいね」

　普ふ段だん、彼女はかなり早い時間に登校しているのに。

　しかし、すぐに「おはよう」と聞き慣れた声が聞こえてきた。

　委員長だ。

　早さつ速そく、彼女の元に寄っていく。

「委員長、おはよ。あたしめっちゃ緊きん張ちようしてきたんだけど、委員長は大だい丈じよう夫ぶ？　まだ朝なのに、あたしお腹なか痛くなってきてさ」

　自分と相手の緊きん張ちようをほぐすために、笑いながら委員長に伝える。

　てっきり彼女も震ふるえ出だしそうな顔で、同じようなことを言うと思っていたのだが。

「あぁ、うん……。今日は、頑がん張ばろうね、由ゆ美み子こ」

　静かにそう返すだけだった。

「…………？」

　委員長はそれだけ言い残し、するりと由ゆ美み子この脇わきを抜ぬけていく。

　自分の机に鞄かばんを置いて、すぐに教室を出て行ってしまった。

　どうしたんだろう。

　緊きん張ちようが限界を超こえたのか、それとも単純にやることが多いのか。

　教室に戻もどってきたら、また声を掛かけてみよう。

　そう思っていたのに、彼女はホームルームの時間になっても姿を現さなかった。







　ホームルームが終わったあと、クラスメイトは早さつ速そく焼きそば屋さんの準備に取とり掛かかった。

　委員長と由ゆ美み子こは、演劇があるために今日のシフトからは外れている。

「よっしゃ～、今日もバリバリ売ってやるぜ～！」

　三さん角かく巾きんとエプロンを付けた若わか菜なたちが、張り切りながら動き回っている。

　演劇同好会の集合は十二時なので、由ゆ美み子こはそれまで自由にしていい。

　しかし。

「ねー。あたしも手伝っていい？」

　準備を進める若わか菜なたちに、声を掛かける。

　彼女たちは不可解そうにしながら、それに答えた。

「由ゆ美み子こ、今日シフト入ってないでしょ？　演劇あるんだから、ゆっくりしてたら？」

「それがさぁ。緊きん張ちようしてしょうがないから、何かやってたいんだよ。落ち着かないし。そわそわしながら開演時間を待つくらいなら、こっちで気を紛まぎらわしたいんだよー」

　しっかりと稽けい古こしたからこそ、この時間を持て余してしまう。

　何なら今すぐにステージに立って、終わらせてしまいたい。

　その気持ちはみんなも理解できるのか、苦く笑しようしながら「じゃあ手伝ってもらおうかな」「抜ぬけたくなったら、すぐに抜ぬけなよ」と言ってくれた。

　由ゆ美み子こが準備していると、教室の端はしで佇たたずむ千ち佳かを見み掛かける。

　彼女もエプロンと三さん角かく巾きんを身に付けていた。

　千ち佳かの隣となりに移動し、ぼうっとしている彼女に声を掛かける。

「よ、渡わた辺なべ。あんたもこの時間のシフトなの？　何時まで？」

「十二時まで」

「ふうん。そのあとって、あんたはどうしてんの？」

「さあ。適当に過ごすんじゃない」

　肩かたを竦すくめてそっけなく答える千ち佳かが、あまりにもいつもどおりで笑ってしまう。

　きっと彼女は、華はなやかな文化祭でも関係なく、ひとりで過ごすんだろう。

　そこに悲観したものはない。

　時間を有効活用すべく、今できる仕事を黙もく々もくと片付けるんじゃないだろうか。

　少し前まで、その姿を見ているだけで焦あせりを覚えたけれど。

　今は不思議と穏おだやかだった。

　そこでふと気になり、口にする。

「渡わた辺なべは、演劇……」

　観みに来くるの、と言いかけて止まる。

　なんだかこれでは、自分の劇を見てほしがっているみたいではないか。

　言葉を引っ込めたのはいいものの、上う手まく言い直せなくて黙だまってしまう。

　すると、先に千ち佳かが答えた。

「観みに行いくわ。ちゃんと」

「あ、そ……」

　今度は、由ゆ美み子こがそっけない返事になってしまった。

　観みに、来くるんだ。

　見られたくない、というわけではないが、なんだろうこのむず痒がゆさは。

　由ゆ美み子こがひとりでもにょもにょしていると、千ち佳かが皮肉げに笑った。

「わたしに、寝ねかしつけで読み聞かせをさせたくらいだもの。あなたの演技がどうなっているのか、見る権利はあるでしょう」

「………………」

　その話をするのは、ズルじゃん……。

　あのときのことを思い出して、顔が赤くなってしまう。

　いくら自身が弱っていたとはいえ、千ち佳かに甘あまえ倒たおしてしまった。

　なんだよ、眠ねむるまでご本読んで、って。

　お互たがい高校生だぞ。

　しかも、彼女の声に安心感を覚えて、すっかり寝ね入いってしまうなんて。

　恥はずかしすぎる。

　……ただ。

　あのとき聞いた、彼女自身のやさしい声は。

　なんと言っていたのだろうか。

「ねぇ、渡わた辺なべ。あんとき、あたしにしゃべりかけてなかった？」

「は？」

　由ゆ美み子この疑問に、千ち佳かは目を丸くする。

　見る見るうちに、彼女の顔が赤くなっていった。

　愕がく然ぜんとした表情で、唇くちびるを震ふるわせている。

「え、あなた、お、起きていたの……？」

　異常なまでに顔を真っ赤にした千ち佳かに、こちらが不安になってしまう。

「……や、寝ねてたけどさ。ぼんやり何か言ってるのは聞こえた。何言ってたのかなって」

「あ、そ、そう……、あぁそう……」

　千ち佳かはほう……、っと大きく息を吐はき、胸を撫なで下おろしている。

　そんな取り乱すようなこと言ったの？

　怪け訝げんな目を向けていると、千ち佳かは面めん倒どうくさそうに答えた。

「ほら、あれよ。あなたは寝ね入いっていたから何言ってもいいや、と思って現場のドギツイ悪口を言っていたの。あれを聞かれていたら、声優として生きていけないわね」

「寝ね込こんでる奴やつに裏アカみたいな愚ぐ痴ち聞かせるのやめてくんない？」

　それで悪夢を見たらどう責任取るつもりだ。

　続けて文句を言おうとしたが、別の声に遮さえぎられてしまう。

「あ、由ゆ美み子こ！　ちょっといい？」

「あれ、みよっち。どしたの」

　教室に入ってきたのは、演劇同好会のみよっちだ。

　彼女も今日のシフトからは外れている。

　廊ろう下かから心配そうに教室を覗のぞいたあと、由ゆ美み子この姿を見つけて駆かけ寄よってきた。

　不安の色を表情に滲にじませて、尋たずねてくる。

「委員長、見てない？」

「委員長？　ホームルーム前に出て行って……、まだ帰ってきてないと思うけど」

　学級委員長だから、何かしらの仕事を任されたのかと思っていたが。

　みよっちはスマホを取り出して、渋しぶい顔で見つめる。

「メッセージ送ったんだけど、既き読どくにもならなくて。姿が見えないから、心配でさ……」

　みよっちはぎゅっとスマホを握にぎりしめた。

　その話を聞いてしまうと、由ゆ美み子こにも不安が移ってくる。

「朝会ったときも様子は変だったかな……。緊きん張ちようしてるもんだと思ったけど」

「うん。たぶん、そうだと思う。緊きん張ちようでどうしようもないのかな、って。もし、委員長がひとりでしんどそうにしてるなら、そばにいてあげたいじゃん？」

　照れくさそうに笑って、みよっちはスマホを揺ゆらす。

　そのまま、踵きびすを返かえした。

「由ゆ美み子こ、ありがと！　もう少し校内探してみる！　由ゆ美み子こもあとでね！」

　そう言いながら手を振ふって、みよっちは立ち去っていった。

　由ゆ美み子こも手を振ふり返かえし、その背中を見送りながら、唸うなる。

「んー……」

　心配ではある。

　間ま違ちがいなく、朝の委員長は元気がなかった。

　自分もいっしょに行こうか、と考えてはみたものの。

「ひとりで集中する時間も大事だと思うけれど」

　千ち佳かがおそらく独り言で、そんなことを呟つぶやいた。

　責任感の強い委員長がすっぽかすとも思えないし、もしだれかがそばにいるにしても、付き合いの長いみよっちが適任だろう。

　泡あわを喰くって由ゆ美み子こまで委員長を探し始めたら、その行こう為い自体が負担になるかもしれない。

　そう考えた由ゆ美み子こは気持ちを切きり替かえ、目の前の焼きそばに取とり掛かかることにした。

　その間、やはり委員長は一度も姿を見せなかった。







　幸い焼きそば屋さんは繁はん盛じようしており、由ゆ美み子こもパタパタと手伝い続けた。

　集合時間が迫せまってきたので、ほかの子の交代のタイミングでいっしょに抜ぬけ出だす。

　未いまだ賑にぎやかな三年一組から、そそくさと出て行った。

　千ち佳かはふらりとどこかへ行き、若わか菜なは由ゆ美み子こといっしょについてきた。

　時刻は十二時前。

　演劇同好会は体育館のステージ裏に集合し、準備を始める予定になっていた。

　体育館では、今まさに軽音楽部がステージ上で演奏している。

　大いに盛り上がっていた。

　おそらく軽音楽部の身内だろう生徒たちが、前方で楽しそうにコールをしている。

　体育館に並べられた椅い子すには、結構な数の人が座っていた。

　その光景を見て、わずかに尻しり込ごみをする。

「おおう……」

　あそこにいる人たちの視線が、すべて自分に向かうと考えると緊きん張ちようが強くなる。

『歌うた種たねやすみ』なら、もっと広い会場でも全然平気だったのに。

　怯ひるみながら、若わか菜なといっしょにこそこそステージ裏に移動する。

　そこには既すでに、みよっちとりーこの姿があった。

「お待たせ、ふたりとも。委員長はまだ来てないんだ？」

　由ゆ美み子こが声を掛かけると、ふたりは不安そうな顔でこちらを見た。

　先ほどのみよっちとの会話を思い出し、不ふ穏おんな空気がサッと伝わる。

「どしたん？　なんかあったの？」

　事情を知らない若わか菜ながゆるっとした声を上げて、ふたりは気まずそうに目を合わせた。

　りーこがぼそぼそと答える。

「や、実はさ……。委員長、朝からずっと保健室にいたんだって。集合時間まで寝ねてるから、そっとしといて、って」

「え。……それ大だい丈じよう夫ぶなの？」

　一気に不安が膨ふくらむ。

　確かに、昨日の時点で様子がおかしかった。

　眠ねむれなくて寝ね不ぶ足そくだから、緊きん張ちようで辛つらいから、といった理由ならまだいい。

　けれど、もし保健室を頼たよるほどの体調不良だったなら。

　それを想像しているからか、みよっちもりーこも暗い顔をしている。

「……今、風か邪ぜ流は行やってるもんね……。もしかして、それ？」

　若わか菜なが心配そうに口を開く。

　由ゆ美み子こだって、先日その風か邪ぜにやられたばかりだ。

　仕事を飛ばしてしまうくらいだったし、学校も結局三日近く休んでしまった。

　もし委員長が同じ症しよう状じようだとしたら、とても舞ぶ台たいに立てるとは思えない。

「みんな、お待たせ」

　か細い声が聞こえて、由ゆ美み子こたちは一いつ斉せいに振ふり返かえる。

　そこには、委員長が立っていた。

　普ふ段だんとは、とてもかけ離はなれた姿で。

　ふらふらとした足取りだったし、目も虚うつろ。呼吸も浅い。

　寝ねていたからか、髪かみはぼさぼさでトレードマークの三つ編みもほどけかかっている。

　顔色は明らかに悪く、嫌いやな汗あせもかいていた。

　その場で崩くずれ落おちてもおかしくない。

　その姿を見た瞬しゆん間かんに、全員が悟さとる。

　これでは、本番は無理だ。

「さぁ、準備しよう。由ゆ美み子ことわたしは着き替がえなきゃね。そのあとに、集まってもらった人に改めて指示を……」

　まるで何事もなかったかのように、委員長は準備を始めようとする。

　すぐにみよっちが駆かけ寄より、顔がん面めん蒼そう白はくの彼女の身体からだを支えた。

「いや、委員長……。ふらふらじゃん。熱あるんでしょ？　しかも、相当高いでしょ、これ……。そんなんで舞ぶ台たいなんて無理だよ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。薬飲んだ。心配、いらない」

　みよっちの心配から目を逸そらすように、委員長は俯うつむいてしまう。

　突つき放はなしたような言い方にみよっちは感情的になり、いささか声を荒あららげた。

「無理だって」

「やれる。やれるよ。だから、早く準備を……」

　委員長は構わず、足を踏ふみ出だそうとする。

　しかし彼女は、身体からだを支えられていたにもかかわらず、その場で膝ひざを折ってしまった。

　慌あわてて、由ゆ美み子こたちが駆かけ寄よる。

「ちょっと！　無理だって、委員長！　こんなんで劇なんてできるわけないじゃん……！　いいから、保健室行こう？　寝ねてたほうがいいって！」

　若わか菜なの心配そうな声に、委員長は顔を上げる。

　怯おびえを含ふくんだ表情で、委員長は声を張り上げた。

「無理じゃないッ……！　できる、できるよ……っ！　やる、やらなきゃダメでしょう、だって、だってそうじゃなきゃ、この日に、何の、何のために……っ！」

　委員長は一度大きく叫さけんだかと思うと、力を失ったかのようにぐったりと顔を伏ふせた。

　涙なみだが混じった声こわ色いろで、うわ言のように言葉を並べる。

　それすらも上う手まく言えていない時点で、結果は決まったようなものだった。

　重い空気が流れる中、由ゆ美み子こは彼女のそばにしゃがみこむ。

「……わかるよ、委員長。ここまで準備してきたのに、それが台無しになって耐たえられないのはわかる。でも、無理だよ。中止にしよう。これは、委員長がやりたくて作った劇なんだ。だれも責める人はいないんだよ」

　由ゆ美み子この声にも、委員長は頭をぶんぶんと振ふってしまう。

　詰つまり詰つまりになりながら、彼女は必死で言葉を紡つむいだ。

「ダメだよ……、わたしたち、わたしたちは、悔くいがないようにこの劇を作る、って決めたの……っ！　確かに、わたしたちは三年間、ずっとずっと頑がん張ばってきた、わけじゃない……！　だけど、だけど！　最後は、最後だけは、やり遂とげなきゃいけないでしょ……！」

　苦しそうに呻うめきながら、委員長は訴うつたえる。

　それを聞いて、みよっちとりーこは沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

　彼女たちは三年間、ずっといっしょに高校生活を送ってきた。

　だからこそ、感じ入るものがあるのだろう。

　ならば、なおのこと由ゆ美み子こが止めなければならない。

　憧あこがれを潰つぶすのは、部外者である由ゆ美み子こが適任だ。

「……委員長。やりたいのは、わかる。委員長にとって、この劇は憧あこがれだもんね。エマをやりたいのもわかる。でも、こうなったらもう……」

「そうじゃない……」

　由ゆ美み子この言葉に、委員長は力なく首を振ふった。

　そうじゃない？

　由ゆ美み子こが訝いぶかしんでいると、委員長は細い声で呟つぶやいた。

「わたし自身は……、もう満足してるの……。この練習の日々で、エマを演じられたことに満足できた……。もう、十分。だって、由ゆ美み子この演技に比べれば、わたしのはままごとだよ。なんて言うのかな、由ゆ美み子この演技を目の前で受けて……、その相手ができただけで、十分満たされていたの……」

　熱に浮うかされたように、委員長は続ける。

　彼女の心境の変化は知らなかった。

　まさか、既すでに満たされていたなんて。

　他人の演技を前にして、感情が変化することは由ゆ美み子こにも経験があるけれど。

　しかし、それならなおのことだ。

　満足しているのなら、決行にこだわる必要はないはず。

　それに、委員長は力なく答える。

「でも、この劇はいろんな人に力を借してもらった……。由ゆ美み子こだって、みよっちやりーこ、若わか菜な、ほかにもいっぱい……。この劇のために、たくさんの人の力を借りた……。それを今さら、わたしの都合だけで壊こわすなんて……、できないよ……。どんなにみっともなくても、最後までやり遂とげなくちゃ、申し訳ない……」

「………………」

　ぐったりとした委員長の声に、由ゆ美み子こたちは黙だまり込こむ。

　由ゆ美み子こたちは言うに及およばず、この演劇にはたくさんの人の力を借りた。

　照明や音おん響きようはほかの生徒に手伝いを頼たのんでいるし、他人にいろんな助けをもらっている。

　由ゆ美み子こは演者として呼ばれたが、あくまで劇を作るチームのひとりでしかない。

　委員長たちがこの劇を作るために、裏でどれほど動いていたかは知りようがなかった。

　もしも、これがほかのメンバーの不ふ慮りよなら、委員長も引き下がれたかもしれない。

　けれど自分の都合で、ごめん無理になった、とは退けないのだ。

「こんな終わり方、耐たえられない……。この劇は、最後までやり遂とげなきゃ、わたしは一生後こう悔かいする……。そんなの、やだ……」

　委員長の声は力を失い、崩くずれるようにその場で動けなくなった。

　すすり泣く声だけが聞こえてくる。

　重苦しい空気が満たされていく。

　委員長の都合は、わかった。

　しかし、どれだけ訴うつたえようとも、彼女は演技をできそうにない。

　それが許される身体からだではない。

　この劇は完成しない。

　どうしようもなかった。

「委員長。劇ができれば、いいんだね」

「若わか菜な……？」

　若わか菜なが静かに言い放つ。

　彼女はそう言うや否いなや、「ちょっと待ってて」と駆かけ出だしてしまった。

　若わか菜なが何を考えているかはわからない。

　とにかく、床ゆかに突つっ伏ぷしている委員長を楽な姿勢で座らせた。

　保健室に連れて行きたいところだが、彼女はやる、と言い張っている。

　ぐったりと座り込み、辛つらそうに肩かたを上下させているのに。

　本当にやるとしたら、そろそろ準備を始めないと間に合わない。

　だからこそ、委員長は焦あせっているようだった。

　じりじりと嫌いやな時間が過ぎるのを感じながら、やるやらない、の押おし問もん答どうを続けていると。

　若わか菜なが、息を切らしながら戻もどってきた。

「お、お待たせ……っ！　助すけっ人とを、連れて、きた……っ！」

　その手には、別の人の手が握にぎられていた。

　特とく徴ちよう的てきな鋭するどい目つき、それを隠かくす長い前まえ髪がみ、華きや奢しやで小こ柄がらな身体からだ。

　彼女は怪け訝げんそうな表情を隠かくそうともせず、由ゆ美み子こたちを見つめた。

「なに……？　どういう状じよう況きようなの？　なぜ、わたしは連れてこられたの？」

　若わか菜なが連れて来たのは、渡わた辺なべ千ち佳かだった。







　状じよう況きようを把は握あくできていないから、若わか菜なが「とにかく来てっ！」と引っ張ってきたのだろう。

　若わか菜なの思おも惑わくが伝わる。

　もし由ゆ美み子こが思いついても、とても実行できない選せん択たくを若わか菜なは取ったのだ。
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「渡わた辺なべちゃん。前に、『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』はやったことがあるって言ってたよね。練習してたって。お願い、渡わた辺なべちゃん。委員長の代わりに、エマ役として舞ぶ台たいに立ってほしいの」

　千ち佳かの眉まゆが不快そうにぴくりと動く。

　憔しよう悴すいしている委員長を見て、呆ぼう然ぜんとしている由ゆ美み子こを見て、不安そうなみよっちたちを見て、状じよう況きようを察したらしい。

　千ち佳かはこの劇を知っている。

　稽けい古こで演じたこともあると言っていた。

　だが、それは許されない選せん択たくだ。

「若わか菜な。無理だって。いくら何でも、それは無茶でしょ……」

　今から本番まで数時間もない状じよう況きようで、突とつ然ぜん、舞ぶ台たいに立て、だなんて。

　不可能だろう、と彼女を見る。

　千ち佳かは静かに息を吐はき、じろりと若わか菜なを睨にらんだ。

「無茶、無理以前に。わたしが手伝う義理がない」

　その眼光の鋭するどさと怒ど気きをはらんだ声に、若わか菜なは息を吞のむ。

　これでもかなり加減しているほうだ。相手が若わか菜なだからだろう。

　問題はそこにもある。

　千ち佳かは劇団出身で、実際に舞ぶ台たいに立っていた。

　プロの役者である彼女に、この状じよう況きよう下かで「今すぐ代役をして」と言うのは、あまりにも演技そのもの、そして千ち佳か自身を軽かろんじている。

　完成度の低い演技を晒さらせ、と言っているようなものだ。

　侮ぶ辱じよくと取られてもおかしくなかった。

　だからこそ、由ゆ美み子こには絶対に取れない選せん択たく。

　しかし、若わか菜なはぐっと拳こぶしを握にぎり、千ち佳かをまっすぐに見つめ返す。

「わかってる。渡わた辺なべちゃんが妥だ協きようを許せない人だってのも、知ってる。それでも、助けてほしいの。今まで、みんな頑がん張ばってきた。ひとつのものを作ろうとして、努力してきた。これをやり遂とげられないと、みんなの青春が笑って終われない。それを助けられるのは、渡わた辺なべちゃんしかいないの。だから、だから、お願い」

「……………………………………」

　みんな、だとか。

　青春、だとか。

　最も似合わない言葉をぶつけられて、千ち佳かはそれでも無表情だった。

　そこに、委員長のすすり泣く声が重なる。

「渡わた辺なべさん……。こんなこと、言える義理はないけど……、助けてほしい……。お願い、お願いします……」

　泣きながら頼たのみ込こむ委員長に対しても、彼女は無言だった。

　千ち佳かは、こういったことが一番嫌きらいだ。

　みんな頑がん張ばっているから、という言葉も。

　協力して作り上げる行こう為いが素す晴ばらしい、という考えも。

　学校行事で泣いてしまう女子も。

　面めん倒どう事ごとを押し付けられて、断ったら悪者扱あつかいされる空気も。

　彼女は皮肉げにつまらなそうに否定し、自分を貫つらぬく。

　それが、『渡わた辺なべ千ち佳か』のはずだ。

　千ち佳かは、そこで由ゆ美み子こを見る。

　目が合って、由ゆ美み子こはたじろいだ。

　何か言うべきなのか。

　けれど、何を言えばいいのか。

　しばらくの間、無表情の千ち佳かと見つめ合う。

「あなたは。どう思うの」

　静かに問いかけられ、由ゆ美み子こは唇くちびるを嚙かむ。

　だって、由ゆ美み子こは委員長たちを肯こう定ていできない。

　こんな状じよう況きようになっても、委員長がどれだけ傷付こうとも。

　心から委員長が可哀かわい想そうだと感じていても。

　それでも、それでも由ゆ美み子こは、千ち佳かに「代わりに出てよ」とは言えない。

　それは、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』としても『歌うた種たねやすみ』としても、絶対に踏ふみ越こえるわけにはいかないものだった。

「あたしは……。助けて、とは……、言えないよ……」

　絞しぼり出だすような声で、そう伝える。

　ほかの子たちの顔が見られず、由ゆ美み子こは俯うつむくしかなかった。

　責められたとしても、恨うらまれたとしても、それだけは絶対に言えない。

　みんなの視線から逃にげて、由ゆ美み子こは拳こぶしをぎゅうっと握にぎる。

　息が詰つまる空気に、だれもが無言になった。

　そうなってしばらくしてから──、千ち佳かは静かに口を開く。

「わかった。やる」

　この場にいる全員が、肯こう定ていの言葉だとはわからなかった。

　みんなが呆あつ気けに取とられている間に、千ち佳かは動き出す。

「台本は？　今から、覚えられるだけ覚えるわ。佐さ藤とう、あなたはセリフが頭に入ってるわよね。あなたがフォローして。佐さ藤とうが、わたしに合わせて演技をして頂ちよう戴だい」

　りーこが慌あわてて千ち佳かに台本を手て渡わたし、それを開きながら千ち佳かが指示する。

　由ゆ美み子こも、何を言われたのかわからなかった。

　急いで先ほどの言葉を反はん芻すうするが、それよりも千ち佳かが口を開くほうが早い。

「彼女がどうだったか知らないけれど、わたしはわたしの〝エマ〟を演じるから。そこも合わせて。急ごしらえだから、フォローは期待しないように。佐さ藤とうがわたしを引っ張りながら、かつわたしを立てる必要がある。意味わかる？　とにかく──」

「待って、待ってよ渡わた辺なべ」

　矢や継つぎ早ばやに言葉を放つ千ち佳かを、無理やり止める。

　千ち佳かは不ふ機き嫌げんそうに睨にらんできた。

　目つきは鋭するどいが、今さら由ゆ美み子こがそれに怯ひるむことはない。

「なに。時間がないんだから、さっさと準備するわよ」

「そのことだってっ。あんた、本当にやるつもりなの？　そりゃ練習ではやったことあるんだろうけど、それだって昔の話でしょ……。本当に、本当にできるの？　やって、いいの？」

　千ち佳かに助けてほしい、という思いはある。

　何かの間ま違ちがいでも、千ち佳かがやる気になったのは嬉うれしい。

　けれど、それ以上に千ち佳かに傷付いてほしくなかった。

　彼女が無理に舞ぶ台たいに立ったとして。

　そこで彼女が満足できない演技をしたり、失敗してしまったら。

　千ち佳かがダメージを受ける結末を迎むかえてしまったら。

　それこそ、由ゆ美み子こは笑って最後を受け入れられない。

　佐さ藤とう由ゆ美み子この青春に、千ち佳かの姿はないかもしれないけど。

　だからといって──、彼女が大切な人であることに変わりはなかった。

　こんな形で、千ち佳かを巻き込みたくなかった。

　千ち佳かは、由ゆ美み子この目をじっと見る。

　由ゆ美み子こはさぞかし、心配そうな顔をしていたのだろう。

　千ち佳かはふう、と息を吐はいてから、ぱたんと台本を閉じる。

　目を瞑つぶったまま、口を開いた。

「佐さ藤とう。わたしの芸歴を言ってみなさい」

「え……。三年……」

「違ちがう。何度も言わせないで。わたしは劇団に入っていたから、役者としての芸歴は五年。あなたより先せん輩ぱいなの。──劇団出身を、ナメないで頂ちよう戴だい」







　それから、千ち佳かはひたすらセリフと動きを頭に詰つめ込こんでいった。

　体育館のステージ裏で、並々ならぬ集中力で台本を読んでいる。

　時折、身体からだを動かしたり、立ち位置の確かく認にんをしたり。

　突とつ然ぜん動き出すことはあるものの、基本的には微び動どうだにせず台本を睨にらみつけていた。

　その鬼き気き迫せまる様子にだれも近付けず、ただ見守ることしかできない。

　しかし、衣い装しようには着き替がえなければならない。

　おそるおそる、りーこが声を掛かけた。

　由ゆ美み子こは、既すでに衣い装しようを着込んでいる。

　少し改造を施ほどこした、真っ黒な燕えん尾び服ふくだ。

　白い手て袋ぶくろを身に付けて、黒の革かわ靴ぐつも履はいた。

　髪かみは低い位置で括くくっており、さらりと流している。

　メイクは自分でしたけれど、ネットで見た男装メイクを施ほどこした。

　さすがに男性には見えないものの、『男性の役を演じている』とは伝わるクオリティだ。

　こちらは既すでに衣い装しよう合あわせをしているし、そのときにみんなから「めっちゃ似合うじゃーん」「えー、かなり格好いい」「普ふ通つうにいいな」と嬉うれしい評価をもらっている。

　由ゆ美み子こも、せっかくなのでパシャパシャ写真を撮とったくらいだ。

　めくるに送りつけたら、「あ」とだけ返事がきたが、すぐにそのメッセージは消去された。それ以外の返事は今のところない。

　調整のために委員長も改めてエマの衣い装しようを着ていたが、彼女もとても可か愛わいらしかった。

　可か愛わいらしかったのに。

「…………………………」

　不安は消えない。

　真っ暗なステージ裏で、ひとり考え込む。

　いくら千ち佳かが出てくれると言っても、とても安心できなかった。

　もしかしたら、中止するよりひどい結果になるかもしれない。

　その重圧は、由ゆ美み子この両りよう肩かたに圧おし掛かかっている。

　由ゆ美み子こだって初めての舞ぶ台たいだというのに、千ち佳かのフォローを意識しなければならない。

　練習どおりにするだけでは、ダメになってしまった。

　千ち佳かに合わせ、フォローし、ミスをしたらすぐに察して助けなければならない。

　それをぶっつけ本番で。

　不安にならないわけがなかった。

「お待たせー……」

　悶もん々もんと悩なやんでいるうちに、千ち佳かの着き替がえが終わったらしい。

　りーこと千ち佳かが戻もどってきた、のだが。

　りーこは気まずそうな顔をしている。当の千ち佳かも微び妙みような表情だ。

　その理由は、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　エマの衣い装しようはいわゆる昔の作品に出てくるような、使用人、メイドの格好に近い。

　白を基調としたエプロンドレスに、黒のアクセント。

　頭にはヘッドドレスと、アンドロイドを示す機械っぽい見た目のチョーカー。

　メイクもしてもらったようで、整った顔立ちがより可か愛わいらしくなっていた。

　美少女だ。美少女がいる。

　かわいいし、衣い装しようもよく似合っていた。

　けれど、どうしてもある要素が足を引っ張っている。

「……ちょっと、でかいな。アンドロイドなのにサイズ間ま違ちがうのは変でしょ……」

「……うるさいわね。こればかりは仕方ないでしょうに」

　お互たがい微び妙みような顔で、切れの悪い言葉を投げ合う。

　衣い装しようのサイズが大きいのだ。

　スカート丈たけはギリギリ床ゆかにつかないくらいだが、袖そで丈たけが長なが袖そでのために裾すそが余っていた。

　袖そでで手が隠かくれてプラプラする程度には、サイズが合っていない。

　全体的にダボッとしている。

　エマの衣い装しようは委員長の体型に合わせて作られたもので、委員長は千ち佳かよりも背が高い。

　こうなるのは当然と言えた。

「この際、目を瞑つぶりましょう。急ごしらえなんだもの、小さくないだけ御おんの字じよ」

　千ち佳かは袖そでをまくりながら、ため息を吐つく。

　まぁ衣い装しようが入らず、アンドロイドがジャージ姿で登場、よりはいいけれど。

　彼女はそれきり衣い装しようのことは気にせず、台本を手に取って椅い子すに腰こし掛かけた。

　開演時間は迫せまっている。

　今さら、衣い装しようがどうのこうのと言っている場合ではなかった。

「ごめん、由ゆ美み子こ。わたし、ほかの子のところに行ってくるね」

　申し訳なさそうに、りーこは足早にこの場を去った。

　ほかの人への指示もあるし、演者だけに構ってはいられない。

　ふたりきりでステージ裏に残され、ただ静かに開演時間を待った。

　今の時間は、吹すい奏そう楽がく部ぶがステージを使っている。迫はく力りよくある音楽を奏かなでていた。

　先ほどちらりと客席を見たが、観客は徐じよ々じよに増えている。

　もうすぐ、あの場で演技をしなければならない。

「………………」

　そう考えるだけで、震ふるえそうになる。

　委員長を責める気は毛頭ないけれど、この状じよう況きようはやはり堪こたえた。

　初めての演劇で初主演、けれど相方は急きゆう遽きよ変へん更こうされる。

　いつもは頼たよりになる千ち佳かを、自分が引っ張っていくだなんて。

「……あなたね。硬かたくなりすぎよ」

　由ゆ美み子この様子を見み兼かねたのか、千ち佳かが呆あきれ半分で口にする。

　この土ど壇たん場ばで、由ゆ美み子こを気にする余よ裕ゆうなんてないだろうに。

　それでも、千ち佳かは話を続けた。

「もう少し力を抜ぬきなさいな。たかが、文化祭じゃない」

「たかがじゃない！」

　声を張ってしまい、慌あわてて口を押さえる。

　ステージは使われているのだ、騒さわいでいいわけがない。

　そのうえ、気を遣つかってくれた千ち佳かに八つ当たりをしてしまった。

　すぐに、「ごめん」と謝る。

　千ち佳かはふっと息を吐はき、静かに答えた。

「……今のは、わたしの言い方が悪かったわ。この会場に、それほどの恐きよう怖ふを覚える必要がないと言いたいのよ。あなたはこれよりもよっぽど大きなハコで、ライブやイベントをやってきたじゃない。お金を取るわけでもなく、お客さんは身内ばかり。そこで肩かた肘ひじ張ってどうするの」

　千ち佳かなりの励はげましだったようだ。

　ただ、それらの言葉で安心するには、積み重なったものが多すぎる。

「……こんな無茶な状じよう況きようで、あんたがトチらないほうがおかしい。そのフォローを、あたしがする。会場の大きい小さいじゃない。失敗したらどうしよう、って思うのはしょうがないでしょ……。あたしは初めてなんだよ……、それで台無しになったら……、笑って終わることができなくなる……」

　ライブなら、アフレコなら、これまでの練習の積み重ねが自信と安心に変わっていく。

　今はそれらの土台を取とっ払ぱらわれてしまった。

　それでも失敗したら、委員長たちの青春の最後が苦い思い出になってしまう。

『三年間、楽しかったな』と笑っていた、彼女たちの青春が。

　重圧を感じないわけがない。

「……はあ」

　大きなため息を吐つくと、千ち佳かは席を立った。

　そのまま由ゆ美み子この前に立つ。

　なんだ、と顔を上げると。

　もにゅ、と胸を揉もまれた。

「……………………渡わた辺なべさん？」

　無言で両りよう腕うでをこちらに伸のばし、シャツの上から思い切り手のひらを押し付けられる。

　千ち佳かの両手は活いき活いきと動き回り、楽しそうに人の胸を揉もみしだいていた。

　彼女の指によって、シャツと胸の形が変わっていく。

「さすがに直接ほどじゃないけれど、シャツの上からでもなかなかに心ここ地ちよいわね。いいじゃない。相変わらず、あなたの胸はいいものよ。これは素す直なおに賞賛するわ」

「いや、何してんだ」

　ばしん、と千ち佳かの手を叩はたき落おとす。

　なんでこいつ、ステージ裏で人の胸を揉もんでんの？

「なんで？　なんで今？　別にあたし今、許可出してないよね？　勝手に揉もんだな？　しかも外で。人の胸を勝手に揉もんだら犯罪だけど？　捕つかまるか、こら」

「早口」

「なに笑ってんだ。腹立つな」

　あまりの暴挙に苦言を呈ていすと、千ち佳かはこちらをおかしそうに指差した。

　しばらく笑ったあと、ふっと息を吐はく。

　かぶりを振ふって、こちらを見つめた。

「本当は、本番でスッ転ばしてやろうと思ったけれど。さすがにそれを舞ぶ台たい上でやると、パニくりそうだから。このくらいにしといてあげるわ。それで？　あのときのわたしみたいに、力は抜ぬけたかしら」

「あ……」

　まだ千ち佳かと出会って、間もなかったあの日。

　いつかの公開録音が脳のう裏りをよぎる。

　千ち佳かは、初めての公録にガチガチに緊きん張ちようしていた。

　どうしようもないほどに。

　それを案じた由ゆ美み子こは、本番で千ち佳かの足を引っかけてスッ転ばし、緊きん張ちようを無理やりほどいたことがある。

　あのときと同じことを、彼女はしてくれようとした。

「……わかんない」

『力は抜ぬけたか』という千ち佳かの問いに、ぼそりと答える。

　噓うそだった。

　無理やりに戻もどされた、いつもどおりの空気。

　それに驚おどろくほど、身体からだが軽くなっていた。

　だって今。

　目の前にいる人がだれなのか、強く実感してしまったから。

　自分がフォローしなければならない。

　そう思って追い詰つめられていた。

　だけどそれは、相手からの助けがない、ということにはならない。

　目の前にいるのは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　今までずっとずっと、助け合ってきた相手だ。

　それを、千ち佳かは言葉にする。

「──あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。心外だわ。あなたが委員長とどれほど稽けい古こをしたかは知らないけれど。あなたの相方は──、このわたしでしょうに」

「──────────」

　あぁ。

　千ち佳かからは、由ゆ美み子こがそれだけ弱っているように見えたのだろう。

　彼女から、こんな言葉を引き出してしまうなんて。

　絶対に言いたくないだろうに、それでも千ち佳かは言葉にしてくれた。

　いつの間にか視線は外れて、千ち佳かは拗すねるようにそっぽを向いている。

　もう二度と言わない、とばかりに目を瞑つぶっていた。

　でも、たったその一言で。

　ここまで安心してしまうのだから。

　自分でも笑ってしまうくらい、由ゆ美み子こは千ち佳かを信しん頼らいしているのだ。

「由ゆ美み子こ、渡わた辺なべちゃん、時間だよ……！」

　パタパタと駆かけ寄よってきた若わか菜なに、呼びかけられる。

　いつの間にか、吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏は終わっていたようだ。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの面々が、ステージ裏に流れ込んできている。

　出番だ。

「行こう、渡わた辺なべ」

「えぇ」

　短く言葉を交かわしてから、ふたりでステージに向かった。







『次は、演劇同好会のみなさんです。題目は『最さい期ごの舞ぶ台たいに白い花を』──』

　会場のアナウンスを、由ゆ美み子こは横たわって聞いていた。

　今はもう、ステージ上に由ゆ美み子こしか残されていない。

　千ち佳かは舞ぶ台たい袖そでで、出番を待っているはずだ。

　由ゆ美み子こはコールドスリープ装置を模した箱の中で、横になっている。

　暗くら闇やみの中、目を瞑つぶって待機していた。

　幕は、すぐに上がる。

「……っ」

　幕が上がった瞬しゆん間かん、拍はく手しゆが響ひびき渡わたり、身体からだがビクッとしそうになる。

　あぁそうか、拍はく手しゆがあるのか。

　目を瞑つぶっているから状じよう況きようがわからないし、初めて続きで困こん惑わくしそうになる。

　異様なまでのライトアップが瞼まぶた越ごしに目を照らすが、これは仕事で慣れていた。

　知っている状じよう況きようになり、少しだけ落ち着く。

　ピーッ、ピーッ、ピーッ、と効果音が聞こえて、心の中で「いくぞ」と気合を入れて。

　由ゆ美み子こはゆっくり身体からだを起こした。

「ふわああ……、ううん。おお、どうやらコールドスリープは成功のようだ……！　ふははっ！　い～い目覚めだ！　世界もこの大名優・ハーヴィーの目覚めをさぞかし喜んでいることだろう！　さて、私はどれくらい眠ねむっていた？　百年か？　二百年か？　それとも一千年？」

　由ゆ美み子こは立ち上がり、大おお袈げ裟さな身み振ぶりで声を張り上げた。

　その瞬しゆん間かん、舞ぶ台たいから客席が目に入る。

　体育館の中は暗かったが、ずらりと並んだ椅い子すや観客ははっきり見えた。

　この学校の生徒がかなりの椅い子すを埋うめているが、一いつ般ぱん客きやくだろう私服姿の老ろう若にやく男なん女によ、他校の生徒が揃そろってこちらを見つめている。

　──案外、お客さん多いな？

　演劇自体が珍めずらしいのか、席はしっかり埋うまっていた。

　それをできるだけ見ないようにして、練習どおりにセリフを並べていく。

　すると。

「ハーヴィー様。お目覚めでしょうか」

　その静かな声に、意識を持っていかれそうになった。

　袖そでから現れたのは、千ち佳かだ。

　エマの姿をした彼女が、しずしずと歩いてくる。

　客席が見入るのがわかった。

　えぇ、というどよめきも聞こえてくる。

　それもそのはず。

　今の彼女はメイクもしているし、どちらかと言えば夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに近い姿だ。

　純じゆん粋すいな美少女であるうえに、その役の入り方に度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　その佇たたずまい、歩き方、表情。

　そして声こわ色いろ。

　どこを見ているかわからない瞳ひとみで、少しだけ伏ふし目めがちに話す姿。

　それにどこか作り物めいた印象を与あたえ、観客と由ゆ美み子こを驚おどろかせる。

　エマの外見はほとんど人間で、機械であることを示し唆さするのは首のチョーカーしかない。

　しかし、千ち佳かは動作と雰ふん囲い気きで自身がアンドロイドであることを主張していた。

　あぁ。

　これほどまでに。

　彼女は、役を自分に落とし込めるのか。

　委員長には申し訳ないけれど──、モノが違ちがいすぎる。

「おおっと。だれだね、君は！　……すまないが、アンドロイドの知り合いはいないものでね。自じ己こ紹しよう介かいを頼たのむよっ」

　驚おどろきと緊きん張ちようでトチりそうになりながら、由ゆ美み子こはセリフを口にする。

　思わぬ状じよう況きように、演技がブレてしまった。

　それに忌いま々いましい思いを抱いだきながらも、何とか演技を続行する。

「申もうし遅おくれました。あなたがコールドスリープをしている間、そして目覚めたあと。あなたのお世話を任されました、アンドロイドのエマと申します」

　由ゆ美み子この動どう揺ようなんて気に掛かけず、千ち佳かは淡たん々たんとセリフを言っていく。

　さすがにセリフの完全暗記は難しいようで、節々でアレンジされていた。

　つまり、些さ細さいな違ちがいは無視し、明らかなミスがあった場合にだけフォローする必要がある。

　意図とミスの違ちがいに気付けるだろうか。

　そう考えた瞬しゆん間かん、身体からだが固くなりそうになった。

　だが。

　突とつ如じよ、千ち佳かは首を傾かしげ、こんなことを言ってみせた。

「──時に、ハーヴィー様。わたくしの着ている服は、やけに大きいようですが。なぜ、サイズが合っていないのでしょう？　貧しいのですか？　それとも……、まさか。ハーヴィー様のご趣しゆ味みですか？」

　口元を隠かくしながら、エマはそっと後ずさる。

　掲かかげる手には、ぺろん、と余った袖そでが垂れ下がっていた。

　さっきまで、きちんとまくっていたはずなのに。

　こ……。

　こいつ────────!?

　こ、この状じよう況きようでアドリブを入れやがった！

　このときの由ゆ美み子この動どう揺ようは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　ふざけんなよ、と千ち佳かの頭を引ひっ叩ぱたいてやりたいところだが、無論できない。

　頭の中が大おお騒さわぎで、完全なパニックに陥おちいった。

　由ゆ美み子こは愕がく然ぜんとしながら、それでも何とかハーヴィーとしてセリフを絞しぼり出だす。

「しゅ、趣しゆ味みィ!?　なぁにをおかしなことを言うのかね、私にはそんな趣しゆ味み……。あっ！　そう、予定より個体の小さなアンドロイドだったからだ！　君の身体からだが小さいのが悪いんじゃあないのかねぇ!?」

「は？」
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　小さいと言われて、睨にらみつけてくるエマ。

　こんなもの、ほとんど普ふ段だんの由ゆ美み子こと千ち佳かだ。

　けれどその瞬しゆん間かん、ドッと観客が湧わいた。

　驚おどろいて、思わず客席をしっかり見てしまう。

　観客たちは楽しそうに笑い声を上げながらも、腑ふに落ちた顔をしていた。

　──あぁ、そうか。

　千ち佳かの衣い装しようが大きいのは事実だが、台本上そこに言げん及きゆうすることはない。

　そうなると、お客さんは、「なんであの子、衣い装しようぶかぶかなの？」という疑問がついて回ってしまう。

　それを放ったままだと、気持ち悪くて話が入ってこない。

　それを嫌いやがった千ち佳かは、理由付けのために先ほどのセリフを入れたのだろう。

　ただ、突とつ然ぜんのアドリブだっただけに、由ゆ美み子こはしどろもどろになる。

　それが、「趣しゆ味みですか？」と訊きかれて動どう揺ようしたように映り、より真に迫せまった滑こつ稽けいさを生み出し、その結果がこの笑い声だ。

　あぁ本当に。

　大した相方だった。

「ハーヴィー様。あなたは五百年ほど眠ねむっておりました。そして目覚めた今、大事なことをお伝えいたします」

　セリフを本筋に戻もどし、千ち佳かは演技を続けていく。

　由ゆ美み子こもすっかり肩かたの力が抜ぬけて、練習どおりに演技に入ることができた。

　ハーヴィーとエマは、滅ほろんでしまった世界で、それでも賑にぎやかに日常を過ごしていく。

　ともに生活していく中で、その関係にも変化が生じる。

　エマが感情を学習し、徐じよ々じよに表情豊かになっていくのだ。

　その些さ細さいな変化を、千ち佳かは丁てい寧ねいに反映していく。

　委員長が演じるエマは、どちらかと言えば可か愛わいらしく、純真な少女のように変化していった。より穏おだやかに、やわらかい表情を見せるようになった。

　だが、千ち佳かのエマは違ちがう。

「お言葉ですが、ハーヴィー様。それはあなたのわがままでしょう。非、生産的だと言わざるを得ませんね」

　千ち佳かの演じるエマは、どこか皮肉めいた印象を与あたえ、本当にハーヴィーを主人と認めているのかわからないくらいだ。

　生意気な従者、とでも言えばいいだろうか。

　千ち佳かがセリフをガンガン改変していくために、その印象をより強くさせる。

　そしてその変化は、由ゆ美み子このほうにも現れていた。

「なにをォ!?　この世界一の名優を前に、非！　生産的だと？　言っておくがね、私は敢あえてそうしているのだよ、アンドロイドの君にはわからんだろうがねェ!?」

「はいはい」

「ぬぅ……ッ！」

　千ち佳かの皮肉屋なエマに引っ張られ、ハーヴィーはどこか憎にくめない、見み栄えっ張ぱりなキャラクターに変わっていった。

　今までの由ゆ美み子このハーヴィーは、自信家で、飄ひよう々ひようとした人物だったのに。

　これが驚おどろくくらいにすんなり、自然に、由ゆ美み子この身体からだを動かしていた。

　今までにない一体感に、集中力が増していく。

　演技が別の領域に足を踏ふみ出だす。

　そのたびに、観客の視線に熱が帯びるのを感じた。

「はいはい」「ぬぅ……ッ！」というやりとりも完全にアドリブだったし、しかし、それがやけに笑いを誘さそう。

　人間味に深みを持たせ、より親近感を与あたえ、没ぼつ入にゆう感かんを強くする。

　それを演出しているのは、千ち佳かだった。

　由ゆ美み子この手を引っ張っているのは、千ち佳かだ。

　けれど、千ち佳かのセリフ暗記は急ごしらえ。

　当然、ミスも多く発生する。

「ハーヴィー様。外に出るのは危険でございます。何せ、外は……」

「黄こう砂さ」

「……黄こう砂さで前も見えません。シェルターに戻もどることが不可能になるかと」

「黄こう砂さも出てこない君に注意されてもねェ」

　由ゆ美み子こが皮肉げに肩かたを竦すくめ、千ち佳かが本気で悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

　それがまた一笑いを誘さそい、アドリブだと気付かなかった人も多いだろう。

　渡わた辺なべ千ち佳かのミスをあげつらうのは、佐さ藤とう由ゆ美み子この最も得意とすることだ。

　表情を見ていれば、彼女がどう困っているかはすぐにわかった。

　あとはそれを茶化してやれば、彼女は悔くやしそうにしながらも立て直す。

　まるで普ふ段だんのラジオのように、言葉はするすると勝手に出てきた。

　ハーヴィーに、由ゆ美み子この意識が溶とけ込こんでいく。

　そして、物語はクライマックスを迎むかえる。

　舞ぶ台たい上は暗くなり、スポットライトはエマとハーヴィーだけを丸く切り取っていた。

　力なく座り込むハーヴィーは、己おのれの過去を吐と露ろしていく。

「……私はね、エマ。世界一の俳優なんかではないのだよ。元の時代では落ちこぼれの役者だった。なぜコールドスリープをしたと思う？　だれも知らない世界に逃にげたくなったからだよ。私は世界一どころか、戦いに挑いどむことさえ恐おそれた臆おく病びよう者ものなんだ」

「……存じておりました。わたくしは、ずっとあなたを見ていたのですから。ですが、訂てい正せいしてください。あなたは本物の、世界一の俳優ですよ」

「……はは。そうだな。世界にはもう私しかいない。世界で一番は事実だろう」

「そうではありません。……ハーヴィー様は、何のために演じるのですか？」

「何のため──？」

　その問いに、由ゆ美み子この頭は白く染まる。

　何のために。

　この演技は、いったい何のために。

　由ゆ美み子こが黙だまり込こんでしまったからか、千ち佳かは静かに続けた。

「それは、自分のためではありませんか。観客が必要なのでしたら、わたくしがおります。わたくしに、見せてくださいませ。あなたのための、あなたの、演技を。それこそが、あなたを名優たらしめる行こう為いだと、わたくしは信じております」

「あぁ……、そうだな。そう──、だった」

　千ち佳かのセリフは一部改変されていたが、演技は問題なく続けられた。

　その会話のあと、舞ぶ台たいは暗転と明転を繰くり返かえす。

　ハーヴィーはその生しよう涯がいを、最後まで演技に捧ささげた。

　様々な役を演じる姿を、由ゆ美み子こは次々と表現していく。

「──────────────」

　前半のように笑えるシーンはどこにもない。

　だからこそ、観客が息を吞のむ音が聞こえた。

　食い入るように没ぼつ入にゆうしているのが、わかった。

　由ゆ美み子この一挙手一投足に、目が奪うばわれている。

　それを感じられるのが──、嬉うれしかった。

　そしてハーヴィーは、エマに見守られながらその生しよう涯がいを閉じる。

　床とこに臥ふすハーヴィーの手を、エマは強く握にぎった。

　そんなエマを見上げながら、ハーヴィーはたどたどしく口を開く。

「エマ。君のおかげで、私の生しよう涯がいは輝かがやいていた。役者として生き、役者として死ぬことができたんだ。ありがとう、エマ。心から、心から感謝を」

　そう口にして、ハーヴィーは静かに事切れる。

　手を握にぎったまま彼を見守り、エマは静かに言葉を続けた。

「えぇ。あなたは、本物でしたよ。本物の、世界一の名優でした」

　その言葉とともに、物語は終わる。

　幕はゆっくりと下りていく。

　それで物語の結末であることが伝わったようで、どこからかぎこちない拍はく手しゆが聞こえた。

　その小さな拍はく手しゆが、徐じよ々じよに大きく、大きく大きく、広がっていく。

　幕が下がり切る頃ころには、会場は割れんばかりの拍はく手しゆで満たされていた。

　胸を温かくする、最大限の敬意を感じる音。

　それを聞きながら、由ゆ美み子こはゆっくりと目を開く。

　カーテンコールはない。

　だから、由ゆ美み子こたちの出番もここで終わり。

　千ち佳かの手は、未いまだ握にぎられたままだ。

　そちらを見ると、千ち佳かは終わったときと同じ姿勢でこちらを見下ろしていた。

　お互たがいの視線が交差する。

　千ち佳かは無言で立ち上がり、手に力を込こめて由ゆ美み子この身体からだを起こした。

　ふたり並んで、閉じた幕を見つめる。

　その向こうの光景はもう見えないけれど、ずっと拍はく手しゆが鳴なり響ひびいていた。

　降り注ぐ拍はく手しゆの雨は、ふたりの演技を心から称たたえている。

「由ゆ美み子こ──！　よかったよ──！　由ゆ美み子こ──！」

「渡わた辺なべさーん！　すごかった！　すごかったよー！　さすが──！」

　おそらくクラスの女子だろう声が、飛んでくる。

　それに追つい随ずいするように、由ゆ美み子こー！　渡わた辺なべさーん！　と声が重なっていった。

　──無事に終わった。

　やり遂とげた。

　この拍はく手しゆが示しているように、大成功と言っていい。

　意識した瞬しゆん間かん、身体からだから力が抜ぬけそうになる。

　胸むねの奥底には昂こう揚ようが強く残っており、じわじわとした達成感で表情が崩くずれそう。

　千ち佳かと、見つめ合う。

　彼女もらしくもないほど穏おだやかな、やさしい表情を浮うかべていた。

　かつん、と拳こぶしを合わせる。

　言葉を交かわさずとも、それだけで十分だった。







　終演後。

　文化祭が終わりに近付く中、由ゆ美み子こは小走りで目的の場所に向かっていた。

　既すでに衣い装しようの燕えん尾び服ふくは脱ぬいで、制服姿である。

　舞ぶ台たいのあと、千ち佳かといっしょにそれはもうもみくちゃにされた。

　若わか菜なやクラスの面々に、だ。

「本当すごかった！」「あれで初めてってマジ!?」「やっぱプロはちげえなあ！」「わたし泣いちゃったよ！」「あとめっちゃ笑った！」「さすがだよ本当！」「最高だったんだけどォ！」

　そんなふうに賞賛の声をぶつけられ、囲まれた。

　千ち佳かは本気で嫌いやそうにしていたが、そこに委員長が現れる。

　どうやら、どうにか踏ふん張ばって劇は観みていたらしい。

　委員長が号ごう泣きゆうしながらお礼を言って、千ち佳かはしどろもどろになっていた。

　なおも、よかったすごかった、とありがたい熱い感想をぶつけられまくる中。

　由ゆ美み子こは千ち佳かを置いて、そこから抜ぬけ出だしていた。（千ち佳かは愕がく然ぜんとした表情で由ゆ美み子この名前を呼び続けていたが、無視した）

　呼び出されたのだ。

　その人物は、体育館そばの大きな木にもたれ掛かかっていた。

　スマホを見つめる姿がやけに様になっており、近くの女子生徒が見み惚とれている。

　高そうなジャケットにパリッとしたブラウス、黒のスリムパンツ。

　サングラスが似合う、格好良い女性。

　加か賀が崎さきりんごだ。

「加か賀が崎さきさーん」

　声を掛かけると、彼女はぱっと顔を上げた。

　ふりふりと手を振ふってくれる。

「加か賀が崎さきさん、来てくれたんだ」

「あぁ、仕事の合間だけどな。劇に間に合ってよかったよ。観みたよ。すごくよかった」

　しみじみと言う加か賀が崎さきの声にも、熱があった。

　素す直なおに褒ほめられて照れてしまう。

　しかし、彼女は渋しぶい表情で体育館を見上げた。

「でも、夕ゆう暮ぐれが出てきたのは驚おどろいたな……。こういったことには興味がないと思っていたが。というか、プロふたりが文化祭で劇をやるのは大人げなくないか……？　実際、クオリティが違ちがいすぎただろ。下手すりゃほかの子に恨うらまれるぞ」

　そう言われると、気まずい思いを抱いだいてしまうが。

　観客の熱や拍はく手しゆの量は、明らかにすごかった。

　あの空気やクラスメイトの声を思い出して、胸が温かくなるくらいには。

　だが、そこに至るまでの過程を思い出し、ぐっと疲ひ労ろうがのしかかってくる。

「や、いろいろあったんだよ……。本当は別の子が出る予定だったの。ユウは代役。無理言って出てもらったんだよ」

「ふうん？　なるほど。だよな。夕ゆう暮ぐれ、少しぎこちなかったもんな。文化祭だから遠えん慮りよしてるのかと思ったが……。夕ゆう暮ぐれが本気出したら、あんなものじゃないだろうしな」

「………………」

　そうなの？

　由ゆ美み子この目には、十二分にすごい演技に映ったけれど。

　観客も完全に見入っていた。

　とっつきづらい千ち佳かがクラスメイトにもみくちゃにされたのも、それだけみんなの心に響ひびいたからだろう。

　でも、万ばん全ぜんの状態ならもっといい演技をするのは当たり前だ。

　観みてみたいな、と思う。

　加か賀が崎さきはサングラスを外し、視線を別の場所に向けた。

　その先には、たくさんの生徒たちが楽しそうに歩いている。

　花を咲さかせるようにパッと笑う女子生徒、ふざけて肩かたを組んでいる男子生徒。

　文化祭だけあって、賑にぎやかだった。

　校舎は手作り感満まん載さいでも華はなやかに彩いろどられ、思い出に色を付けていく。

　けれど、もう少しでこの楽しい文化祭も終わってしまう。

「由ゆ美み子こ」

「なに？」

「楽しかったか」

　その問いは、文化祭が？　でも、演劇が？　でもない。

　オーディションを控ひかえてからの、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』の生活を指していた。

「──うん。楽しかったよ、すごく。毎日バカみたいに笑って、はしゃいで、キラキラしてて。勉強も、やった分だけ前に進めて。成果が出るのが嬉うれしかった。すごくすごく、毎日が充じゆう実じつしてたよ」

　正直な気持ちを吐と露ろする。

　仕事をせずに送る、普ふ通つうの学校生活はびっくりするほど楽しかった。

「それを教えようとしてくれたんだね、加か賀が崎さきさんは」

　加か賀が崎さきはしばらく黙だまり込こんだあと、「あぁ」と小さく首しゆ肯こうする。

「由ゆ美み子こには、きちんと選せん択たく肢しを見てほしかった。由ゆ美み子こにあるのは、声優の道だけじゃない。ほかにもたくさん、選べる道はある。声優だけしかない、って思い込むのをやめさせたかった。そのうえで、自分の手で選んでほしかったんだよ」

　以前の由ゆ美み子こは何の疑問も抱いだかず、声優の道を進むことしか考えていなかった。

　こんな日々があることを、知らなかった。

　普ふ通つうの学生として生きることは、とても穏おだやかで、すごく楽しい道であることを知った。

　ずっと、ずっと、楽しかった。

　由ゆ美み子こは、学校生活を、青春を、力いっぱい楽しむことができる人間だ。

　嫉しつ妬とと苦しみに塗まみれながら、這はいつくばりながら、それでも必死にもがく声優の世界に、戻もどらなくてもいい。

　すべてを忘れて、青春を謳おう歌かしてもいい。

　由ゆ美み子こには、選せん択たくする権利がある。

　だから、由ゆ美み子こは自分の手でそれを選んだ。

「あたしはね、加か賀が崎さきさん」

「うん」

「それでも──、声優の道を選ぶよ」

　由ゆ美み子こは気持ちのいい秋の空を眺ながめながら、言葉を続ける。

「どんなに苦しくても、惨みじめな気持ちになっても、関係ない。あたしが、やりたいんだ。声優をやりたい。声優の道を進みたい。心から、そう思えたんだ」

「そうか」

　短く、加か賀が崎さきは返事をする。

　結局、その結論が変わることはなかった。

　苦しいからなんだ、辛つらいからなんだ。

　それでも、由ゆ美み子こは声優をやりたい。

　声優をやらない人生は考えられない。

　もうどっぷり、あの世界に浸つかっている。

　抜ぬけ出だそうなんて、とても思えなかった。

　ボロボロになって、仕事がなくなって、どうしようもなくなって、脱だつ落らくするならまだしも。

　自分から退くなんて、ありえなかった。

　由ゆ美み子こは、この道を進み続ける。

　自分でこの道を選んだという事実は、心に芯しんとして強く残るだろう。

　それが、誇ほこらしかった。

　風がさらさらと髪かみを揺ゆらす中、由ゆ美み子こはその場でくるりと一回転する。

　手を広げながら、加か賀が崎さきに伝えた。

「それと加か賀が崎さきさん。あたし、大学に行く理由を見つけたよ。今まで、どっか宙ぶらりんだったけどさ。これがしたい、っていうのが決まったんだ」

「ふうん？　どういう理由なんだ」

　加か賀が崎さきの問いに、由ゆ美み子こはニッと笑う。

　腰こしに手を当てて、はっきりと答えた。

「あたしが、行きたいから行くんだよ。大学生活を楽しみたい、経験したい、大学生になってみたい！　あたしはそこでも力いっぱいの青春を過ごすよ。楽しい楽しい大学生活を送ってやる。それがあたしの、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』の人生を彩いろどるんだよ」

　保険になるから、大学生の経験が演技に影えい響きようするから。

　その考えがなくなったわけじゃない。

　だけど、今回のことで視野が広がった。

　学校生活を楽しむことは、決して悪いことじゃない。

　ほかの選せん択たく肢しに目を向けることは、悪いことじゃない。

　人生を楽しむことは、悪いことじゃない。

　それは、声優にとっても、由ゆ美み子こにとっても。

「それで、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』として培つちかったものを、『歌うた種たねやすみ』に渡わたすんだ。今回のことだってそうだよ。今回のことがあったから、だよ。この経験たちは絶対、演技に活いきる。活いきてくる。だからあたしは、心から大学生になりたい！　って。そう思えたんだ」

　迷いは消えた。

　声優の道に悩なやむことも、大学生活をぼんやり見み据すえることもない。

　自分で選んだと胸を張って、まっすぐに進んでいく。

　その選せん択たくをできたことが、由ゆ美み子こは嬉うれしかった。

「そっか」

　嬉うれしそうに、加か賀が崎さきは笑っていた。

　愛いとおしそうに、由ゆ美み子こを見ている。

　由ゆ美み子こと加か賀が崎さきは、高い高い秋の空に目を向けた。

　その先には、ずっと空が広がっているのだ。
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あとがき






　お久しぶりです、二に月がつ公こうです。

『声優ラジオのウラオモテ』は第一巻が発売される前後に、豊とよ田た萌も絵えさん、伊い藤とう美み来くさんのおふたりがパーソナリティの『Pyxisの夜空の下de Meeting』というラジオ番組と、タイアップして頂いておりました。

　実際の声優ラジオとタイアップして頂けるなんて夢のようで、物もの凄すごく嬉うれしかったです。

　とてもお世話になった番組なのですが、おふたりのトークが大変面おも白しろく、タイアップ以降もわたしは普ふ通つうにリスナーとして楽しく拝はい聴ちようしておりました。

　その『Pyxisの夜空の下de Meeting』が、２０２３年６月に終しゆう了りようしてしまいました……。

　つ、つらすぎるぅ～……。

　五巻のあとがきでも触ふれましたが、ラジオって長く聴きいていると完全に生活に根付いちゃうので、失ったときの喪そう失しつ感がものすんごいんですよ……。

　リスナーとしても大好きな番組で、２００回の手前辺りから８７９回まで三年半以上、一度も欠かさず観みていたので、本当に悲しいです～……。寂さびしすぎる～……。

　タイアップ以降も番組内で何度も作品に触ふれて頂いたり、由ゆ美み子こと千ち佳かが番組にお邪じや魔ましたりと、とても良くしてくださった特別な番組でした。それが終わるとなると……、辛つらい～。

　でも番組としては、なんと七年三ヶ月も続いた（七年三ヶ月!?）というトンデモ長ちよう寿じゆ番組ですし、とても楽しい数年間でした！　タイアップして頂いた感動は一生忘れません！

　おふたりとも長い間、本当にお疲つかれ様さまでした！　ありがとうございました！




　めちゃくちゃ悲しんでしまいましたが、大変おめでたいこともあります。

『声優ラジオのウラオモテ』、テレビアニメ化が決定しました──ッ！

　佐さ藤とう由ゆ美み子こ役は、伊い藤とう美み来くさん！

　渡わた辺なべ千ち佳か役は、豊とよ田た萌も絵えさん！

　これ以上の理想はない、最高の形でアニメ化です！

　由ゆ美み子こや千ち佳かたちを愛してくださった皆みな様さまのおかげで、ここまで来ることができました。

　本当に本当に、ありがとうございます！

　これからも、応おう援えんしてくださると嬉うれしいです。どうぞ、よろしくお願いいたします！

　そして、この作品に携たずさわってくださった、たくさんの関係者の皆みな様さま。

　いつも素す敵てきなイラストを描かいてくださる、さばみぞれさん。

　なんとお礼を言っていいかわかりません。本当にありがとうございます！

　やったー！　伊い藤とうさん豊とよ田たさんおふたりのキャストでアニメ化だー！　やったー！
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